


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。
























[image: パラサイトムーンⅣ　甲院夜話]







　CONTENTS




序

１　乾　真砂

２　碑文谷由姫

３　霧塚　雅

４　榊糾

５　根黒　桂

６　仙崎竜太郎




電子書籍版　あとがき







[image: 序]
















　彼──

　仙せん崎ざき竜りゆう太た郎ろうにとっての最後の闘争が終わってから、十余年の月日が経たとうとしていた。

　初老の男は、歳月の流れに応じて老いた身を、土の塊かたまりの前に置いていた。

　木々に囲まれた、寂さびしいその幽ゆう庵あんが、戦いを捨てた彼の居場所だった。

　否いや──捨てたわけではない。捨てさせられた。

　──老人は土を捏こねていた。

　粘ねばり気けのある土を、一心に。

　そこに、自らのもつ何かを込めるように、ただひたすらに捏ねていく。

　涼しいはずの晩夏の夜に、汗をびっしょりとかきながら、男は土を捏ね続ける。

　庵いおりの周囲に人の気配はない。

　かといって、彼は無人の山中に籠こもっているわけでもなく、すぐ近くには、この庵とは別の本ほん邸ていがあった。

　しかし広大な敷地の中で、この庵は主あるじだけの個室として扱われ、誰だれも近づく者はいない。

　初老の男は、やや小太りの体を左右に揺すりながら、額に汗して土を練ねる。

　日ひ頃ごろは穏おだやかな眉み間けんに皺しわが寄り、眼めは爛らん々らんと鬼き気き迫る輝きを宿していた。

　その眼の輝きは、輝きというにはあまりに冥くらいものを含んでもいる。

　庭では、秋の虫が寂しく鳴きはじめていた。猛暑だった夏が終わり、実りの秋が近い。

　虫の声に耳を傾けながら、仙崎はやつあたりにも近い勢いを土にぶつけていた。

　秋分の月が雲にかげった。

　外の虫たちが、不意に鳴きやむ。

　仙崎は顔をあげた。

　橙だいだい色いろを籠もらせた裸はだか電球。

　脇わきに置かれた足踏みの轆轤ろくろ。

　棚たなに並べられた陶とう器きや磁じ器きの数々。

　何も変わりはない。

　庵は静かだった。

　この庵は、仙崎竜太郎個人の空間でもある。

　電話が鳴ることはあっても、出入りを禁じられている屋敷の者はまず近づかない。広い敷地の周囲は高い塀へいに囲まれ、外の者が迷いこむことも有り得ない。

　しかし仙崎は、閉じた戸の先──見えないはずの外の闇やみから、射るような視線を感じた。

　汗を吸った作さ務む衣えから、す──と体の熱が抜け、軽い寒さむ気けを覚える。

「誰だれや」

　低い声で誰すい何かした。能のう面めんのように固まった微笑には、せっかくの集中を乱した者への敵意があった。

「──久しいな、仙せん崎ざき」

　女の──娘といってもいい、若い声が応こたえた。あるいは男かもしれないが、つまりは声がそれほどに高い。

　間違いなく年下の子供から呼び捨てにされた仙崎は、むっと眉まゆをひそめた。

　軋きしみながら、戸が開いた。

　薄ぼんやりとした裸はだか電球に照らされたのは、十七、八の青年だった。まるで変声期の前のような声だったが、先ほどの女声は、その青年が発したものと見て間違いない。

　青年は撫なで肩かたを落とし、顔をうつむけて立っていた。顔のつくりは窺うかがえないが、乱れた髪が垂直に垂れ、幽ゆう鬼きのような印象を醸かもしている。

　そして──

　右手に、刀を持っていた。

　鞘さやに納まってはいたが、仙崎はそれを見るなり、にやりと笑った。

　背中に力を込め、〝暗あん殺さつ者しや〟を威い圧あつする冷たい微笑を向ける。

「さて、誰やったかのぅ……」

「この姿じゃ、さすがにわからないか」

　青年は、顔をうつむけたままくすくすと笑った。甲かん高だかい声だった。

「わからんなぁ。不法侵入なら、場所が悪いで」

　仙崎はそう言いながら、青年の殺し方を思し案あんする。

　しかし、青年は動かないまま、仙崎の意表を突く言葉を発した。

「──ここは昔、私の家の一つだったはずだけれど」

「あん？」

「今は、貴き公こうの持ち家なのかな」

　言葉の意を摑つかめぬまま、仙崎は身構える。

　青年は肩をゆすって笑った。

「まだわからないのか。なら、こう言おう」

　青年は顔をあげた。

　鋭するどい眼光が、仙崎を射抜く。

　確かな意志の感じられる、強い光の籠こもった眸ひとみだった。

「アラクナの加か護ごは、まだ尽きていない。加護が尽きぬ限り、我が身が尽きてもなお、心は残る──これで、わかったかな」

　青年の言葉に、仙崎は眼めを剝むいた。

「あんた、まさか……いや……」

　青年は、一歩を庵あん内ないに踏み入れた。

　土間に胡座あぐらをかいて座りこみ、また低く嗤わらう。

　仙せん崎ざきは意識せずに後ずさった。

「ふふ──不思議なものだ、仙崎。私は、この刀に宿っているらしい」

　青年は、両手に一本の刀を捧ささげて見せた。

　仙崎は動けない。

「か、たな……に？」

「あぁ。この刀をこの男にやったのは、貴き公こうだろう？」

「え……？」

「知らなかったのも無む理りはない。が……この刀は、折れたはずの私の愛刀だ」

　青年は呟つぶやき、白刃を頰ほおにすり当てた。

「つい先日、気付いてみれば、私は刀を通して、この男の体を乗っ取っていた。これもアラクナの加か護ご──かな？」

　たちまちに仙崎は、その場にひれ伏した。

「…………ご無礼を、いたしました」

　沈黙の後で、低い声を絞しぼり出す。口調は一変していた。

「仕方ない。私も、こんな形で復活できるとは思っていなかった」

　青年の声は、澄すんで優やさしかった。

「しばらく前に──私はフェルディナンを斬きってね。どうやらそのことが引き金になって、自我を取り戻せたらしい。あの者には怨うらみばかりだが……今回は、役立ってくれたのかもしれない」

　青年は思い出話を語るように、しみじみと言った。

「いまは……あれから十年が、経たっているらしいな」

「……は」

「すぐに、残った同志たちに連絡をつけてくれ。どうせ世界に散っているのだろう？　今、キャラバンの連中に知れると厄やつ介かいだ。まだ私の名は出さず、貴公の名で呼べ。それから……」

　頭を土間にすりつけたままの仙崎に対し、青年は淡たん々たんと言葉を紡つむいだ。

「フェルディナンや山やま之の内うちへのお礼参りは後だ。まずは、あの裏切者から、聖せい典てんを取り返す」

「……聖典？」

　土下座のまま仙崎は顔をあげ、視線を青年に向けた。

「聖典だ。奴やつが在あり処かを知っている」

「あれは……破壊されたと……？」

「簡単に壊せるほど、甘い品じゃない。もし壊していれば、この世にそれなりの変事が起きているはずだ。おそらくは、奴やつが持ち逃げしている」

「なんと……」

「貴き公こうのことだ。あの裏切者に、監かん視しの手は緩ゆるめておるまい？」

「は──無む論ろんです」

　その答えに、青年は口許を歪ゆがませた。

「奴から聖せい典てんの在ざい所しよを聞き出す必要がある。あれはこちらの切り札だ。手にしておけば、キャラバンの連中に攻められた時に心強い」

　青年は呟つぶやいて、仙せん崎ざきに歩み寄った。

　震える肩に片手を置き、真っ向から視線を合わせる。

「さぁ、はじめようか。あのときの、続きを──」

　恍こう惚こつと発せられた青年の言葉に、仙崎竜りゆう太た郎ろうは震えながら、満面の笑みを返した。

「は……薫かおる様の、御み心こころのままに」

　庭の虫が鳴きはじめた。

　初老の男は身震いし、見開いた眼めを輝かせる。

　──負の光が籠こもった、冥くらい眼を。

　ただ、童わらべのように、輝かせた。
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「──つまり……」

　乾いぬい真ま砂さごは、言いい淀よどんだ。

　白く無機質な左右の壁が、急に高くなったような気がした。

　社長の机が目の前にある。

　その向こう、大きなガラス窓の先には、夕ゆう映ばえにビルの群れが並んでいた。

　その光景が、真砂は大嫌いだった。高いところから人を見下す視点には、どうしても慣れない。また、慣れたくもない。

「つまりね」

　社長の机には、誰だれもいなかった。その代わり、机のすぐ脇わきに、気弱そうな娘がぽつんと立っている。

「つまり……」

　おどおどとしてうつむき加か減げんに、真砂の顔色を上うわ目め遣づかいで窺うかがいながら、言いにくそうに舌足らずな声を絞しぼる。

　肩口で切り揃そろえた髪には女性らしい清潔感があり、着込んだスーツも落ち着いた色合いで、一見してすぐに真砂より年上の正社員と知れた。しかし、強こわ張ばりすぎた表情が、その全すべてを幼く見せている。

　真砂は娘と対照的に、顔よりも大人おとなびた溜ため息いきを吐ついた。

「つまり、リストラって事ですね？」

　真砂は苦笑して呟つぶやき、無意識に前髪をかきあげた。その手には、季節外れの革手袋が嵌はめられている。指先までを覆おおい隠かくす手袋は、関節の部分だけに、動かしやすいよう小さな穴が空あいていた。

「そ、そ、そういうわけじゃ、なくって……ぇ」

　娘は、傍はた目めにも気の毒なほどにうろたえた。

「な、なんていうかほら、社長が亡なくなって、経営陣を一新することになったんだけど……今まで、社長は戦闘向きの異い能のう者しやをたくさん、ここで抱えてたでしょ？　それにうちの経営方針も、山やま之の内うち派の内部で〝過激すぎる〟って、前からいろいろと問題視されてて……それで、次の経営陣に引き継ぐ前に、戦闘系の異能者の数に、制限がかかっちゃって……」

「だから、そういうのを世間ではリストラっていうんです。事業縮小に伴う経営の再構築と合理化なんですから」

「そ、そう……なのかな？」

　前社長の秘書、霧きり塚づか雅みやびは、冷や汗をかきながら、真砂の指摘をやっと肯こう定ていした。

「──ごめんね……ほんとに。私には、どうしようもなくて……」

「そりゃそうでしょ」

　真ま砂さごはまた苦笑した。

　着き崩くずした背広姿は板についていたが、どうにも顔立ちはまだあどけない。しかし、きりりと締まった目鼻立ちのために、それなりの歳としにも見える。

　苦笑の表情になると、冷たい双そう眸ぼうが人ひと懐なつっこくも見えるが、しかしその奥には、触れるのを躊躇ためらわせる得え体たいの知れない凄すごみが同居していた。

　真砂は締めていたネクタイを、そっと手袋の指先でゆるめた。社員でなくなるのなら、この堅かた苦くるしい背広姿とも縁が切れることになる。

　目の前の霧きり塚づかは固まっていた。

　上層部で何があったのかは知らないが、その決定に対して、末端の構成員にすぎない霧塚に、発言権があるはずもない。

　真砂にしてみれば、だからごねるつもりもなく、子供じみた八つ当たりをする気もない。素早く的確に要点のみを聞きたいのだが、ここに入室してから、霧塚はしきりに謝あやまって恐きよう縮しゆくするばかりで、なかなか話が進まなかった。

　乾いぬい真砂は、ここ、〝東とう都とまごころファイナンス〟の社員の一人だった。

　もっとも、ファイナンスとは名ばかりのダミー会社で、この企業は神しん群ぐんの狩かりだしを行う実戦派の異い能のう者しや達の溜たまり場でもある。

　理由も正しよう体たいも知れず、ただそこにいるだけで人になんらかの影響を及ぼす異い形ぎようの存在──彼らのことを、真砂達は迷めい宮きゆう神群と呼称していた。

　それら神群に関かかわる者達で構成された組織が〝キャラバン〟であり、真砂はそのキャラバンの中でも、山やま之の内うち派と呼ばれる極東の一大派は閥ばつに属している。

　山之内派は、神群の存在を敵視し、その狩りだしを行うことで、人の世に平へい穏おんをもたらそうという実戦派の派閥だった。

　この東都まごころファイナンスは、神群の探たん索さくと、場合によっては殲せん滅めつをも行うための組織として、彼らの手で運営されている。

　派閥の中では、最前線ともいうべき花形の部署ではあったが──ここ数年における過激な社長の〝経営方針〟がたたり、権力を握っていた社長が死亡したのと同時に、これ幸いと人員の削さく減げんを迫られたらしい。

　噂うわさではしばらく前、社長が死んだ一騒動の折に、山之内派の大幹部の親族が、社長である華かヶが瀬せ清きよ元もとの手で殺されたとも聞く。

　神群の狩りだしを励れい行こうする山之内派の内部も、決して一枚岩ではない。主である山之内に忠実な南なん郷ごう閥ばつ、派閥の乗っ取りを水面下で画かく策さく中と噂される仙せん崎ざき閥、財力面でキャラバンをサポートしつつ、穏おん健けんに事を運ぼうとする真ま名な井い閥──またその他にも、大小さまざまな派閥の思惑おもわくが絡からみ合っている。

　山やま之の内うち派が一大派は閥ばつとなった今では、公然のスパイや、文ふみ槻つき派、祭さい夏か老ろう派、カーマイン派といった他のキャラバン各派とのパイプをつなぐ役目の者もおり、ただ実戦派という枠わく内ないにおさまるものでもなかった。

　組織が肥ひ大だい化かすれば、内部の主義主張も細分化される。

　今は亡なき華かヶが瀬せ清きよ元もとが指揮していた、東とう都とまごころファイナンスは、仙せん崎ざきの閥と近しい関係にある、もっとも過激な急きゆう先せん鋒ぽうの一つだった。

　今回の人員削さく減げんは、内部の穏おん健けん派や、キャラバン他派からの突き上げを食らったものと見て間違いない。

　──同じ組織の中でも、足の引っ張り合いか……

　真ま砂さごはうんざりしつつ、その引っ張り合いに巻き込まれた自分の不運を冷ややかに呪のろった。

　真砂自身は、キャラバン山之内派に属する構成員というだけで、その中の〝誰だれか〟に、特に従っているということはない。なればこそ、こういった上層部の意向が動く時には、誰の庇ひ護ごもなく、真っ先にその影響を受けやすかった。

「ほんとに……ごめんね。真砂君、よくやってくれてたと思うんだけど……」

「霧きり塚づかさん、もういいですから」

　前社長の秘書、霧塚雅みやびの謝罪の言葉は、真砂にとって無意味だった。

　彼女は別に悪くもない。むしろ、嫌な伝言役を押しつけられただけの彼女に、そこまでの罪ざい悪あく感かんをもたせてしまうことが申し訳ないぐらいだった。

「リストラの件は、わかりました。しばらくは上からの連絡待ちでもしてますよ。

　──あ、でも、社員寮も出ないとまずいんですよね？」

　自ら言いながら、そこで真砂ははたと困った。

　彼には身寄りがいない。

　貯金を使えば、しばらくは無職の一人暮らしも可能だが、またどこか、キャラバンに関係した会社へ再就職できるならその方がよかった。まだ十六歳と歳としが若いために、一般の会社に潜もぐり込むことは難しいが、異い能のう者しやとしての真砂の力を欲しがる者は少なくない。

　問題は──

　真砂の、仕事を選えり好ごのむ性格だった。

　たとえば暗あん殺さつ系統の職務を行う部ぶ署しよでは、場合によっては裏切者の始し末まつや、稀まれに一般人の殺害を課せられることもある。

　真砂の異能は暗殺に向いていたが、困ったことに、真砂自身は仕事としての人殺しが嫌いだった。相手が神しん群ぐんや、歯向かってくる敵の異能者ならば別だが、少なくとも報ほう酬しゆうを貰もらって、弱者を暗殺する稼か業ぎようには向いていない。

　戦闘の場なら、相手を殺すか殺さぬかは、自身の判断でも許される。しかし暗殺に限っては、殺したくない相手でも無む理りに殺す必要に迫られる。

　暗あん殺さつは極端な例だが、真ま砂さごはそれ以外の面でも、仕事を強制されるのが嫌いだった。頑がん固こに仕事を選えり好ごのむその性格は、上じよう司し達にも知られており、〝扱いにくい〟とさえ言われている。

　この社の社長だった華かヶが瀬せ清きよ元もとは、そんな真砂でも、〝好きにしろ〟といって置いてくれた。

　彼は実力と結果だけを重視するタイプの上司で、自らの意向に添そおうと添うまいと、能力のある者に対しては寛かん大だいだった。やや危険な思し考こうの持ち主ではあったが、こと自分の好きにさせてくれたという点でだけは、真砂は彼に感謝すらしている。

　目の前の霧きり塚づかは、真砂がすんなり〝リストラ〟という言葉を受け入れたことに安あん堵どした様子で、まわりくどい話を続けた。

「うん、社員寮は、出てもらうんだけど……」

　霧塚は、真砂の顔色をじっと窺うかがってきた。

「あ、あのね、もしよかったらでいいんだけど……一応、再就職までのつなぎっていうか、別のお仕事のお話が、あるんだけど……」

「はぁ？」

　真砂は気の抜けた声で返した。霧塚雅みやびの口振りは、あまりにとろい。

「ただ、そんなにすごいお仕事ってわけじゃなくて、だから真砂君が気に入ってくれるかはわかんないんだけど……」

「一言で言うと、なんの仕事ですか？」

　言い訳が多すぎて、中身が見えてこない霧塚の口調に業ごうを煮にやし、真砂はやや早口に言った。

「えっと……要よう人じん警けい護ご。住み込みの」

　真砂は、目をしばたたかせた。

「私がここに就職する前、お世話になってた人の警護で──榊さかき糾ただすって人、知ってるかな？」

「──名前だけは、うかがったことがあります」

　真砂は肯うなずいた。

　榊糾は、迷めい宮きゆう神しん群ぐんの研究者の一人だった。どこにも属さないフリーの研究者で、異い能のうを持つ者でもないが、名だけは知られている。一部では、神群の研究者として名高い翁おきな居い幻げん三ぞうの、後継者とまで言われていた。

「その榊先生の警護と、助手みたいな感じで……お給料は安めだけど、そんなに大変なお仕事じゃないし、住み込みなの。食費とか光熱費も込みだから、条件はそれほど悪くないと思うんだけど」

「確かに──悪くないお話ですね」

　真砂は呟つぶやいた。

　いかにも暇ひまそうな仕事だが、次の就職が決まるまでの腰掛けにはなりそうだった。なにより住み込みで生活費も込みというのがありがたい。家や賃ちん分が浮くため、貯金にも手をつけないですむ。

「月給は？」

「ボーナスはなしで、毎月……十万円。それにキャラバンからの補助金を合わせて、毎月十三万円ぐらいで……」

　霧きり塚づかは、申し訳なげに声をひそめた。

　確かに安い。だが、家や賃ちん水道光熱費に食費も込みとなれば、決して悪い話でもない。他ほかにまともな職を探せる身の上でもないし、警けい護ごとはいっても、一研究者たる榊さかき糾ただすにわざわざ手を出す者など、キャラバンにはそれほどいないはずだった。泥どろ棒ぼう除よけ程度の役目だろうと、真ま砂さごは勝かつ手てに推察する。

「あと……場所が軽かる井い沢ざわの奥で、ちょっと田舎いなかっぽいとこなんだけど……」

　霧塚は、声の質をさらに落とした。

　真砂は立ち尽くし、しばらく考え込んだ。

　その沈黙を、霧塚は不満と取ったらしい。

「や、やっぱり安すぎるよね。真砂君、ここでは高給取りだったし……それに遠いし」

　真砂は、首を横に振った。

「そんなことはないですよ。ぼくはここでも、危険手当を抜いたらそんなには貰もらっていませんでしたし。それに生活費のほとんどが相手持ちなら、毎月十三万、まるまる残すこともできます。むしろ、うますぎるお話かなぁ、と……」

　霧塚は、ぱっと顔を輝かせた。

「そうだよね！　うん。榊先生はいい人だから、きっと真砂君も気に入ると思うよ。それにすごく居心地のいいとこだから、私も安心してお勧すすめできるし。ね？」

　何度も肯うなずいて、霧塚は真砂に微笑ほほえみかけた。

　喜ぶ様さまが極端すぎて、妙に子供じみている。

　真砂はそんな年上の娘に、苦笑を送ってから肯いた。せっかくの話でもあるし、リストラされた直後のこの気き遣づかいは、素直に嬉うれしくもあった。

「──じゃあ、そのお仕事、ありがたくいただきます」

　雇こ用よう主ぬしにあたる榊糾については、それほど悪い話も聞かない。むしろ良識派の研究者として、人の評判は良かった。

　また──神しん群ぐんの研究者となれば、別の興味もある。抱えている知識には、飯メシの種たねになりそうなものもあるだろうし、また将来に向けてのコネをつくっておくのも悪くない。

　真砂の計算高い思し考こうに気付く様子もなく、霧塚は満面の笑みを浮かべた。

「うん。それじゃ、すぐ向こうに連絡するね。今日、これから案内してあげるから。予定空あいてる？」

「……そんなに急な話なんですか？」

　真ま砂さごは驚いた。慌あわてて霧きり塚づかは、両手を胸の前で振る。

「あ、ううん、別にいつでも大丈夫なんだけど。ただほら、別に手続きとか必要なとこでもないし。榊さかき先生からも、いつでも構わないからって、頼まれてたから。あと、私も今日はこの後、ちょうど暇ひまなの」

「……はぁ」

　真砂は曖あい昧まいに肯うなずいておいた。

　完全に納なつ得とくしたわけではなかったが、霧塚雅みやびとは短く浅い付き合いながら、彼女が悪い人間でないことは知っているつもりだった。もし割に合わない話なら、こんなに嬉き々きとして真砂に回すはずもない。その点では、真砂は彼女を信頼している。

　霧塚は気弱さという欠点を持ちながらも、社長である華かヶが瀬せ清きよ元もとの信任を受けていた。信頼するに足る誠意の持ち主ではある。

　身みも蓋ふたもない言い方をすれば、つまり彼女はお人好しだった。

「……今日、都つ合ごう悪い？　挨あい拶さつっていうか、顔合わせだけでもいいんだけど」

　霧塚に問われて、真砂は人を逸そらさぬ微笑を返した。処しよ世せい術じゆつとして得た表情だったが、今は自然に出る。

「いえ。ご挨拶だけでしたら、別に……ぼくも結局、暇ですから」

　霧塚は、安あん堵どしたように笑った。

「それじゃ、ちょっと向かいの喫茶店で待っててくれる？　少しだけお仕事が残ってて──三十分くらいで行けるから」

「はい、それじゃまた後で」

　応こたえてから、真砂は思し案あん顔がおで、主あるじのいない社長室から見える景色に眼めをやった。

　ビル街が、晩夏の夕暮れに紅あかく染まっている。

　都内にある会社から、榊の住むという軽かる井い沢ざわまでは──

　所用時間を考えて、真砂は眉まゆをひそめた。

「あの──霧塚さん、本当に、今から行くんですか？」

「え？」

「だって、軽井沢って……向こうに着く頃ころには、夜中ですよ」

　霧塚は腕時計に眼をやった。

「うん。でも、榊先生って夜型だから心配ないよ。それに今日中に行っちゃえば、私も向こうで一晩泊まれるし……明日あした一日いて、ゆっくりこっちに帰ってきても、日曜日に休めるでしょ？　スケジュール的には、今日中に行っちゃった方が楽だよ」

　霧塚は、さも当然のように言った。

「あぁ、泊まりがけなんですか？」

「そう。車で行くから、帰れないこともないけど……私も、久々に先生と会えるし、ゆっくりしたいから」

　真ま砂さごは肯うなずいた。どうせ住み込みの仕事だけに、正式の着任前に一晩泊まっておくのも悪くはない。また真砂は、異性の霧きり塚づかがいることに照てれるほど、色気づいてもいなかった。

「じゃあ、向かいの喫茶店で待ってます」

「うん、すぐに行くから」

　霧塚の応こたえる声を背に、真砂は社長室を出た。

　分厚い扉ドアを出てすぐの廊ろう下かに、銀髪の少年が佇たたずんでいた。

　白い肌はだに青い眼めの少年は、都内の金融会社には不ふ似に合あいに映る。色は地味ながら、品のいい長なが袖そでシャツと長ズボンを着込んだその姿は、間違っても〝社員〟には見えない。その歳としもまた、弱じやつ冠かん十四歳と真砂よりさらに二つ若かった。

「桂けい──聞いてたのか」

　真砂は、その少年──根ね黒ぐろ桂の前で、立ち止まる。

　桂は真砂から視線を逸そらし、日の暮れつつある窓の外を眺めていた。

　真砂の問いにも、答える気配はない。しかしただの沈黙が、桂にとっては重要な表現の一手段であることを、付き合いの長い真砂は知っていた。

「ここ、辞やめることになったよ」

　桂は何も言わない。東洋と西洋の混血が創つくり出した横顔は、沈黙によって、より妖あやしい美しさを湛たたえていた。

「ま、割のいい話ももらえたし、ぼくはしばらく怠なまけさせてもらう。またいずれ、組めるといいな」

　真砂は軽い調子で言って、根黒桂の細い肩を叩たたいた。

　桂はごく小さく肯いた。真砂はそのまま、脇わきを擦すり抜ける。

「──真砂」

　擦れ違いざまに、桂が小さく口を開いた。少年特有の高い声だが、声質は暗いほどに落ち着いていた。

「ん？」

　真砂は肩越しに振り返った。

「気をつけろ──榊さかきという奴やつは曲くせ者ものだ。これは霧塚が思っているほど、甘い仕事じゃない」

　真砂は眉まゆをひそめた。

「桂──」

「……お前なら問題はないだろうが、念のために言っておく。あまり深入りはしない方がいい。適当なところで身を退ひけ」

　根黒桂は、呟つぶやくようにそう言って、背を向けた。

　真砂はごくりと唾つばを吞のむ。

「何か知っているのか？」

「俺おれみたいな下したっ端ぱには、何も知らされていない。だから、ただの勘かんだ」

　桂けいは、背を向けたまま言った。

「信用しなくてもいい」

　それだけ言って、桂は廊ろう下かの角に姿を消した。敷き詰められた分厚い絨じゆう毯たんが、その足音を消す。

　真ま砂さごは桂の小さな背を見送ったのち、一人、首を傾かしげた。

　根ね黒ぐろ桂は、賢けん人じんの飼かい犬いぬ・イシェーニと呼ばれる神しん群ぐんの異い能のうを受け継いでいる。彼はそれこそ猟りよう犬けんにも匹ひつ敵てきする五感に、獣けもの以上の身体能力を備えていた。

　その根黒桂の〝勘〟となれば、それは獣がもつ野や性せいの勘にも近い。

　あるいは──口止めされて言えない何かの事情を知っていて、それを〝勘〟として、婉えん曲きよくに真砂へ伝えようとした可能性もある。勘にせよ隠かくし事ごとにせよ、そこには笑って流すことのできない含みがあった。

　真砂は頰ほおを軽くはたいて気をひきしめると、すぐにエレベーターから一階へと降りた。

　他の社員達と特に言葉を交わすこともなく、そのままにビルの正面玄関を抜けていく。

　日に紅あかく染まった外界は、車の騒音に満ちていた。

　風が冷たく、真砂の身を包む。

　夕ゆう闇やみせまる街まちの風は、ただ排気ガスの匂においだけを運んできた。

　かくしてその日──

　乾いぬい真砂は、東とう都とまごころファイナンスを円満に退社した。
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　乾真砂は、孤こ児じだった。

　親の顔も名も知らない。

　そして、幼い頃ころの彼の周りには、似たような境遇の子供達が幾人もいた。

　そして──

　そのうちの幾人もが、幼いままで死んでいった。

　真砂はこうして、生き残っている。また、今はほとんど音信もないが、その時の仲間達にも、生きている者はいる。

　根黒桂もその一人で、真砂は東都まごころファイナンスに入社してすぐ、彼と再会した。

　以来、数年を共にしたが……

　今日、また道が分かれた。

　特に寂さびしいとも思わない。なんとなれば、真砂は独ひとりに慣れている。

　乾いぬい真ま砂さごや根ね黒ぐろ桂けいのような境遇の者は、キャラバンの内部で実験室の子供達と呼ばれていた。

　面と向かってその言葉を発する者は、ほとんどいない。だが、真砂達のいないところでは時折、その言葉が飛び交う。

　いわく、あれは実験室の子供だから、身寄りがいない──

　潜せん在ざい能力は高いはずだ。普通の異い能のう者しやとは格が違う。甲こう院いんの処置を施ほどこされて、なお生き残っている化ばけ物ものみたいな連中で……

　そうした視線が、いつも真砂の周囲には渦うず巻まいていた。

　うざったいと思ったこともある。だがいつしか慣れてしまい、今では気にもならない。

　また、気にしても意味のないことでもある。

　真砂は今、生き残っている。今の世で生き抜くだけの力と術も心得ている。

　それだけでも、真砂は自分が恵まれていると思えた。幼くして、甲院派の〝実験〟に耐えきれず、死んでいった仲間達に比べれば──真砂は確かに、運に恵まれていた。




　ゆったりと走るセダンの助手席で、真砂はぼんやりとヘッドライトの照らす道の先を見つめていた。

　暗い道は、その先がほとんど見えなかった。ただ、ライトの灯あかりにアスファルトが狭せまい範囲で照らされ、それが延えん々えんと続いていく。

　座席に深く身を預けた真砂は、両手の革の手袋を、ぎゅっと強く握りこんだ。

　すぐ脇わきには、慣れた手つきでハンドルを握る霧きり塚づかがいた。

　その横顔は楽しげだった。榊さかきという名の研究者の家に行けることが、素直に嬉うれしいらしい。

「霧塚さん」

　真砂は、ふとした好奇心から口を開いた。

「霧塚さんと榊先生って、どんな関係なんです？」

「ん？」

　霧塚はわずかに童顔を向け、ややきょとんとした表情になった。すぐに視線は、道の前方へと戻る。

「んー……なんていうか……お父さん、かな」

　霧塚は、微笑を浮かべてそう言った。

「あのね、私も、真砂君と同じで、みなしごなの」

「へぇ……そうですか」

　平へい坦たんな声で返したが、真砂にとっては意外な事実だった。

　キャラバンの内部では、様々な事情から、孤こ児じである者が少なくない。真砂自身もその一人であるため、孤児であるということ、それ自体はさして珍しいとも感じないが、霧塚がそうだったというのにはやや違い和わ感かんがあった。彼女の甘さと優やさしさは、平凡な家庭の中で培つちかわれた質のものに思えたのである。

「子供の頃ころの私を引き取って育ててくれたのが、榊さかき先生なの。ほんとに小さい時から、就職決まるまでの間、学校にも行かせてもらって──だから、お父さんて感じ。私もほんとのお父さんは知らないから、榊先生がお父さんかな」

　真ま砂さごは曖あい昧まいに肯うなずいておいた。霧きり塚づかの口振りは、家族について話す質のものだった。それらは真砂の人生とは無む縁えんのもので、なればこそ、特に感かん慨がいもわかない。ただ、霧塚の事情だけはなんとなく理解した。

「私も、ね──」

　霧塚は声の質を落とした。

「甲こう院いん派の、実験室出身なの」

　沈黙が訪れた。

　甲院派──

　その派は閥ばつの名を、真砂は真砂なりの思いをもって嚙かみしめる。

　真砂の原点もまた、その派閥にあった。

　十年前に壊かい滅めつしたその派閥は、キャラバンとは一線をひいた上で、神しん群ぐんの影響をより強める〝人体実験〟を行い続けていた。

　その行為がキャラバンの内部で問題視され、やがて壊滅に至りはしたが、しかし当時の被ひ験けん者しやだった真砂達は、キャラバンの各派に保護され生き残っている。

　霧塚もまた、その一人らしい。

「──そうでしたか」

「うん。私は、才能なくて……あんまりたいした力はないけれど、それでも実験がエスカレートする前に助けてもらえて、運よく生き残れた。それで、榊先生に引き取られたんだけど」

　霧塚は微笑を交えてそう言った。

「真砂君も、実験室の出身なんでしょ？」

「えぇ」

「誰だれに引き取られてたの？」

　その問いに、真砂は苦笑で応こたえた。

「あまり、言いたくないんですが……」

「あ……ごめん、聞かなかったことにして」

　霧塚は、軽けい率そつな質問を恥はじるように声を掠かすれさせた。

「すみません。ただ、ちょっと微妙な立場の人なんで……華かヶが瀬せさんの所に異動が決まったとき、あまりぺらぺら喋しやべるなと念を押されたんです。どこから誰に伝わるか、わかりませんから」

「そうなんだ……」

　霧きり塚づかは、納なつ得とく顔がおに肯うなずいた。キャラバンの内部では様々な事情が絡からみ合っている。その中には、あまり人の口に乗せるべきでない事情も珍しくはなかった。

　甲こう院いん派の壊かい滅めつとともに、キャラバンに保護された真ま砂さごは、その後しばらく、後見人となったある山やま之の内うち派の幹部とともに、海外を転てん々てんとした。

　その幹部は、異い能のう者しやではあったが、特にどうということのない人間だった。とりたてて優やさしくされたわけでもないが、決して虐ぎやく待たいもされなかった。真砂は異能を持つ護ご衛えい役やくの一人として、子供に渡されるには過か分ぶんな報ほう酬しゆうも貰もらっていた。

　今にして思えば、あの幹部は、真砂を〝預けられた子供〟ではなく〝一人の人間〟として扱っていた。

　それは幹部なりの親心だったのかもしれない。孤こ児じである真砂が、その後の世界を生きやすいようにと、子供のうちから大人おとなのやり方を刷すり込こもうとしていた節ふしもあった。

　結果として、真砂は物心のつく頃ころには、すっかり自立する心構えを身につけていた。

　その幹部とは、華かヶが瀬せの下に就職して以来、一度も会っていない。死んだという噂うわさも聞かないが、居場所もまた知れなかった。

　幹部と世界を飛び回った真砂は、子供の目で様々な現実を見てきた。

　飢き餓がに細った者、幼くとも武器をとって戦う者、流行はやり病やまいに倒れる者、略りやく奪だつの後で途と方ほうにくれる者──

　そして、累るい々るいと重なる彼らの屍しかばね。

　彼らに対して、しかしその幹部は何もしなかった。

　子供心に真砂は、幹部が彼らに手を差し伸べないことを不思議に思った。それは、見てしまえば必ず、どうにかしたくなる現実のはずだった。

　しかし幹部は、何もしないと言った。異能者は、人の世界に絡んではいけないとも言った。

　実際のところ、その幹部には彼らの全すべてを救うだけの資金も権力もなかった。また、彼は部外者たる自分が彼らに施ほどこすことを極力避けていた。

　幹部はただ彼らを見捨て、真砂はその後についていった。

　行く先々で、幹部はその場の状況をつぶさに見ていた。

　そのうちの、幾度か──

　その幹部が険けわしい顔で動いたことがあった。

　ゲリラ戦を展開する山さん岳がく民族の中に、神しん群ぐんの異能を持つ青年が混じっていたことがあった。

　その幹部は、青年を捕らえて連れ去った。

　青年がその後、どこへ行ったのかは、真砂も知らない。殺さずに保護することにこだわっていたから、世界の何ど処こかで生きてはいるはずだと真砂は勝かつ手てに思っている。

　その時に、幹部が言った。

　異能者は、常じよう人じん同士の争いに関して、そのどちらかに荷か担たんしてはいけない──

　当時の真ま砂さごには、そのことと、目の前の惨さん状じようを無視することとの関連がわからなかった。

　その幹部の仕事は、人の中に混じって異い能のうを奮ふるう人間を、その場から引き離すことだった。それが職務であると割り切り、それ以外のボランティアに時を割さこうとはしなかった。彼は報告だけをして、後は自らの職務にひたすら忠実だった。

　異能を持ってはいても、それを隠かくして生活する者には、幹部は何もしなかった。ただ、人同士の闘争の場において、異能を奮う人間を取り締まっていた。

　その幹部はまた、彼らを捕らえる理由について、はっきりとは言わなかった。しかし今の真砂は、その理由に曖あい昧まいな想像がついている。

　──幹部が恐れていたのは、異能者が戦場を牛ぎゆう耳じることで、そこに異能者を軸じくとした新たな〝派は閥ばつ〟が生まれる可能性だった。その芽めをひたすらに摘つみ続けることが、彼が山やま之の内うち派に属する者として自らに課した役割だったらしい。

　幹部は、神しん群ぐんの力は神群と異能者、また神群に関かかわる者達に対してのみ、使われる武器だと言った。その武器は、人と人の闘争──例えば、土地や食糧、誇ほこりや憎ぞう悪おなどに関わる闘争のために使ってはいけないと言った。

　それは決して、キャラバン全体に共通する思想ではない。山之内派のその幹部が、そんな主張をしていたというだけのことである。

　真砂は、幹部について世界を回りながら、キャラバンの歴史をも学んだ。

　異能者を中心とした派閥は、キャラバン成立の遥はるか昔より複数が存在していた。キャラバンという、たかだか百数十年の歴史しかもたない組織は、元は小さな共同体だったが、他ほかの古い派閥を吸収、統合して、肥ひ大だい化かしていったらしい。

　欧州方面を牛耳っていたブロスペクト──

　米国アメリカに根ね差ざしつつあったガムナ教団──

　そして日本にも、「甲こう院いん」と呼ばれる異能者の集団があった。彼らは、長ながくのたうつ女め神がみ・アラクナを信仰する小さな村落の者達で、キャラバンの成立以前からまとまっていた。

　しかし、その危険性がはじめて露ろ見けんしたのは、甲院派がキャラバンの一部になってから数十年も経たった頃ころのことで、やっと壊かい滅めつしたのはほんの十年前のことである。

　正確に言えば、甲院そのものは、それまでさほど危険な派閥ではなかった。ただ、その当時の主あるじがたまたま危険な思想を抱き、またキャラバンの上層部が、そこに気付くのに遅おくれたことが傷を深くした。

　その甲院派も、今は名残なごりのように真砂達、実験室の子供を残しているだけで、派閥としてはすでに存在していない。残党がいる可能性はあるが、少なくともこの十年、表舞台にあらわれることはなかった。

　霧きり塚づか雅みやびは、真砂と同じ、その負の時代の生き残りらしい。

「あのね」

　しばらくの沈黙の後で、霧きり塚づかが口を開いた。

「榊さかき先生の所には、もう一人、引き取られてきて、ついでに警けい護ご役やくもやってる子がいるの。その子も、実験室の子供なんだよ。仲良くしてあげてね」

「その人も異い能のう者しや……ですか？」

　真ま砂さごが問うと、霧塚は肯うなずいた。

　真砂は、視線をガラス越しの暗い空に向けた。

　たった一人の在ざい野やの研究者に、異能をもつ警護役が二人──果たしてそれが適切な人数なのかどうか、真砂にはわからなかった。むろん有り得ない話ではないが、今の世の中で、異能者二人を住み込ませるほどの用心が必要となれば、それは余よ程ほどのことである。

　真砂は、根ね黒ぐろ桂けいが言っていたことを思い出した。

〝榊糾ただすは、曲くせ者もの〟

　その言葉の重みの一いつ端たんに、触れたような気がした。

　都心から走り続けて、数時間が経たっていた。

　日が落ちてからだいぶ経つ。

　霧塚の吞のん気きな安全運転でも、そろそろと目的地には近づきつつあるはずだった。

　山間を抜ける舗装路を、車はひたむきに走って行く。前方にはトラックのテールランプが見えたが、あまり車は多くない。

　関かん越えつから上じよう信しん越えつへと抜け、碓氷うすい軽かる井い沢ざわのインターチェンジを下りる。

　やがて車の周囲に、ぽつぽつと人家が見えはじめた。その多くは別荘か商店らしく、灯あかりはついていない。

　時計は九時を回ろうとしていた。

「まだ、しばらくかかりますか？」

「ううん、もうすぐ。ただ、別荘地を外はずれて奥の方に行くから……雰囲気としては、ほんとに田舎いなかなの」

　不便なところらしい。

「でも、こんないいところに住んでいるってことは、裕ゆう福ふくな方なんでしょうね」

「どうかなぁ……確かに貧びん乏ぼうってことはないけど、腫はれ物もの扱いで、隔かく離りされてる感じもする。今の家にしても、キャラバンから無料に近い家や賃ちんで借りてるの」

　霧塚は苦笑で応こたえた。

「隔離、ですか？」

　真砂は問い返した。久しく聞かない言葉だった。

「うん。うちの先生、いろいろと誤解もされてるし……聞いたことある？　榊糾は、〝世界の終わりを呼べる〟って噂うわさ──」

　冗じよう談だんめかした口調に、真砂は吹き出した。話した霧塚自身もまた、そのまま苦笑を漏もらす。

「大きく出ましたね、それはまた」

「ほんとにね。ほら、神しん群ぐん関係の研究者って、どうしても得え体たいが知れなくなるでしょ？　だからこんな噂うわさが出てくるんだと思うけど、時々それ、真まに受けちゃう人がいて……だから、念のため、警けい護ご役やくがいればと思ったの。去年までは、今いる子と私が先生の所にいたんだけど、私が上からの異動の指示で、あそこに就職しちゃったから……先生にも、ちょうどいい子がいたら紹介してくれって、頼まれてて」

「なるほど。ぼくは、霧きり塚づかさんの代役を務めればいいんですね」

「代役なんてそんな……私より真ま砂さご君の方が、絶対頼りになるし、お願いできれば安心だな、って思って」

　霧塚の言葉は、謙けん遜そんではなかった。真砂自身、彼女の力が、警護に関してはやや向かないことを知っている。

　霧塚雅みやびは、迷めい宮きゆう神群、〝双そう頭とうの女め神がみの右みぎ・クティカ〟の影響を受けていた。

　受け継いでいる異い能のうは、付近の空間へ、任意に毒どくの粒りゆう子しをばらまくという質のもので──下手へたをすると、護まもる対象にまで害が及びかねない。

　クティカの異能を受け継ぐ者は、山やま之の内うち派の内部では珍しくない。

　神群はもともと、何者かによって動かされない限りは、一つの土地に定まるものが多い。そのため、一つの地域に異能者が集中しやすく、その地域をおさえた派は閥ばつには、その系統の異能者が必然的に多くなる。

　極東に拠きよ点てんを持つ山之内派では、クティカの他ほかに鋼こう鉄てつの籠かご守もり・パナンゾロン、瑠る璃りの都みやこの鐘かね打うち・レティスマ、遥はるか見み晴はるかす眼め・デフィスボンスなどの異能者が多い。

　また、同時に──

　甲こう院いん派の〝研究〟によって半なかば人じん為い的てきに産みだされた、その他の神群の異能者も、山之内派には多かった。

　車はやがて、両りよう脇わきを林に包まれた私道へと分け入っていった。

　舗装路が、唐とう突とつに土の道へと切り替わる。

　霧塚は、幼い外がい見けんに似ぬ慣れた手つきでハンドルを操り、闇やみの中に車を進めた。

　真砂は助手席から夜の森を見つめる。

　日本の森は、真砂にとって独特のものだった。

　野や獣じゆうもいなければ、危険な毒虫もあまりいない。出るとすれば、せいぜい熊やマムシ、蜂はちくらいなもので、少なくとも人を餌えさとして見るような猛獣はそこにいなかった。

　密みつ林りんの虎とらも、サバンナの獅子ライオンも、砂さ漠ばくの蠍さそりも沼地の毒どく蛇じやも、そこにはいない。

　日本という国は、過去に比べて危険になったと、ことあるごとに騒がれている。しかし人より獣けものが増えたわけでもなければ、毒虫が大量発生しているわけでもない。

　危険が増したとされる理由は、主に都市部での人の犯罪に拠よるものだった。

　この国では、森よりも人の中が怖こわい。

　だから、都市部から離れて森にまでやってきたとき、真ま砂さごはまず肩の力を抜き、無意識のうちに安あん堵どした。

　夜の暗い森。

　そこには味方もいないはずだが、敵の影もない。

「真砂君？」

　霧きり塚づかが、気を抜いた真砂の様子を敏びん感かんに察した。

「眠い？　もう目の前だから、少しだけ我が慢まんして」

「いえ、まだ寝る時間じゃないです」

　子供扱いに笑って応こたえた真砂の眼めに、電灯の光が見えた。

　木々の合あい間まを縫ぬった先に、大きな一軒の家があった。

「着いたよ、あそこ」

　霧塚が、ややはしゃいだ声をあげた。

　積雪への対策か、屋根が急な斜面をつくって、そのまま外壁として地上にまで続いていた。そこに生えた窓はその多くが出窓のような形となっている。

　洒落しやれた品のよい造りは、資産家の別荘を思わせた。

「森の中の一軒家、ですね」

　真砂は感心して呟つぶやいた。賞しよう賛さんは、屋敷の外観と周囲の自然、その双方に向けられている。

　辺りに他ほかの人家はない。一軒だけが、まさにぽつんと離れている。そこに電気が通っていることが、むしろ不思議に感じられるほどだった。

　砂利じやりを敷き詰めただけの駐車場に、霧塚が車を止めた。

　降り立った真砂は、夜の冷気に首筋を撫なでられ、かすかに身震いした。

　季節はまだ、晩夏から初秋へという頃ころ合あいだが、さすがに標ひよう高こうの高さと森の夜や気きのせいか、首都圏に比べて肌はだ寒さむい。

　霧塚が小走りに明るい玄関へと駆け寄った。真砂は彼女に招かれるままに、ドアの前に立った。

　霧塚が呼び鈴を鳴らすや、すぐにどたどたと廊ろう下かを走る音が、家の中から聞こえてきた。

　ドアが開く。

　ふわっとした空気の流れと甘い匂においが、正面にいた真砂を包みこんだ。

「雅みやび姉ねえ、おかえり！」

　甲かん高だかい声の主は、問答無用に──真砂めがけて飛びついてきた。

　反射的に迎え撃ちそうになった真砂は、しかしすんでのところで指から力を抜き、そのまま体だけで娘を抱きとめた。

　頰ほおの脇わきを娘の顔がすり抜け、ポニーテールに結ゆった髪が目の前でなびいた。

「──あれ？」

　耳元で、娘が軽い声をあげた。

　真ま砂さごのすぐ背後──娘の目の前には、霧きり塚づかがいるはずだった。

　ぎゅっ、と力を込めて真砂に抱きついていた娘は、そこでしばらく硬こう直ちよくした。

　互いの体温が伝わりきった頃ころになって、

「ごめん、間違えた」

　すげなく呟つぶやき、真砂から霧塚へ、素早く飛び移る。

「由ゆ姫きちゃん……それだけ？」

　娘を抱きとめた霧塚が、苦笑しながら言った。

　由姫と呼ばれた娘は、照てれる様子もなく、霧塚に抱きついたまま真砂を振り返った。

　明るい眸ひとみが、好奇心に輝いていた。夏物そのままのタンクトップにトランクスと薄着で、さらした肌はだは抜けるように白い。

「誰だれ？　雅みやび姉ねえの彼氏？」

　無ぶ遠えん慮りよなその視線を、真砂は作った微笑で受け流した。霧塚の話によれば、これがもう一方の警けい護ご役やくということになる。

　歳としは真砂と同じ程度に見えたが、霧塚と間違えて真砂に抱きつくような注意力のない娘だけに、あまり使えそうにはない。

　容よう姿しは厳しく見ても悪くなかったが、警護役としての実力は三十点以下と真砂は見当をつけた。もっとも、得ている異い能のうの質によっては、プラス五十点くらいは増える可能性もある。

「ううん。彼氏じゃなくて、榊さかき先生の警護役をお願いした人。由姫ちゃん、仲良くね」

「──警護役？」

　ポニーテールの娘は、いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「何それ……聞いてないけど──ちょっと待ってよ。それじゃ、まさか、ここに……？」

　娘は真砂に詰め寄った。表情がやや険けわしくなる。

「そのつもりで、雇やとわれたはずなんだけど……霧塚さん、話してないんですか？」

　困こん惑わくして、真砂は霧塚に視線を送った。

　霧塚は、ただにこにこと二人を見ていた。

「ううん。榊先生の了りよう解かいは取ったよ。由姫ちゃんには秘密にしてたけど」

「雅姉！　どういうこと？」

　ポニーテールの娘は、非難するように声を荒げた。

「由姫ちゃん」

　霧塚が、微笑を崩さぬままに、静かに名を呼んだ。

「その人もね、実験室の出身なの。名前は──」

　霧塚は、掌てのひらで真砂を指し、続きを促うながした。

「乾いぬい、真ま砂さご──です」

　真砂はこの仕事を半なかば諦あきらめながら、吐と息いきとともに短く応こたえた。〝相あい棒ぼう〟にもなるはずの、もう一人の警けい護ご役やくがこの有あり様さまでは、居心地の悪い職場になりそうだった。そうなれば、安い給料だけに留とどまる義理もない。この話は断ろうと思った。

　しかし──

　名を聞いた瞬間に、娘の表情が、ぴくりと動いて固まった。

　見開いた視線が、真砂の顔に張りつく。

　唐とう突とつな娘の変化を、真砂はいぶかしく思った。見つめられるまま、娘を指差し、霧きり塚づかへ声を投げる。

「霧塚さん？　この子──」

　娘の視界に、真砂の手に嵌はめられた手袋が映っていた。

　黒い革の手袋、それは、真砂の爪つめを──ルールーブの爪を、隠かくすためのものである。

「……まさ……ご？」

　娘が、ぽつりと呟つぶやいた。

　ゆっくりと、真砂から視線を逸そらし、霧塚の方を向く。

　真砂と由ゆ姫きが、揃そろって霧塚を見つめる形になった。

「前に言ったでしょ？　うちの会社にいるって」

　霧塚は、ただ微笑を浮かべていた。

　やがてまた振り返った由姫の顔色を見て、真砂は首を傾かしげた。

　表情がなかった。霧塚の帰りを喜ぶ顔も、真砂に向けた険けわしさも消え、ただ表情が固まっていた。

　やがて無言のまま、娘は顔をうつむけ、真砂の脇わきを擦すり抜けた。

　とてとてと家の奥に駆け込み、二階への階段を駆けあがって行く。

　真砂は、見えなくなったその背の方向を指差し、霧塚を見た。

「──なんですか？　今の」

「気にしないで、照てれてるだけだから。可愛かわいいでしょ？」

　霧塚雅みやびは嬉うれしそうに──ただひたすら嬉しそうに、微笑ほほえんでいた。
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　春の夜だった。

　激しい春雷が過ぎ去った直後、まだ雨う露ろの残る窓から、ぼくは外の様子を窺うかがった。

　暗い地上から、数本の眩まぶしい灯あかりが直線的に伸びている。激しい雨の降る間も、それらの光はずっと屋敷を照らし続けていた。

　屋敷を囲む夜よ桜ざくらが満開だった。ライトから漏もれた光の中に、白い花弁はなびらが散っている。

　桜の木の下には、人が多かった。テレビでしか見たこともないほど大勢の人間が、眼下に見下ろす桜の庭を動き回っている。

　それは間違っても、花見の客なんかじゃない。

　激しく駆けまわる人々の中には、担たん架かで運ばれる怪け我が人にんもいた。多くは知らない人間だったけれど、たまに見慣れた白衣も運ばれていく。

「──奴やつら、何者かな」

　低く声を殺して、ぼくは呟つぶやいた。闇やみに沈む桜の下、蠢うごめく人々は、なかなか減っていかない。

「仲間割れよ、どうせ。それより真ま砂さご、あんまり窓に顔を寄せないで。見つかるよ」

　銀髪の幼い少女が、ぼくを咎とがめた。彼女は、同じ顔をした金髪の少女を抱きしめている。

「うん。でも、そろそろ落ち着いたみたいだよ」

　肯うなずいて、窓際から少し顔を離した。

「そう。私達が見つかるのも、時間の問題だろうけど……」

　銀髪の少女、フローラは、まだ舌足らずな、しかし大人おとなびた声で呟いた。抱かれた金髪の少女、ファウナは、怯おびえて震え続けている。

　他ほかにも二人、彼女らと同じ顔の子供がいたことを、ぼくは知っていた。ただし、その二人の姿は数ヶ月前から見ていない。どんな目に遭あったかはわからないが、どうなったかについては想像がついていた。

　薄暗い部屋には、ぼくとフローラ、ファウナの他にも、数人の子供達がいた。

　真っ暗な壁際に座りこんだ銀髪の少年、桂けいは、先程から身じろぎもしない。端たん正せいな顔はまったくの無表情で、今一つ、何を考えているのかわからない。

　壁際には数人がいたが、桂ほどに落ち着いている子供は他にいなかった。

　窓際に立つぼくの傍そばにも、黒髪の子が一人いた。気弱げな容よう貌ぼうの彼女は、見た目で東洋人とはっきり知れる。

　その狭せまい部屋は、フローラとファウナの寝室だった。

　この階にいる子供達は、様子を見に行った数人を除いて、ここに揃そろっている。

　数は、ぼくを含めて八人──うち五人が女の子で、男は三人だけだった。甲こう院いんの実験では、男よりも女の方が、生存率が高いらしい。

　ぼくらはいずれも、生まれてすぐにこの施設に来たか、あるいはここで生まれた子供達だった。

　窓の外、眼下に見慣れた顔が見えた。

　サングラスに白衣、禿とく頭とうの瘦やせた男──

　大嫌いな研究者の一人だった。いつも痛い検査と実験に立ち会っていた顔だ。

　担たん架かにあお向けになって、急ぎ足に運ばれていく。

　──そのまま埋まい葬そうされればいいのに、と思った。

「見なよ、ティギーだ。怪け我がしたみたいだよ。ヴィヨンもさっき運ばれていったけど、ティギーの方が重傷っぽい」

　ぼくの声に反応して、数人の仲間が窓に寄ろうとした。

「だから、窓に近づかないの！　本当に周りが落ち着いてるか、わからないんだから。見張りは真ま砂さご一人で充分でしょ」

　フローラが厳しく止めるや、みんなはそのまま、元の居場所に座りこんだ。

　フローラとファウナは七歳で、この中では年上の方だった。ぼくは一つ下の六歳で、桂けいは冷静なくせにまだ四歳と幼い。この場では自然と、言動の大人おとなびているフローラがみんなを仕し切きっている。

　彼女の話では、下に来ている連中は、ぼく達を管理しているこの屋敷の人間とは、少し違う組織の連中らしい。

　ただし──いい連中か、それとも悪い連中かは、わからない。

　だから、ここに隠かくれている。

　屋敷の連中はもう制圧されたらしく、邸てい内ないを探されれば、ここもいずれは見つかるはずだった。

　窓から見ていた限りでは、下の奴やつらは屋敷の奴を無む闇やみに殺してはいなかった。ティギーやヴィヨンみたいな嫌な奴らも、担架に乗せて行ったのが、その証しよう拠こだ。

　でも、連れられていった先でどうなるかはわからない。

　それでも、相手にとりあえずの害意がないのなら、ここで下手へたな抵てい抗こうをして怪我をする気もなかった。

　外の夜よ桜ざくらが、ライトに照らされて綺き麗れいだった。

　それを眺めながら、ぼくは銀髪の少女に、声を投げる。

「フローラ、どうする？　投とう降こうしても、いきなり殺されることはなさそうだよ。外で花見と洒落しやれ込もうか？」

　フローラはしばらく沈ちん思しした。

「──お姉ちゃん」

　抱かれたファウナが、猫に似た甘え声を出す。

　フローラは、決断を迷っている様子だった。

「フローラ」

　ぼくは察して、努つとめて軽く言う。

「これからどうなるかなんてわかんないし、あいつらがぼくらを連れていくところが、ここよりましなとこかどうかも、わからないけれど──」

　ぼくの声に、みんなが耳を傾けていた。

　どの顔にも──いつも強気なフローラの顔にさえ、不安そうな様子があった。ただ一人、壁際の桂けいだけが、無表情にじっと顔をうつむけている。

　隣となりにいた黒髪の少女は、心細げにぎゅっとぼくのシャツを握っていた。

　その様さまが可哀かわい想そうで、ぼくは彼女の手を握る。

　握った手から、彼女の不安がそのままに伝わってきた。比ひ喩ゆではなく、寒さむ気けに似た感覚を伴って、震える心が全身に染しみてくる。

　ぼくは声を張った。

「捕まってみよう。今いま更さら、この人数で抵てい抗こうできないだろ？

　屋敷の連中を制圧したくらいの奴やつらだ。ここは、おとなしく従っておいて、行った先がもし地じ獄ごくなら、あらためて逃げ出せる日を待てばいいんだし──どうせ、ここにいたら、いつかは殺されてたんだから」

　薄うす闇やみの中、ぼくの言葉に、ちらほらと数人が肯うなずいた。

「フローラ。行こう」

　銀髪の少女は、やっと肯いた。

「真ま砂さご、桂、法のり章あき──」

　フローラはまず、ぼくと壁際の桂、それにもう一人の子供の名を呼んだ。

「……白はく、由ゆ姫き、ネイ、それにファウナ──みんな、聞いて」

　甲かん高だかい声を静かに紡つむぎ、立て続けにみんなの名を呼んでから、フローラは白い顔を上げた。肌はだはもとから白いが、今は青ざめて痛いたましいほどの白さだった。

「私たちはこれから、ばらばらになるかもしれない。真砂の言ったとおり、どこに連れていかれるかもわからないし、連れて行かれた先でどうなるかもわからない。でも──でも、これだけは約束しよう」

　みんなが押し黙って、彼女の言葉の続きを待った。

「私たちは、ここにいる仲間を裏切らない。もし、この中の誰だれかが危なくなったら、その時、助けられる誰かが助けるの。必ず──必ず、助け合うって。約束しよう？」

　数人がすぐに肯いた。ぼくも間を置いて、大きく首を振る。

「桂けいもよ。わかってる？」

　フローラに言われても、壁際に座った桂けいは動かないままだった。

「桂」

「わかってるよ、桂だって」

　代わりにぼくが応こたえた。

「こいつの無ぶ愛あい想そうはいつものことだろ」

　ぼくの言葉に、フローラは、まぁね、と肩をすくめた。

「──誰だれか、来る」

　そのとき、桂がぽつりと呟つぶやいた。みんなが一様に、びくりと体を震わせた。

「三人──一人は子供で女だ。二人は大人おとなで男。階段を上がって、もうこの部屋のすぐ前まで──」

　足音が、ぼくの耳にもやっと聞こえた。

　賢けん人じんの飼かい犬いぬ・イシェーニの種の〝被ひ験けん者しや〟だった桂は、人よりも聴覚や嗅きゆう覚かくが鋭するどい。

　フローラが立ち上がった。すがるファウナをそこに置いて、扉ドアに近づく。

「まず、私が出るから」

　声は平静だったが、足は震えていた。

　たった七歳でも、この場の年長者として、彼女は子供達を護まもろうとしていた。

　自分自身も、まだ幼い子供なのに。

　ぼくは、すぐ傍そばにいた子と視線を合わせた。

　不安な眼めの色が痛いたましかった。

　勇気づけるつもりで、ぼくはつくった微笑を向けた。

　彼女はすがるような眼まな差ざしで、ぼくを見ていた。

　金色の指で、黒い髪をそっと撫なでる。さらりと手がすべると、彼女は少しだけ──ほんの少しだけ、険けわしい表情を緩ゆるめた。

「外の桜さくら、綺き麗れいだろ」

　ぼくは彼女の耳元に囁ささやいた。

「桜の花は好きだよね？」

　少女はおずおずと肯うなずいた。

「来年も一いつ緒しよに見られるよ、きっと。でも、それは、ここでじゃない。ぼくも桜は好きだけど、ここで見る桜はもういい。そう思わない？」

　少女は肯かず、ぼくの言葉の意味を測りかねたように、首を傾かしげた。

「ここを出よう。危なくないように、ぼくが先に出るから」

　シャツを握っていたその子の手を、軽く握って離し、ぼくはフローラより一歩前に出た。

「先に行くよ。いざとなったら、ぼくの方が強いはずだから」

「真ま砂さご──」

「フローラは気負いすぎだって」

　軽く言って、ぼくは扉ドアを開けた。金色に輝く爪つめ──〝千せん界かいの鍛冶かじ師し・ルールーブ〟からもらったぼくの指と爪に、少しだけ力を込める。手の甲を覆おおう丸い爪も、ぼくの緊張に応じて硬こう化かした。

　すぐに、目の前の廊ろう下かから伸びた懐中電灯の灯あかりが、ぼくの顔を照らした。

「いたぜ──子供だ」

　男の声だった。やるせないようなうんざりしたような、それでいて、どこか優やさしげな印象の声だった。

　懐中電灯は、眩まぶしがるぼくの顔を避よけて、胸のあたりに止まった。

　やってきた三人の顔が、闇やみにうっすらと見えた。

　不ぶ精しよう髭ひげを生やした、作さ務む衣えの中年男が先頭にいた。片手には懐中電灯が、もう一方の手には煙管キセルらしきものが握られている。何かの武器かもしれないと思った。

　もう一人の男は、顔中を黒い覆ふく面めんで隠かくしていた。やや太り気味のシルエットが見えたが、その格かつ好こうまでが黒くろ装しよう束ぞくで隠されている。

　その二人の背後には、ぼくらと歳としの近そうな少女もいた。

　白いブラウスにロングスカートと、子供にしてはシックな服装で、首には白い包帯がぐるぐると巻かれている。

　表情は暗い。

　日焼けのあともない白い顔は、まるで幽ゆう霊れいも同然に生せい気きがなかった。

「詩し乃の、よく見つけてくれた」

　作務衣の男が、少女の頭を撫なでた。少女は無表情のまま、肯うなずきもしない。

　視線がぼくと合っても、そこには何の感情も読み取れなかった。

「おい、怪け我がしてる奴やつはいないか？」

　男が言った。

　ぼくは肯いた。血の匂においが、下に続く階段から昇ってきていた。

　慣れた匂いではあったけれど、少し気持ちが悪い。

「……そうか。怖こわかったろうが、俺おれたちは敵じゃない。お前らを助けに来た」

　助けに来たというわりに、男の声は妙に沈んでいた。

「おとなしく出てきて、くれるか」

　背後のフローラが、前へ出ようとする気配があった。

　ぼくが先に、一歩を踏み出す。

　踏み出しながらに、一言問う。

「あんたは誰だれだよ？　甲こう院いんの人間じゃないのか」

「──俺か」

　作さ務む衣えの男は、煙管キセルを自らの首筋にあて、目を伏せた。

「俺おれは、翁おきな居い夢ゆめ路じって者だ。お前らは知らんだろうが──」

　黒くろ装しよう束ぞくの男が、名乗った男の腕を押さえた。

「夢路はん、あんたのせいやないて。この子らまだ幼い。あんたが下手へたなこと言うたら、誤解するわ」

　一いち概がいに関西弁ともいえない奇妙な発音で、黒装束が囁ささやいた。中年を過ぎた、初老の声だった。

　夢路と名乗った男は、小さく肯うなずいて、黙りこんだ。

「坊ぼう、わしらのことは、おいおいわかるはずや。それよりな。ここ、朝になったら、火ぃかけられることになっとる。まずは避ひ難なんと思て、ついてきてくれや。な？」

　黒装束は、子供を相手に申し訳なげな声で言った。

「私達は──生きられるの？」

　背後からフローラが問いかけた。

　夢路という男は、痛いたましげな眼めをした。

「あぁ。生きられる。俺が護まもってやる。だから──」

　ぼくの横で、フローラは肯いた。納なつ得とくした顔じゃない。けれども、他ほかに選せん択たく肢しがないのは確かだった。

「行こ、真ま砂さご。みんなもおいで。ファウナも、ほら」

　フローラの言葉を受けて、部屋にいた子供達は、ぞろぞろと歩み出た。

　その中には、それまで壁際に座って動かなかった桂けいもいた。

「真砂」

　その銀髪の少年が、低く声をひそめて囁いた。

「……ん？」

「相手は三人だ。俺と真砂なら殺やれる」

　四歳の幼い声で、物ぶつ騒そうなことを言った。

「だめだ。外に大勢いる。それに──」

　ぼくは、部屋から出て行く仲間達を見つめた。その中には、戦闘に向かない異い能のうしか持たない子供もいた。またこの場にはいないが、屋敷が何者かに襲われはじめた時、フローラの制せい止しを聞かずに飛び出して行った子供らもいる。

　彼らの身を、目の前の男達が押さえているとしたら、なおのこと抵てい抗こうはできない。

「みんながいる。危ない真似まねはできない」

　桂は肯きもせず、ぼくに話しかけたことすら忘れたように、そのまま歩いていった。

　その後を追いながら、ぼくはぼくらを先導する、男の背を見つめていた。

　翁居夢路という名だった。

　彼は、ぼく達を見つけた、甲こう院いん派でない最初の大人おとなだった。

　もしこれから行く先で、ここにいる仲間たちに、何かがあったら──

　まずその男に仕返しをしようと、ふと、思った。
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「乾いぬい、真ま砂さご？」

　灰色の作さ務む衣えに身を包んだ中年男は、中空を仰いでその名を呟つぶやいた。

　手元には、チョコレートクリームを混ぜるボールとヘラがある。似合わぬエプロンと三さん角かく巾きんは、さながら失敗した仮か装そうだった。

「そ。憶おぼえてるでしょ？」

　中華風喫茶、『点てん心しん華か心しん』の厨ちゆう房ぼう──

　ウェイトレスの衣装を身につけた銀髪の少女が、オレンジの皮を器き用ように剝むきながら、華はなやいだ声で問う。

　目鼻立ちは明らかに西洋人だが、口にする日本語は不ふ似に合あいなほどに滑なめらかだった。

「さて──」

　男は、怪あやしい記憶の糸を手た繰ぐるように眉まゆをひそめた。

　作務衣の男、翁おきな居い夢ゆめ路じは、その名を確かに聞いたことがあった。しかし、記憶と名前がぴたりと結びつかない。

　銀髪の娘、フローラが呆あきれたように吐と息いきをついた。

「夢路さん、本格的にボケてきたんじゃない？　ほら、私とおんなじ研究所にいた子よ。華かヶが瀬せのところなんかに就職しちゃって、疎そ遠えんになってたけど」

　両手の塞ふさがっていた夢路は、手を叩たたくかわりに軽く舌を鳴らした。

「思い出した。ルールーブのガキか。えれぇ評判だったな」

　翁居夢路にとって、彼、乾真砂は、何百──下手へたをすると、四桁ケタを超える知人のうちの一人でしかなかった。顔と名を思い出せたのは、保護からしばらくした当時、彼が山やま之の内うち派の内部で、話題になっていたためである。

「確か、甲こう院いんの人体実験の影響で、ルールーブ系の最強とか言われてた奴やつだろ。そいつがどうしたって？」

　ようやく話題の相手を思い出した夢路に肯うなずきを返し、フローラはケーキ作りの合あい間まの世間話を続ける。

「噂うわさで聞いたんだけど、クビになったんだって、あそこ。東とう都となんとかって会社」

　嬉うれしそうな声だった。

「へぇ？」

「ま、務まるわけないと思ってたんだよね。あの子さ、昔からあんまり荒っぽいの好きじゃなかったし。根っこの部分は大人おとなしいんだから、あんな乱暴な連中とつるもうってのが、そもそもの間違いだったの。根ね黒ぐろくらい冷れい徹てつならともかく」

　訳わけ知しり顔がおに、フローラは手にした果物ナイフを軽く振った。

「確かあのガキ、南なん郷ごうに預けられていたはずだが──華かヶが瀬せの所に移ってたのか？」

　夢ゆめ路じはチョコレートクリームをヘラですくい、眼下のスポンジに塗りつけていく。

「うん。だってほら、南郷さんて人に強制しないじゃない。引き止めもしなかったんでしょ、きっと」

「ふむ──」

　夢路は低く唸うなった。

「南郷は、あいつは、どうも変わってはいるが……頭のいい奴やつでな」

「みたいだね。あんまり悪く言う人、聞かないし」

「あぁ。奴が、ルールーブ系で最強とまで言われた異い能のう者しやを、引き止めもせずに手放したってのは──なにか、思惑おもわくがあったのかもしれねぇな。まぁ、ルールーブ系で最強つっても、たかが知れちゃいるが……」

「ふぅん」

　フローラは、気のない返事を返す。彼女はあまり、組織側の事情に興味を示さない。夢路は苦笑した。

「悪い、話の腰を折ったな。それでその真ま砂さごがクビになって、お前は嬉うれしいわけだ？」

　フローラは、しばらくきょとんとして、やがてまたオレンジの皮剝むきをはじめた。

「──まぁね。研究所では、ファウナを別にしたら一番仲良かったし。いい子だったから。だからあんな荒っぽい仕事、やめた方がいいってずっと思ってた。短い人生の無む駄だ遣づかいよ、あんなの」

「しかしなぁ……そいつの再就職は、たぶん厳しいぞ」

　夢路は苦笑交じりに言った。

　フローラは首を傾かしげた。

「そうなの？」

「真砂に限ったことじゃねぇけどな。お前ら、実験室のガキどもは、他の連中に比べて、やたらと便利な力を持ってるだろ。公然とスカウトすると、他の派は閥ばつの警戒を買う。昔のキャラバンならいざ知らず、今は火種はご免めんてぇ日和ひより見みが多いからな。

　実戦派で、神しん群ぐん狩がりの最前線に立っていた華ヶ瀬くらいの強気な奴でないと、なかなか強い異能者は抱えにくいご時じ世せいなのさ」

　夢路はフローラに背を向け、話し続ける。

「特に真砂の異能は、俺おれの憶おぼえてる限りじゃ、完全に戦闘向きだったろう？　おまけにあいつは、十歳にもならねぇ頃ころに、あのヴィヨンを負かしたってぇ有名人だ。他派の顰ひん蹙しゆくかってまで、雇やとおうって奴やつも少ないはずさ。仕事を選えり好ごのみしないなら、就職口もあるだろうけどな」

　ヴィヨンは山やま之の内うち派内部で、畏い敬けいと嫌けん悪お、その双方をもって〝ハンター〟との異い称しようをとる強力な異い能のう者しやだった。今も対神しん群ぐんの狩人かりうどとして現役だが、そんな異能者を負かしたことで、乾いぬい真ま砂さごは良くも悪くもその名を売っていた。

「……ふぅん」

　フローラは呟つぶやいて、剝むいたオレンジをまとめてミキサーに放り込んだ。

「夢ゆめ路じさん、じゃあ、どっか紹介してあげてよ」

「それは別にかまわねぇけどよ。失業したってんなら、南なん郷ごうの配下に戻るんじゃねぇか？　他ほかの派は閥ばつが雇いづらくても、南郷のとこなら、ただの元もとの鞘さやだ」

　フローラは指先で唇を押さえ、思し案あんげな顔をした。

「うーん……連絡して、きいてみる」

　唇から離れた細い指がスイッチを押すと、ミキサーの中のオレンジが弾はじけ飛んだ。ただの一瞬で原型を失い、果肉が散って果汁が溜たまる。

「そうしろ。傍はたから気を遣つかっても、本人にとっちゃ余よ計けいなお世話ってこともある」

　応こたえた夢路の手元では、もうチョコレートケーキの土台が完成しつつあった。

「なぁ、フローラ」

「ん？　なぁに」

「俺おれはその真砂って奴、ガキの頃ころしか知らねぇんだが、よく会ってるのか？」

「ううん……全然。真砂は引き取られてすぐに海外行っちゃったし、日本帰ってきたって噂うわさで聞いたら、すぐに例の会社に入っちゃって、それっきり──」

　夢路は首を傾かしげた。

「年ねん々ねん歳さい々さい花はな相あい似にたり、歳々年々人同じからず──ってな」

「なにそれ？」

　フローラが問う。

「嫌なことを言うようだが──花は毎年、似たように咲くけれど、人はどんどん変わっていくってことさ。

　相手が、お前の知る頃のそいつとは限らないぜ」

「まぁ……ね」

　夢路の示した可能性を、フローラは否定しなかった。

　夢路はからかうように、温和な眼めを細める。

「そんな疎そ遠えんな相手のことを、えらく気にするじゃねぇか？」

　指摘されて、フローラは苦にがい笑みをつくった。

「あはは……ま、言いだしっぺの責任てやつで」

「なんだ、それ？」

　夢ゆめ路じには、訳わけがわからない。

　フローラは悪戯いたずらっぽく笑い、はぐらかした。

「ひみつ。でもほら、私達って、昔からの友達って、どうしても少ないじゃない？　だから余よ計けい大事にしちゃうっていうか……それに真ま砂さごって、ほんとにいい子だったの。見ていると、なんとなく世話焼きたくなっちゃうタイプで、でもいざって時には結けつ構こう頼りにもなってさ……昔はそうだった。確かに夢路さんの言うとおり、今もそうとは限らないけど」

　フローラの碧へき眼がんが、遠くを見るように細まった。

「でもなんとなく、変わってないんじゃないかなぁって、そんな気がするんだ。私の勝かつ手てな思い込みだけどね」

　懐なつかしい記憶を思い出そうとするその横顔から、夢路は意い図と的てきに視線を逸そらした。

「そうか……そうだな。疑うよりは、信じた方がいい」

「でしょ？　それに私達、ほんとに仲良かったんだから」

　フローラはあっけらかんと笑いながら言った。

　夢路も微笑を浮かべていた。

　しかしその表情には、ほんのわずか、誰だれにも気付かせない程度の陰かげがある。

　実験室の子供達──

　彼らの多くは、体質や心の問題で一般の学校にも通わず、特殊な生活環境の中にあった。

　そんな運命を彼らに背負わせたのは甲こう院いんだが──翁おきな居い夢路は、そこに自分の罪を感じてもいる。

　フローラは、その罪の意識がつくりだす夢路の陰に気付いていない。また夢路にしても、身内に対して、その陰を吐と露ろすることは決してなかった。

「じゃあ私、あの会社に電話して、真砂の連絡先きいてくるね。風味づけのオレンジジュースはできてるけど、足りなかったら後でまた作るから」

　そう言って、フローラは厨ちゆう房ぼうから小走りに出ていった。

「……あぁ。ありがとよ」

　無む理りな笑顔をつくって、夢路はその背を見送った。

　完全に姿が消えた後で、一言──

「……ったく、情けねぇ保護者だよな、俺おれは」

　低く小さく独ひとりごち、首を振った。

　ここ、『点てん心しん華か心しん』には、数人の子供がいる。フローラ、ファウナ、貴たか音ね、詩し乃の──

　そのいずれもが、夢路にとっては自分の娘と同じだった。

　そして貴音を除く彼女達に対して、夢路には負おい目めがあった。

　フローラとファウナ、詩乃の三人は、甲院派の人体実験を受けた被ひ験けん者しやだった。

　その甲院派の台頭を許してしまったのは、キャラバンの創そう設せつ者しやたる夢路の失策に他ほかならない。

　その自覚が、夢路の心には深く澱おりのように沈んでいた。

　しかし今日の夢ゆめ路じが沈んでいるのには、もう一つの理由がある。

「実際、保護者失格だよなぁ、俺おれは──」

　夢路はもう一度、呟つぶやいた。

「籤くじ方かたの野や郎ろう……どこいっちまったんだか……」

　視線は遠い。

　ほんの数日前まで入院していたその青年は、今、行方ゆくえをくらましていた。捜そう索さくの手は出しているが、まだ手掛かりも見つかってはいない。

　つい先だってのこと──

　籤方刀とう至じは、愛刀の〝真しん女め〟に身を乗っ取られ、その後しばらくして昏こん睡すい状態に陥おちいった。本人はそのまま入院し、刀は夢路が自宅に隠かくしていたが──数日前に籤方が姿をくらまし、その報告が夢路の元に届くより早く、手元に保管していた妖よう刀とう・真女も消えていた。

　おそらくは──

　意識を取り戻した籤方が、刀がないことに怯おびえ、真女に呼ばれたかしてその在ざい所しよを探ったのだろうと推測はできた。あくまで推測ではあるが、当たらずも遠からずと夢路は考えている。

　妖刀・真女は、あの時──

　フェルディナンを追って入ったグランレイスの画が廊ろうで、確かに籤方を乗っ取っていた。

「……どこで、どうしているのかね」

　天てん井じようを仰いだ夢路は、行方の知れない逃亡者の消息を案じて、しみじみと嘆たん息そくした。

　廊下を小走りに走ってくる足音がした。『点てん心しん華か心しん』の調理場は、店とは逆の側に、居住空間へと続く扉ドアをもっている。

　その扉から、先程出ていったばかりの銀髪の少女が駆け戻ってきた。

　フローラの手にした受話器からは、保留状態を示す音楽が鳴り響いていた。

「夢路さん──電話。今、かけようとしたら、ちょうどかかってきちゃって……」

　子機を差し出すその表情には、常にない険けわしさがあった。

「電話？　誰だれからだ？」

「──仙せん崎ざき……さん」

　フローラは、忌いまわしき名を口にするように、声を低く落とした。

　夢路もまた、眉まゆをひそめる。あまり嬉うれしい相手ではない。仙崎竜りゆう太た郎ろうは、山やま之の内うち派に属する強行派の筆ひつ頭とう格かくだった。

　夢路は受け取った受話器を耳にあてた。

「──よぉ。俺だ。仙崎か？　……ひさしぶりだな」

　開口一番、夢路は素直に不機嫌な声を出した。

　やがて言葉を交わすうちに、その頰ほおがみるみる引きつっていく。

　ものの数分と経たたないうちに、話は終わって電話が切れた。

「夢ゆめ路じさん……？」

　フローラが不安げに問う。

「籤くじ方かたが──見つかったらしい」

　夢路の声には、断だん腸ちようの響きがあった。

「あの野や郎ろう、よりにもよって、仙せん崎ざきの私し邸ていに不法侵入して捕まりやがった……ったく、厄やつ介かいな──」

　舌打ちを交えて、夢路は額に手をあてた。

「こりゃ、一ひと筋すじ縄なわじゃいかねぇかな」

　嘆たん息そくした。

　独ひとり言ごとのように呟つぶやく夢路の顔色は、あくまで冴さえなかった。
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　その少年が引き取られた先は、大きな家だった。

　それまでの狭せまい隔かく離りされた部屋ではなく、広い芝生しばふと森や池に囲まれた──少なくとも、自分の居場所ではないような場所だった。

　少年は、これまでにもいくつかの場所を転てん々てんとしていた。その何ど処こよりも、目の前の庭は広かった。

　少年は、その家に来た次の日に、さっそく広すぎる庭で迷まい子ごになった。

　真夏のある日。

　蟬せみが鳴き喚わめく深い森を抜けると、切り立った崖がけに出た。

　見下ろすと、細い渓けい流りゆうが緩ゆるやかにのたうっていた。落ちれば死ねそうな高さだった。研究所では、彼の部屋は一階だった。だから、そんな高い所から下を見下ろすのは、はじめての経験だった。

　少年は、下に降りようか落ちようか、あるいは道を戻ろうかと迷いながら、崖に沿ってふらふらと歩き出した。

　見る物、触れる物のすべてが新しかった。

　濃こい緑をたくわえた木々に、節ふしくれだったその幹の痛さ、土と草の匂においに、日の光の熱さ。

　崖に沿って歩く少年は、好奇心もなく恐きよう怖ふもなく、ただそれらを自分を囲む世界として認識しようとしていた。

　今までの環境から変わることには、恐怖も希望もなかった。今までと〝自分の役割〟が変わるであろうことは予測していたが、それが自分にとって、意味のあることだとも思わなかった。自分はただ、道具として周囲の人間達に使われていればいい──それはまぎれもなく、少年の本ほん音ねだった。

　崖がけを歩いていくと、また別の崖に突き当たった。そこは斜面が切り崩れた場所らしく、急ではあったが、怪け我がをせずに降りられそうな角度があった。加えて、その斜面が下の渓けい流りゆうまでは続いておらず、すぐ近い眼下に地面がある。それは大きな山についた、小さな傷きず跡あとのようだった。

　少年は、脇わきの渓流に続く大きな崖と、すぐ目の前の小さな崖を交こう互ごに見た。

　戻ってもいいが、道がわからない。道がわからない時は、ただ前に進んでおけば、いずれは行き止まりに着くはずだった。

　行き止まりに着けば、あとは誰だれかが勝かつ手てに見つけてくれる。監かん視しシステムもあるはずだった。

　少年は小さな崖を降りた。

　ふと気付くと、上からでは見にくいその崖のすぐ脇に、ちょっとした洞どう窟くつがあった。洞窟は、木々の陰かげに隠かくれていた。

　大人おとなが優ゆうに、五人ほども並んで入れる幅があり、その高さも部屋の天てん井じようほどはある。

　少年は、ふらふらとその洞窟に入っていった。中はひんやりと涼すずしく、日に焼けた肌はだがたちまちに冷えていった。両側と天井は自然の岩だが、足元には綺き麗れいな玉たま砂利じやりが敷き詰められていた。

　入り口は広かったが、洞窟の奥は浅かった。

　日の光がぎりぎりで届かなくなる場所で、少年は壁に突き当たった。

　目の前に、少年の背せ丈たけほどの、磨みがきぬかれた石があった。

　長方形のその肌には、難しい漢字が並んでいた。平仮名であれば解読できるが、まともに漢字を知らない少年には、その語は一字も読めない。

　少年は石に頰ほおをあてた。冷たい氷のようなその感触に、うっとりと眼めを細める。

　ふと、その足元に動くものがあった。

　少年は、暗い地面に這はいつくばった。

　足元から──人の手が出ていた。

　少年は驚きもしなかった。手は手である。そこに誰かが埋まっているのだろうと、なんとなく思った。

　白く細い手は、女のものらしかった。

　少年は、その手に触ふれようとした。

　しかし少年の手は、その女の手をすり抜けて、空気だけを摑つかんだ。見えてはいるものの、そこにその手は存在していないらしい。

　少年は首を傾かしげた。

　見えているのに、触さわれないものがあることは知っていた。

　懐中電灯の光とか、夢の中で思い描いた食べ物とか。

　そういうものは、見えているのに触れない。

　この手もそういうものの仲間かと思った。

　手は動いていた。指先をくねらせて、何かを摑つかもうとしていた。少年は、再び握手を試みて失敗する。

　興味を失って帰ろうとしたが──その手に少年は、妙に惹ひかれるものを感じた。

　その砂利じやりの下に、何か──いいものが、埋まっていそうな気がした。

　少年は指先で砂利を掘りはじめた。

　踏み固められてはいたが、砂利は砂利である。しばらく掘ると、すぐにその下の土があらわれた。

　自然にある多くの洞どう窟くつは、天てん井じようと壁、足元は同じ岩か土でできている。しかし足元の砂利からしても、この洞窟は、どうやら自然の物に人の手が加えられていた。物を知らない少年はそのことに気付かなかったが、気付いたところで、その行動が変わることはなかった。

　砂利の下の土をしばらく掘ると、手が喜んだように指を動かしはじめた。

　掘ってもらえるのが嬉うれしいらしいと気付くや、少年はなおも懸けん命めいに掘りはじめた。爪つめの間に土が詰まり、やがて指先に血が滲にじみはじめたが、それでも少年は、何かに憑つかれたように掘り続けた。

　妙に多い蚯蚓みみずごとに土を掘り返していくと、やがてそこに、小さな白い壺つぼがあらわれた。まだ新しいものに見える。

　触さわれない手は、壺の下から生えていた。

　それは誰だれかの骨こつ壺つぼだったが、少年はそれがどういう質のものか、気付くことはなかった。

　少年は両手を添そえて、ずしりと重い小さな壺を取り出した。

　手も一いつ緒しよについてくるかと思えば、壺だけが持ち上がる。

　地から生えた手をひとまず放っておいて、少年は壺を開けてみた。

　中には蚯蚓の塊かたまりが詰まって、うねうねと蠢うごめいていた。蓋ふたに開いた小さな穴から入り込み、中で増えたものらしい。

　あまりいいものではなかったことを残念に思いながら、少年は壺の蓋を閉じた。

　土から生えた手が、蠢いていた。

　まだ下に何かがあるらしい。

　少年は壺のあった穴の下に手を突っ込んだ。ぬるりとした感触が手にまとわりついた。どうやら蚯蚓の巣そう窟くつになっているらしいが、同時に、少し硬かたいものがその指先に当たった。

　ちょうど片手に摑める大きさでもあり、少年はそれを握って持ち上げた。触れない手と、まとわりついた蚯蚓が一緒についてきた。

　布袋に包まれたそれは細長く、ずるずると土の中から生えてくる。

　蚯蚓を振り落として、少年はぼろぼろに痛いたんだ袋の口を破った。中のものを取り出した少年は、しげしげとその知らぬ物を眺める。

　それは、一本の刀だった。

　大量の蚯蚓みみず達のせいか、その鞘さやと柄つかの細さい工くはもうぼろぼろで、少年が持ちあげるなり、弱っていた目め釘くぎが砕けた。刀身と柄が外はずれ、鞘も地に落ちる。

　その瞬間に、銀色の眩まぶしい光こう沢たくが少年の眼めに焼きついた。

　少年は眼を輝かせた。

　刀を見るのははじめてだった。それが人を殺すための道具であることすら知らない。しかし、その白はく刃じんの美しさにたちまち心を奪うばわれた。

　触さわれない手が、いつのまにか消えていた。

　少年は、白刃をその身に抱きしめた。

　──これは、自分のもの。

　離したくないと思った。

　土から生えていた手も、そのつもりで自分を導いてくれたような気がした。

　少年は痛いたみきった袋と柄、鞘をまとめて、元の穴に差し入れた。続けて、蚯蚓の詰まった壺つぼも中に仕し舞まい、丹たん念ねんに掘った土を埋めていった。

　刀身だけは、背後に置いておく。

　元通りに砂利じやりを直した後で、少年は見た目より軽い白刃を再び抱きしめた。

　──あなたのそばに、いてあげる──

　言葉を伴わない刀の心が、そのとき、伝わってきたような気がした。
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　鳥の囀さえずりが窓辺に響き、真ま砂さごはうっすらと瞼まぶたを開けた。

　朝あさ陽ひの気配が、カーテン越しに部屋へと注いでいた。霧きりが出ているらしく、光はややぼやけていたが、間違いなく夜は明けている。

　鳥の声が目覚ましの代わりになる環境は、はじめてではなかった。少女趣味でもあるまいに、そこに趣おもむきを感じることはなかったが、電車の騒音で起こされるのに比べれば悪くないと思う。

　真砂は半身を起こし、大きく肩を伸ばした。

　荷物もさほどない部屋は、やや閑かん散さんとしていた。フローリングの床ゆかに敷かれた花柄のカーペットと隅すみの三面鏡は、ここが霧きり塚づかの部屋だった頃ころの名残なごりである。

　もともと、各地を転てん々てんとすることが多かっただけに、私物はあまりない。テレビも本もＣＤもなく、衣類を除けば、部屋で目につくのは、小さなディパックとポケットラジオだけだった。携けい帯たい電話も、退社と同時に返納している。

　真砂はベッドから抜け出ると、寝巻き代わりのＴシャツの上に長なが袖そでを着込んだ。足元はチノパンに裸足はだしで、そのまま外にも出られる格かつ好こうではある。

　まだ着任から四日目──

　慣れきらない枕まくらとベッドでも、それなりに熟じゆく睡すいできた実感はあった。

　そこは迷めい宮きゆう神しん群ぐんの研究者、榊さかき糾ただすの家だった。

　軽かる井い沢ざわの林間にひっそりと佇たたずむ一軒家は、静かなようで意外に音が豊富だった。

　朝は小鳥の囀り、夜は虫の合唱に梟ふくろうの夜鳴きと、むしろ昼がもっとも静かなくらいだったが、夏の間は蟬せみが凄すさまじかったらしい。

　今は晩夏を過ぎ、初秋を迎えて落ち着いている。

　真砂が起きる少し前から、階下の一角で、振動を伴った打撃の音が響いていた。

　それはこの家に特有の、もう一つの朝の音だった。滞在四日目にして、真砂はもうその音に慣れている。

「──いい音させてるよ、朝っぱらから……」

　独ひとりごちて、真砂は階下へと降りていった。

　広いダイニングのテーブルでは、吞のん気きな顔立ちの女が独り、ぼうっとテレビを眺めていた。

　ふちなしの眼鏡メガネが半分ずり落ちて、視線はどこか虚うつろである。

　新聞も取っていないこの家では、朝の情報源はテレビかパソコンしかない。そのテレビを眼めに映しながら、女はただ呆ほうけていた。

「榊先生、おはようございます」

「あ、真砂君？　おはよ。今朝もはやいねー」

　その女、榊さかき糾ただすは、起きてきた真ま砂さごに気付くと、にっこりと微笑を向けた。その笑顔のまま、着き崩くずした浴衣ゆかたを正しもせずに大おお欠伸あくびをかます。

　──あるいはとんでもないところに来たかもしれないと、真砂は今いま更さらに実感していた。

　榊糾という研究者を、真砂はてっきり、中年男か老人と決めてかかっていた。

　ところが本人に会ってみれば、実年齢三十五、六、見た目の歳としは三十になるかならぬかという、予想外に若い女だった。

　腰ほどまでの長い髪を垂らした、その細身の女をはじめて見た時、真砂は他ほかに客が来ていたのかと、勘かん違ちがいしたほどである。

　男のような名と、老研究者、翁おきな居い幻げん三ぞうの跡あとを継ぐ者という余よ人じんの噂うわさにすっかり騙だまされた。霧きり塚づかに至っては、榊との関係を聞いた真砂に〝父親みたいな存在〟とまで紛まぎらわしいことを言った。

　──なるほど、接してみた榊糾は、確かに〝父親〟だった。

　それは一家の大黒柱であるとか、あるいは中心であるというだけの意味ではない。

　言動や物腰、その他の様々な面で、彼女には徹てつ底てい的てきに女らしさが欠かけていた。遥はるか年下とはいえ、異性である真砂の前にすら、平気で風ふ呂ろあがりにバスタオル一枚であらわれる。

　これまでに世界の随ずい所しよを回ってきた真砂は、裸はだかに近い姿で生活する部族も直じかに見てきたし、たとえ文明人であっても、裸ら体たい主義者などの実例も見てきた。今更に女の裸くらいでは照てれもしないが、それでも今は見苦しいとは思う。

　なんとなれば、榊糾のそれは、裸体主義のように大たい層そうな主張ではなく、単にひたすらだらしないだけなのだ。

「ふぁ……」

　もう一度、大欠伸。

「また寝てないんですか？」

　真砂は確信しつつも、あえて問いかけた。

「うん。これから朝御飯食べて寝る。なんかつくって。なんでもいいから」

「──はい」

　素直に返事をしておいて、頭痛がしそうだった。

　一週間前に、霧塚に伴われてここに来るや、即採用が決まってしまった。一度は、たいして量もない私用品の始し末まつのため、都心に帰ったが、四日前に引っ越しが完了し、現在に至っている。

　その四日間で、真砂はこの家における自分の役割を、だいたい掌しよう握あくした。

　警けい護ご役やく、というのは噓うそではなかった。

　だが問題は、決して仕事がそれだけでもなかったことである。霧塚からの話でも、「助手を兼ねる」という一句はあったが、この家における「助手」とは、〝炊すい事じ当番〟と同義だった。

　つまるところ、ただの家事手伝いといっていい。

　同じく警けい護ご役やくとされている碑ひ文もん谷や由ゆ姫きにしてもそれは同様で、彼女一人の負ふ担たんがあまりに重なったため、リストラの憂うき目めにあった真ま砂さごが、これ幸いと放り込まれたらしかった。

　炊すい事じや家事仕事は、真砂にとって苦痛ではなかった。一人暮らしをしていた身でもあり、また世界を回っていた頃ころのサバイバルじみた生活に比べれば、絶えず物資があるというだけで天地の差がある。だから、そのことで紹介者の霧きり塚づかを責せめる気もない。

　頭に来るのは──主あるじの榊さかき糾ただすが、本当に何もしないことだった。

　夕方起きる。夜食べる。夜食食べる。朝食べる。そのまま寝る。

　この繰り返しが榊糾の基本となるリズムで、夜間には書き物などもしている様子はあったが、家事と目もくされる仕事は一いつ切さいしない。

　今もダイニングテーブルに肘ひじをつき、ぼうっとテレビを眺めながら、スナック菓子の袋を開けようとしている。

　──キャラバンで一目を置かれる研究者にはとても見えないが、この生活に関するだらしなさは、見方によっては学者らしくもあった。同時に、その様さまはまさに、一般家庭における日曜日の古き父親像でもある。

　不愉快ではあったが、それでも真砂は、しばらくはこの仕事を続ける予定になっていた。

　霧塚がこの家を出てから、家事の一切がもう一人の警護役、碑文谷由姫の細い双そう肩けんにかかっていた。疲れている様子はないが、面めん倒どうには違いない。

　そして真砂には、彼女を手伝うに足る理由があった。

　台所に立った真砂は、その金色に光る爪つめで手て際ぎわよく卵を割り、油をひいたフライパンにハムエッグを焼きはじめた。ついでとばかりにトースターへ食パンを放り込み、昨日の夜に残った大根サラダを皿に盛る。

　明らかに朝食のメニューだが、榊糾にとっては、就寝前の〝夜食〟でもあった。

　目玉焼きが半はん熟じゆくになり、トーストが焼きあがった。

　真砂は簡単な朝食をトレイに載のせ、榊の前に持っていった。

「はい、できました」

「ありがと。いただきまーす」

　さっそくに、榊は食パンへバターを塗りはじめる。

「真砂君は、後で由姫と食べる？」

「えぇ。まだ起きたばかりですから」

　応こたえて、真砂はコップに水を注ぎ、一息にあおった。寝起きの乾いた体に、冷たい水が染み込んでいく。

　リズミカルな打撃の音が、やや強さを増した。

　音に反応して、榊が軽く肩をすくめた。

「……若いよねぇ。こんなに朝早くからさ」

　言われて、真ま砂さごも音の方向を見る。廊ろう下かを挟はさんで閉じた扉ドアの向こうだけに、由ゆ姫きの姿は見えない。

「自分で自分の身を護まもれる程度には、と思って、勧すすめてはみたんだけどね。ストレス解消に、はまっちゃったみたい」

　榊さかきは感かん慨がい深げに呟つぶやいた。

　真砂は微かすかに頰ほほを笑ませた。

「少し、意外です」

「何が？」

「昔──もう十年くらい前ですけれど、その頃ころの由姫って、引っ込み思じ案あんで目立たなくて大人おとなしくて──能力も性格も、体育会系とは縁えんのない感じでしたから」

「そうなんだ？　……あぁ、そうかもね。ここにはじめて来た時も、そんな感じだったかな」

　ハムエッグを載のせた食パンを齧かじりながら、榊は昔を懐なつかしむように言った。

「ただほら、うちは雅みやびがああいう弱気な性格じゃない？　私もこんなんで、いい加か減げんだし。だからあの子、バランスとろうとして、頑がん張ばって性格変えたんじゃないかな」

「なるほど」

「……反はん面めん教師って思ったでしょ？　いま」

「否定はしません」

　冗じよう談だん半分の問いかけに、真砂もふざけて肯うなずいた。

　榊は、ただ苦笑する。共に暮らしはじめてまだ時は浅いが、榊糾ただすはいかにも気安い雇やとい主ぬしだった。家事仕事をしないことはさておき、真砂もその点では馬ウマが合っている。

　彼女と暮らしていたもう一人の娘、東とう都とまごころファイナンスの社長秘書だった霧きり塚づか雅は、真砂の眼めから見ても、確かに気弱にすぎた。聞けば彼女と由姫は姉妹同然の仲というから、姉役である霧塚の足りない部分を補っているうちに、由姫の性格が変わったとしても不思議はない。

　なにせ──真砂が由姫と別れてから、間に十年の月日が経たっている。その間、真砂は彼女がどんな生活を送ってきたのかを知らないし、由姫もまた、真砂のことは知らないはずだった。

　打撃の音は、心地よいほどリズミカルに続いていた。

「それにしても──本当に、いい音させてますね」

「私、格かく闘とう技ぎとかってよくわかんないんだけど、スジがいいってことかな？」

「ぼくも、あまり詳くわしいわけじゃありませんが……女の子で、これだけの音が出せるのは、たいしたもんだと思います」

「へえ。でもそれ、あの子にとって褒ほめ言葉になるかなぁ」

　榊は、くっくっと肩を震わせて笑った。

　言葉を発する側が褒ほめたつもりでも、受け取る側が喜ぶとは限らない。

　真ま砂さごは榊さかきの言葉を聞き流して、音の出で所どころ──由ゆ姫きの部屋の隣となりに位置する、サンルームへと足を向けた。

　廊ろう下かに面したガラス戸をそっと引くや、ひときわ威い勢せいのいい音が鼓こ膜まくを叩たたいた。

　物もの々ものしい鉄製のスタンドに吊つるしたサンドバッグが、左右に激しく揺れ動いていた。娘の両手に嵌はめたボクシンググローブがその肌はだを叩くたびに、サンドバッグは凹へこみ、また揺れを大きくする。

　娘の体が左右に勢いをつけるたびに、足元のスニーカーが床ゆかに擦こすれ、小さな悲鳴をあげていた。

　真砂は感心の吐と息いきを漏もらした。

　その足あし捌さばき、体重の移動は、一朝一夕の技術ではない。振りぬく腕はさすがに細いが、引き締まった筋肉はしなるような破壊力を生んでいた。

　非ひ力りきながら、その速さとあいまって、威い力りよくは侮あなどれない。

　打撃技は決して、小手先の運動ではない。足のつま先から頭のてっぺんまで、全身を〝殴なぐる〟という一つの動作のために合わせて動かす必要がある。

　由姫の流れるような連打は、その一撃一撃が無む理りなくサンドバッグを自じ在ざいに叩いていた。全身のバネがなければできないその動きは、しかし指導者に習ったものにも見えない。我が流りゆうで自然な打ち方を模も索さくしていった末すえに、その通過点として辿たどり着いた形らしかった。

「──あ……」

　後頭部でまとめた長い髪を揺らし、由姫は人の気配に振り向いた。

　真砂と視線が合うや、途と端たんに体の動きを止め、緊張の面おも持もちとなる。

「……おはよ」

　激しい運動のために、細い肩を激しく上下させながら、娘は小さな声で呟つぶやいた。カットオフしたスウェットシャツから覗のぞく白い肩と、トランクスから伸びた脚は、汗ばんでわずかに光っている。

「おはよ。朝っぱらからよく動くな」

　真砂は苦笑交じりに言った。昔のおとなしかった由姫を知っている身としては、今の彼女とのギャップが可笑おかしい。

「続けてていいよ。様子を見に来ただけだから」

「ううん……そろそろ、終わりにしようと思ってたとこだから」

　そういって、由姫はグローブを外はずした。あらわれた手には、丁てい寧ねいにバンテージが巻かれている。

　その手で額の汗を拭ぬぐうと、由姫は大きく深呼吸をして、息を整えた。

「なにか──用？」

　汗だくの顔をタオルで拭ふきながら、由ゆ姫きは呟つぶやいた。

「用ってほどのことは、ないんだけど」

　真ま砂さごは、まだ揺れの残るサンドバッグに歩み寄った。

　表面は、何百何千という打撃に擦こすれて、はっきりと痛いたんでいた。

「これ、何年使ってる？」

「……三年、くらい」

「三年間、毎日、叩たたいてるのか？」

「毎日ってことはないけど、週の半分か、それ以上は」

「なるほど」

　真砂は由姫に視線を移した。

　ボクサースタイルの娘は、タオルを首に引っ掛け、ペットボトルのスポーツドリンクをこくこくと飲み干していく。汗を吸ったシャツは肌はだに張りつき、タオルで拭いた程度では乾きそうになかった。朝の運動量としては、少し度を過ぎている印象もある。

「あの先生の世話焼くのって、そんなにストレス溜たまるのか？」

　真砂は冗じよう談だん交じりに問いかけた。由姫は馬ば鹿か正直に、首を横に振った。

「別に、そういうわけじゃなくて……ただ、ここにいると運動不足になりがちだし、いざという時に警けい護ご役やくとして役に立たなかったら、話にならないから」

　由姫はぽつぽつと、途と切ぎれ途切れに語った。その口調には堅かたさが目立つ。

「確かに、鍛きたえておいて損そんはないよ。ぼくらの稼か業ぎようは」

　真砂は肯うなずいた。

「ごめん。シャワー浴びてくるから」

　由姫は真砂の微笑から視線を逸そらし、逃げるように足早に、部屋を出ようとした。

「なぁ」

　真砂は、その汗に濡ぬれた背を呼びとめた。

　由姫はびくりと立ち止まり、即座に振り返る。その眸ひとみに、真砂は怯おびえに似た色を感じ取った。

「由姫──ぼくを、避けてるだろ？」

　真砂は自分の直感を信じて、かまをかけた。

「……なんで？」

　外はずしたグローブを胸の前で抱えた由姫は、視線を合わせずに真砂に向き直った。

「──べつに避けてなんか、いないけど？」

「噓うそつけ」

　真砂はただの一言で断じた。

　由姫は口を噤つぐむ。

「少しは変わったかと思ったけど──由姫は、相変わらずか」

　真ま砂さごは、そこでくすくすと笑い出した。由ゆ姫きは反応に困って、ただ立ち尽くす。

「何か気にかかることがあると、周りに壁つくって、自分の中に溜ため込こむタイプだったろ？　この四日間、久しぶりに会ったから、ぎこちないのは仕方ないかと思ってたけど……避けてる理由は、それだけじゃない」

　真砂は、数歩先に立つ由姫を見み据すえた。

「由姫。もし、ぼくがここにいるのが鬱うつ陶とうしいんなら、ちゃんとそう言って欲しい」

　由姫の返事はなかった。

　真砂は、大きく息を吐はいて、間まをとった。

「……ぼく達の約束のことは、憶おぼえてる？　もう十年前になるけど、研究所での最後の夜に、約束したこと──桜さくらが満開だった、あの夜の──」

　問いかけて、真砂は眼めを伏せた。

　一方の由姫は固まっていた。その表情に、変化はない。

「ぼくはよく憶えてるよ。フローラが言い出した約束だ。〝仲間を裏切らない〟。それから、〝誰だれかが危なくなったら、それを助けられる誰かが助ける〟──

　ぼくは霧きり塚づかさんから、由姫が苦労してるって聞いたから……あの約束に従って、ここで手伝うことに決めた。だけど──由姫は、どう思ってる？」

　顔をあげて、真砂はじっと、由姫の眸ひとみを覗のぞき込んだ。

　由姫の明るい眸は、微かすかに震えて見えた。

「もし由姫が、失業したぼくに気をつかってここに置いてくれてるんなら、そんなのは気にしないでいい。ぼくは別の雇やとい主ぬしを探せるから。

　邪じや魔まにはなりたくないから、正直にそう言ってくれ。このままじゃお互い、やりづらいだろうし」

　真砂は和なごやかな微笑のまま、視線をぴたりと由姫に据えつけた。

　由姫は大きく、吐と息いきをついた。

　その眸から、ふっと硬かたさが消えた。

「……なんだ──ちゃんと、憶えてたんだ？」

　くだけた口調で呟つぶやき、由姫ははじめて破顔した。

「約束のことなんて──もう、忘れちゃったと思ってた」

　グローブをぎゅっと胸に抱きしめた由姫は、うつむきかげんに真砂の傍そばへ歩み寄った。

　正面に立った真砂は、少し首を傾かしげ、由姫の顔を覗き込んだ。二人の身長はさほど変わらないが、由姫が顔をうつむけているために、その表情はあまり見えない。

「──別に、真砂のこと、避けてたわけじゃなくて……」

　こつん、と、由姫の額が真砂の鎖さ骨こつにあたった。

　その感触に、真砂は戸と惑まどうよりも懐なつかしさを感じた。まだ甲こう院いんの施設にいた頃ころの彼女は、よく真ま砂さごに、こうして接してきた。

　抱ほう擁ようではなく、ただ長い前髪をそのままに、額を肌はだに押しつける。

　その押しつけられた由ゆ姫きの額から、水が流れ込むように、真砂の意識にまで伝わってくるものがあった。

　真砂は、目の前にいる娘が、自分の知る碑ひ文もん谷や由姫であることを改めて確信し、つい微笑をもらした。

　彼女の異い能のう──

　それは、戦闘には決して向かない質のものだった。

　長たがくのたうつ女め神がみ・アラクナの影響を受けた彼女は、肌を触れた相手に、自らの心を伝えられる。

　それは言語を介かいさずに、喜き怒ど哀あい楽らくなどの感情をそのまま伝達できるというだけの地じ味みな力だが、真心を伝えたい時には、不自由な言葉よりも相手の心に届きやすかった。

　アラクナの異能を受け継ぐ者は、今は彼女しかいない。

　長くのたうつ女神・アラクナは、ある村の土地神で、その村では、荒あら魂たまから派は生せいした神として信仰されていた。村人達のうち、他人に心を伝える〝魂たま込ごめ〟の異能を得るのは、巫女みことなる一人だけだった。

　その一人が命を落とすと、神しん群ぐんに選ばれた次に巫女となるべき娘が、その異能を得る──神群を神と崇あがめ、信仰する共同体では、こうしたシステムが自然に構築されるケースが珍しくない。つい最近にも、国内のある孤こ島とうで、このケースの神群が発見された報を真砂は噂うわさに聞いていた。

　しかし、碑文谷由姫の場合──彼女は、神群、アラクナに仕える巫女ではない。

　彼女は、甲こう院いんの実験によって、当時のアラクナの巫女から、〝アラクナの種子たね〟をその身に埋め込まれ、異能者として目覚めた。

　他にも数人の子供が同様の処置をされていたが、彼らの全すべては拒きよ絶ぜつ反応により、死亡している。

　やがて、アラクナに関する研究は打ち切られた。生存率も異能の覚かく醒せい率りつも極端に低く、しかも能力は〝心を伝える〟だけと有用性に欠かける。つまりは、人的損害に対して得られる成果があまりに少ない。

　甲院派では、この異能をさらに進化させようとするプランもあったらしいが、結局はそれを実行に移す前に、派は閥ばつが瓦が解かいに追い込まれた。

　由姫が受け継いだ、異能者としては、ごくささやかな力──

　その力を、真砂は我が身で感じていた。

　触れた肌から、偽いつわりのない彼女の安あん堵どと、喜びの感情が伝わってくる。

「ほんとは……ずっと、会いたかった。みんなにも」

　心を直接に伝えながら、くぐもった声で由ゆ姫きが呟つぶやいた。

　真ま砂さごの眼下に、由姫の肩があった。日ひ頃ごろのトレーニングの成果か、引き締まってはいたが、触さわるのが怖こわいほどに白く細い。汗の乾きはじめた肌はだは、内側に熱をこもらせながらも表面は冷さめはじめていた。

「会いたかったけど、会うの怖くて……真砂も、私のことなんか憶おぼえてないって、忘れちゃったって、ずっと思ってた」

　由姫の声は、ほんの少しだけ掠かすれていた。真砂のシャツに、落ちた涙が染みていく。

　素そっ気けない態度が彼女の怯おびえだったことに、真砂はようやく気付いた。

「そっか」

　真砂は呟いて、苦笑した。

「由姫は昔っから──言葉に詰まると、これだよな」

　まだ幼い頃ころ──研究所では、部屋が隣り合っていた関係で、主に真砂が彼女の面めん倒どうを見ていたが、引っ込み思じ案あんで口くち下手べただった彼女は、寂さびしさや嬉うれしさを表現するのに、よくその力を使っていた。

　その頃を思い出し、真砂は子供扱いに、由姫の頭に手を当てた。艶つややかな髪を、金色の指先でそっと撫なでる。

　その感触は、十年前と変わっていないような気がした。

　真砂が髪を撫でると、由姫はわずかに顔を上げた。表情から、張り詰めたものが抜けていた。

「──真砂も、変わんないね」

　由姫はどこか嬉しそうに言った。

「みんなとの約束だって……十年も前のことだし、もし誰だれか憶えていても、ただの思い出話になってるって……そう思ってた」

「──それこそ、忘れるわけない」

　真砂は呟いた。

　甲こう院いんの研究所での日々は、今も悪あく夢むに見る。

「……毎日、理り不ふ尽じんな実験の繰り返しで、楽しいこともなくて、幸せでもなくて、思い出したくもないけれど……それでも、あの頃のことを、忘れるつもりはないよ」

　真砂は溜ため息いきを交えて言った。

「──うん」

　由姫は小さく肯うなずいて、身を離した。

　こほん、と、わざとらしい咳せき払ばらいが戸の側から響いた。

　家主の榊さかき糾ただすが、にやにやと笑いながら、戸の隙すき間まから顔を覗のぞかせている。

　由姫は驚いて、バンテージを巻いたままの手で口許を覆おおった。

　すっかり由姫に気をとられていた真砂も、榊の接近に気付くのが遅おくれた。念入りに足音を忍しのばせて来たものらしい。

「真ま砂さご君、うちの子、泣かせちゃだめだよー」

　顔を半分出した状態で、榊さかきは半はん眼がんになってからかいの言葉を投げた。

「……榊先生、いつから、そこに……」

　真砂は額を押さえた。いかにも間まが悪い。

「ほんのちょっと前からだけどね。あ、別に立ち聞きしに来たわけじゃないの。もちろん、邪じや魔まするつもりもなかったんだけど」

　部屋に入ってきた榊は、言い訳がましく言いながら、電話の子機を真砂に向けて差し出した。

「電話だよ、真砂君に」

「え？」

　ただの野や次じ馬うま根こん性じようで来たとばかり思ったが、本当に用件があったらしい。

　子機を受け取り、耳に当てる。

「もしもし？」

『あ、真砂？　私よ、私。わかる？　フローラだけど……』

「……え？　……って、あのフローラか？」

　驚きに、真砂の声が高く跳はねた。

　耳を澄すましていた由ゆ姫きが、その名にぴくりと身を硬かたくした。

『そうそう、そのフローラ。十年ぶりよね。元気にしてた？　ま、そっちの噂うわさは、色々聞いてるんだけど』

　電話口から響いた娘の明るい声は、真砂にとって懐なつかしいものだった。声そのものには成長した雰囲気があったが、口調の癖くせや声質は、子供の頃ころと変わっていない。

「どうしたんだよ、急に──あぁ、由姫にも会った。……え？　仕事の仲ちゆう介かい？」

　真砂はやや声を落ち着けて、懐かしい声に応対した。

　懐かしがる間もなく、フローラは〝本題〟を切り出してきた。

　──新しい〝仕事〟の話。

　電話の向こうから来た厚こう意いは、数日前の真砂なら、飛びついていた類たぐいの話だった。

「……あぁ。それは……」

　躊躇ためらった真砂の視線が、由姫と交こう錯さくした。少女はひたむきな眸ひとみで、どこか不安げに真砂を見つめていた。

　唇を硬く引き結び、彼女は真砂の答えを待っていた。

　真砂の心に、響くものがあった。

　ゆっくりと、答えを紡つむぎだす。

「──フローラ、せっかくだけど──もう次の仕事、見つかってさ。うん、榊先生の警けい護ごで──あぁ、ありがとう。確かに都会よりは、こっちの方が合ってるかもな。こっちもクビになったら、その時は頼むよ──うん。給料は安いけど、ちょっとな」

　真ま砂さごは由ゆ姫きに向け、片目を瞑つぶって見せた。

「しばらく、居い座すわると思う」

　真砂のその言葉を聞くや、由姫は安あん堵どに表情を和なごませた。

　榊さかき糾ただすはその様子に眼めを細めつつ、新しい同居人に肯うなずきを送った。
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　深夜零れい時じ。

　ちょうど日付けが変わるその時間帯に、霧きり塚づか雅みやびはまだ、オフィスに居残っていた。

　都心ではあるが、繁はん華か街がいとは離れているため、眼下の道に人ひと気けはない。

　パソコンのモニターから眼を逸そらし、霧塚は窓際の席から、背後を振り返った。

　見下ろせば、ぽつぽつと並んだ街灯の間を、時折、タクシーやトラックが通りすぎて行く。周囲のビルの灯あかりは、もうあらかた落ちていたが、航空機の衝しよう突とつ防止のためのライトはいくつも空に光っていた。

　中天の月も明るく、完全な闇やみには程遠い。

　暗いオフィスの中では、霧塚の机の卓上ライトとモニターだけが点ともっていた。

　唯ただ一人の残業は、上じよう司しに強しいられたものでもない。直接の上司は故人となっていたし、残業をする義務を伴う仕事は今の霧塚になかった。

　その作業の中身は、残務の処理と、ついでにこれから仕事を引き継ぐ者に対しての、細々とした注意事項を整理したレポートの作成だった。

　社長室の隠かくし金きん庫この使い方、緊急時の脱出経けい路ろの詳しよう細さい、備び蓄ちく食糧の期限と発注先──それらの、秘書が知っておくべきこの社に特有の事情を、霧塚は後任者への厚意から書き記していた。

　彼女自身、前任者からそうしたレポートを貰もらってはいたが、社長が華かヶが瀬せに変わってから変化した事情も多い。

　それらの諸注意を一通りまとめ、ほっと一息を吐ついてみれば──

　午前零時。

「あ……終電」

　時計を見た霧塚は、最終電車を逃がしかけていることにやっと気付いた。駅までは十数分の距離がある。首都圏の終電に乗ることはできても、中継駅から先は不安だった。

　一人暮らしのマンションまで、無む理りをすれば帰れないこともないが、長い打ち込み作業の疲労もある。正直、今から帰るのも億おつ劫くうだった。

　東とう都とまごころファイナンスには、労働基準法の関係で「リラクゼーションルーム」と名づけられた、宿泊用の部屋があった。

　そこはシャワールームとベッドを備えた、ちょっとしたビジネスホテル並みのスペースで、残業の者や飲み過ぎて帰れなくなった社員が、よく利用している。また、激務の合あい間まの仮か眠みん室しつとして昼間に使われていることも多い。

「──空あいてるかなぁ……」

　霧きり塚づかは、凝こった肩を片手でほぐしながら、パソコンに向き直った。社内のオンラインシステムから、部屋の〝予約状況〟を確認する。

　個室の三部屋のうち、一部屋に予約が入っていた。残りの二部屋は、帰りそびれた酔よっ払ぱらいが潜もぐり込んでいない限りは、無人のはずである。

　他に、有事の際、社員の待機に使われる大部屋の二つは、完全に空いていた。女一人で使う部屋でもないが、いざとなればそこには布団がある。オフィスの椅い子すで寝るよりはましだった。

　個室の一部屋を確保し、霧塚はほっと安あん堵どの息を吐はいた。パソコンの電源を落とすや、疲労がどっと押し寄せてくる。

　不意に、消えていたオフィスの蛍光灯が点滅し、一いつ斉せいに光を点ともした。

　霧塚は驚いて、廊ろう下かに通じる戸口を見た。

　そこでは中年太りの男が、人の好さげな眼めを見開いていた。

「なんだ、こんな遅おそくに誰だれかと思えば、霧塚か」

　ネクタイを外はずしたＹシャツ姿の男は、見つけた顔に意外そうな声をよこした。

「あ、北きた戸どさん」

　霧塚もまた、驚いて頓とん狂きような声を出した。

　先輩社員の北戸は、瑠る璃りの都みやこの鐘かね打うち・レティスマの力を持つ異い能のう者しやの一人だった。東とう都とまごころファイナンスではベテランの社員である。

　霧塚とは部ぶ署しよが違ったが、机は同じ部屋にあった。社長の華かヶが瀬せ自身が現場の人だったために、この〝営業部〟のすぐ隣となりに、社長室へ続く廊下がある。霧塚の机は、営業部の一角を間ま借がりする形になっていた。

　もっとも、この〝営業部〟のほとんどの人員は、出張中か自宅待たい機き、あるいは療養中の者ばかりで、まともに出社する義務を負う者はほとんどいない。ダミー会社たる所以ゆえんである。

「こんな遅くまで残業か？　大変だよなぁ、秘書ってのも」

　北戸はやや赤い顔をしていた。眼つきは眠たげで、多少のアルコールが入っているらしい。

「えぇ。次の方に引き継ぐ資料の、整理を……」

　霧塚は微笑で応こたえた。物腰の柔やわらかい北戸には、仕事の面でフォローをしてもらったこともある。仲は悪くない。

「そうか、おつかれさん」

　北戸はにこやかに言いながら、自分の机に歩み寄り、机の下をごそごそと動かしはじめた。

　やがて頭を出した北きた戸どの手には、珍ちん味みおつまみセットの袋と、飲みかけのブランデー瓶びんがあった。

「仮か眠みん室しつで飲んでたんだけど、ちょっとこいつが欲しくなっちまってな。コンビニまで行くのも面めん倒どうでさ」

　北戸は笑って、酒瓶を霧きり塚づかに見せびらかした。

「お前さんも一いつ献こん、付き合わないか？　根ね黒ぐろもいるぜ」

「桂けいくんも？　待たい機きですか？」

　北戸は、大おお仰ぎような身振りで手を横に振った。

「違う、違う。ほら、先週、社長の四十九日だったろう」

　東とう都とまごころファイナンス社長、華かヶが瀬せ清きよ元もとが亡なくなったのは、夏の盛りの頃ころだった。社長の死後、すぐに社長代理はきたが、一ヶ月以上を経てなお、上層部ではこの会社の今後の扱いについて揺れ続けている。

「俺おれは忙いそがしくて、法ほう事じに行けなかったから、ちと偲しのぼうと思ってな。そしたら根黒がたまたま来てたんで、ビーフジャーキーで誘さそったら、付いてきた」

「付いてきたって、犬じゃないんですから」

　霧塚は苦笑して言った。

「こんな時間にここにいるってことは、どうせお前さんも、今日は泊まりだろ？　どうだい」

「じゃあ……一杯だけ、お相しよう伴ばんに与あずかります」

　酒はそれほど好きでもない。それでも付合いと割り切って、霧塚は肯うなずいた。北戸とは仕事を通して、妙な下心を勘かん繰ぐる必要がない程度には、信頼関係ができている。

　オフィスの明かりを落とし、二人は非常灯のみの薄暗い廊ろう下かへと出た。

　酒とつまみを抱えた北戸は、持っていた懐中電灯を霧塚へと渡す。

　歩きながらに、世間話がはじまった。

「聞いたよ。お前さんも、ここ辞やめるんだって？」

　北戸は優やさしげな声で、しみじみと呟つぶやいた。

「──はい。やっぱり、向いてなかったみたいで」

「そうか……まぁ、その性格じゃあなぁ」

　くっくっと笑って、北戸は肯いた。

「でも、お前さんは、頑がん張ばってたと思うよ。社長も、お前さんの事務能力は買ってたからな──それで、これからどうする？」

「友達が、小さな事務所ひらいてて……経理の担当者を募集してたので、そこに行くことにしました」

　霧塚は正直に答えた。

　いざ失業したら帰ってくるようにと、榊さかき糾ただすからは念を押されていた。

　しかし真ま砂さごに部屋と家事仕事を譲った手前、今は戻ってもやることがない。また由ゆ姫きが自分の視線を気にして、真砂と距離を置くようなことがあっては、せっかく会わせた甲か斐いがなくなるというものである。

　家主の榊さかきは生活時間が吸きゆう血けつ鬼き並みだけに、二人の邪じや魔まになることはないはずだが、霧きり塚づかは人並みに昼の生活を実践していた。

「へぇ、経理か。その雇やとい主ぬしも、キャラバンの関係者かい？」

　霧塚の次の就職先に、北きた戸どは問いを重ねた。

「えぇ。でも、裏の仕事のあるところじゃなくて、一般の人相手に商売している、ただの個人事務所なんです。だからお給料は安いんですけど……危なくはありませんし、物ぶつ騒そうな話もありませんから」

「なるほど。それなら、ここよりは向いてそうだ」

　肯うなずいた北戸は、わずかに寂さびしげな眼めつきをした。

　横顔をうかがった霧塚は、その中年男の滅めつ多たに見せない表情を見つけて、そこに酒の効能を思った。

　エレベーターの扉ドアが目の前に迫っていた。

「北戸さんは──このお仕事、辞やめたいと思ったことはないんですか？」

　問いながら、霧塚は壁のボタンを押す。扉はすぐに開き、箱の中の眩まぶしい蛍光灯が廊ろう下かにまで漏もれた。

「あるよ」

　北戸は呟つぶやいて、エレベーターに乗り込んだ。

　狭せまい室内で、霧塚と北戸は二人きりになった。

　北戸は壁際に立ち、酔よった体をもたれさせた。

「……ガキが生まれた時にな。辞めようと思った。こんな仕事、命がいくつあっても足りねぇしよ」

　霧塚は驚いた。

「え⁉　北戸さん、お子さんがいらしたんですか？」

　てっきり独ひとり者ものだとばかり思っていた。北戸という男からは、家庭の匂においがまったくしない。

　北戸は、薄く嗤わらった。

「そのガキが死んだ時にな。あぁ、やっぱり辞められねぇって、思い直した」

　霧塚は硬こう直ちよくした。

　北戸は淡たん々たんと言葉をつないだ。

「俺おれら、レティスマの異い能のう者しやってのはさ、喉のどの奥に、球ができるだろ？　寝てる間に、それが喉に詰まっちまって、そのまま──気き道どうが狭せまいガキのうちは、たまにそういうことがあるんだ。特に球が先天的に大きい場合は、よけい危なくてな。

　生まれて三ヶ月で逝いっちまって──かみさんもそれ悲観して、なんだかんだで揉もめて別れちまった」

　霧きり塚づかは、質問を後こう悔かいした。

「ご、ごめんなさい、私──」

「別にいいって。もう昔の話さ」

　北きた戸どは酔よった声で、けらけらと笑った。

「……だけど、さぁ。そん時にね──」

　不意に、声を低く落とす。

「……神しん群ぐんて連中は、やっぱり、人が人でいるためには、いちゃいけねぇ存在だって──そう思ったな」

　霧塚は、何も言えなかった。

　エレベーターが、仮か眠みん室しつのある階に着いた。

　廊ろう下かに出てすぐ、天てん井じよう近くの表示に〝リラクゼーションルーム〟とあるのが見えた。要は仮か眠みん室しつである。

　その隣となり──あまり使われることのない医務室から、奇妙な音が聞こえてきた。

　ごつごつと、堅かたいものを砕くくぐもった音──それに加えて、ざりざりと氷を削けずるように、またくちゃくちゃと水気のあるものを弄もてあそぶように、複数の音が絡からみ合って聞こえる。

　そこは、日ひ頃ごろはただの薬置き場としてのみ使われている場所だった。年に一度の健康診断の折には、キャラバンに関かかわる医者もその部屋を使うが、こんな真夜中に電気がついていることは少ない。

　霧塚は、北戸と顔を見合わせた。

　北戸は首を横に振った。

「……いや、俺おれが上に行った時は、誰だれもいなかったはずだが……」

「でも……誰か、いません？」

　霧塚は、そっと医務室の中を覗のぞき込んだ。

　手元の懐中電灯で照らすと、無人の白いベッドと、使う者もいない机が闇やみに浮き上がった。

　音は──医務室の奥にある、処置室から聞こえていた。

　霧塚は闇の医務室に一歩を進めた。恐きよう怖ふを感じる前に、不ふ審しん者しやの可能性をまず疑っていた。なにより、背後には北戸もいる。

　そこは処置室とは名ばかりの、冷凍設備を伴った死体の安あん置ち所じよでもあった。

〝神群狩り〟という仕事柄、この社では死人が出ることも珍しくない。

　ただし、神群に関係する騒動では、遺体が原型を保っていること自体が珍しく、また出先では、そのまま病院へと搬はん送そうされるため、ここが当初の目的のとおりに使われるケースはほとんどなかった。

　冷凍設備は、殺した神しん群ぐんの組織の断片を、一時保管する際にも使われることになっていたが──その機会もまた、この部屋が造られてから一度もない。

　霧きり塚づかが知っているこの部屋の利用法は、それだけだった。

　夏場には、一部の社員がこっそりと氷菓子の保管に使っていたことが発覚もしたが、季節はもう秋に近い。

　一方で──北きた戸どには、その全面タイル張りの部屋の、もう一つの利用法について思い当たることがあった。

　音についても、その利用法を考えれば納なつ得とくがいく。

「あ、霧……」

　その点に気付くや、北戸は慌あわてて霧塚を制しようとした。

　今日、ここに根ね黒ぐろ桂けいが来ていた理由──

　無口な彼は何も言わず、北戸も、たまたま来ていただけだと一人合が点てんしていた。

　止める声は、わずかに遅おそかった。

　霧塚の懐中電灯は、もう処置室の中を照らしていた。

　白いライトの中に、まず青白い裸はだかの脚が浮いた。

　悲鳴をあげそうになった霧塚は、次の瞬間、悲鳴にさえ逃げられて絶ぜつ句くする。

　銀髪の少年が──

　素す手でで、死体を千ち切ぎっていた。

　骨ごとに肉をむしりとり、口に押し込んでは咀そ嚼しやくしていく。硬かたいはずの骨が、少年の歯にかかると軟なん骨こつのように軽く砕けた。

　傷口の青い死体は、上半身がすっかりなくなっていた。

　霧塚の懐中電灯の前では、残りの体がみるみるうちに喰われていく。

　そもそも、屍し肉にくは半分でも、少年の小さな体に収まる量ではないはずだった。にも関かかわらず、口の奥に別の空間があるかのように、少年は千切った死体を嚥えん下かしていく。

　冷凍保存されていた死体は、まだほとんどが凍こおりついたままで、臭においはさほどしない。血液さえも凍ったままらしく、辺りには血けつ痕こんもあまりなかった。ただ、氷のままで点々と散った血が溶けて、そこに跡をつくってはいる。

　少年は、入ってきた霧塚と北戸を無視して、ただひたすらに屍肉を貪むさぼっていた。

　それは〝食事〟などという、生なま易やさしい行為ではなかった。

　食欲もないのに、ただ義務として、そこにあるものを自らの体に無む理り矢や理りに押し込んでいく──そんな気配さえある。

　今いま更さらのように、凍った死体の薄い死し臭しゆうが霧塚の鼻び腔こうをついた。

　溶けた血と体液にぬめった少年の手指が、青黒い内臓を摑つかみとり、犬けん歯しを剝むいた口に詰め込んだ。

　口中のものを一息に飲み込むや、シャツに隠かくれたその背中で、ぼこりと何かが蠢うごめいた。

　少年は、そこで一いつ拍ぱくの間まを置く。

　霧きり塚づかには、屍し肉にくを貪むさぼる少年の体に、何が起きているのかわからなかった。

　死んだような感情を宿さぬ眼めで、少年は屍体の脊せき髄ずいを砕き、腸ちようを引き千ち切ぎっていく。

　そこにあるのは、〝人の死体〟ではなく、ただ一個の〝死体〟だった。牛や豚ぶたではなく、また鳥やその他の獣けものでもないが、すでに死んで数日以上が経過した〝死体〟でしかない。

　その解体の光景は、むろん凄せい惨さんではあったが、どこか皮ひ肉にくを感じさせた。人がいつも獣にしていることを、同族である人に対して行っている──つまりは、それだけのことでもある。

　違う点は──人は、獣を殺して喰くうことに慣れているが、人を喰うことには、慣れていない。

　実行はもちろんのこと、その光景を見ることにも──

　銀髪の少年は、内臓を伴った屍肉の塊かたまりを嚥えん下かした。間を置かずに、がつがつと機械のように肉を食はんでいく。

　小さな少年の体の体積より、食している体の方が間違いなく大きい。

　霧塚は、眩暈めまいを憶おぼえた。

「──う」

　足元が怪あやしくなり、視界が暗転する。

「あ。おい、霧塚！」

　北きた戸どが慌あわてて、その体に手を差し伸べた。

　貧血を起こした彼女は、吊つられた糸が切れたように、そこへふらりと倒れ込んだ。
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　世界のどこでだって、ぼくはぼくでいられる自信があるから──

　幼い頃ころ、彼はそう言った。

　千せん界かいの鍛冶かじ師し、ルールーブ──

　その異い能のうを受け継ぐ者は、少なくない。

　しかし彼ほど、極端にその力を受け継ぐ者もまたいない。

　ルールーブの異能者は、人の筋力の限界を超えた手指の力と、抜群の器き用ようさとを併あわせ持もつ。

　通常の異能者ならば、その指の力は人の骨を砕き、また精せい緻ちな指使いは芸術とも呼べる工芸品の製作に役立つ。

　彼の──乾いぬい真ま砂さごのそれは、しかしその域を遥はるかに超えていた。

　甲こう院いん派での人体実験により、彼はルールーブの〝本体〟の一部組織を、そのまま体に移植された。

　ルールーブにおいて同様の実験を施ほどこされた者は他ほかにもいたが、激しい拒きよ絶ぜつ反応の末すえに、発はつ狂きようと死を免まぬかれたのは彼のみだった。

　数少ない、神しん群ぐんの〝組織〟の移植成功例──

　それが、甲院派の残した子供達だった。

　彼らは、人と神群との融ゆう合ごう体たいといってもいい。

　当然ながら、総数はさほど多くない。そして生き残った数より、犠ぎ牲せいとなった数の方が遥かに多い。

　榊さかき糾ただすにとって、彼らの存在は、自らの罪と贖しよく罪ざいを象徴してもいた。

　彼らが今、生きていること、彼らを見守ること──それが、彼女の贖罪だった。

　その背負った十じゆう字じ架かの一つでもある少年が今、榊糾の目の前にいた。

　今は十六の歳としに成長した彼も、甲院が壊かい滅めつした折には、まだ六歳の少年だった。

　実験の被ひ験けん者しやとなったのは、子供ばかりではない。初期の頃には大人おとなの体も使われていたと、榊は聞いていた。

　しかし胎たい児じから幼児にかけての子供が、神群の異能にもっとも適応しやすく、その事実が実験結果から明らかになるにつれ、被験者の多くは子供によって占しめられはじめた。

　その子供達は、多くが甲院派の内部で生まれていた。

　甲院派は、その思想と行為に賛同する異能者同士をかけあわせることによって、複数の神群の影響を受ける子供、あるいはより濃こい血を受け継ぐ子供を〝実験体〟として生み出した。

　つまり真砂のような子供達は、最初からモルモットとしての生を享うけている。

　十年前──そんな甲院派の研究施設が、日本を中心とする世界の各地に点てん在ざいしていた。

　フローラ、ファウナ、乾いぬい真ま砂さご、根ね黒ぐろ桂けい、碑ひ文もん谷や由ゆ姫き──彼らはいずれも、日本にあった研究施設の一つで育てられた子供達だった。

　榊さかき自身、そのあたりの事情には人よりも詳くわしい。

　──成長した少年を目の前にして、榊は言葉に詰まっていた。

　乾真砂は温和な眼まな差ざしで、榊を見ていた。

　その視線が、榊糾ただすにはどうにも重い。

　言葉のはじめが見つからぬままに、榊はただ、少年の顔を見つめていた。
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「先生、ご用というのは？」

　夕食の直前、寝覚めの榊に呼ばれた真砂は、彼女の書しよ斎さいに立っていた。

　人を呼んでおいて、榊はなかなか口を開かない。

「先生」

　真砂は、もう一度呼びかけた。

　感かん慨がい深げに少年の顔を見つめていた榊は、そこでふっと我に返った。

「あ……うん。まぁ、そこ座って」

「────はぁ」

　真砂は、榊の指差した周辺を見回した。

　見渡せるほぼ全すべてが、本と紙の山だった。

　さして広い書斎でもなかったが、四方の壁際には天てん井じようまで本棚が聳そびえ立ち、床ゆか面積の八割方かたが棚からあぶれた本に占せん拠きよされている。部屋の入り口から机までの道にさえ、何かを印刷した紙が散乱しており、踏みつけながらでなければ歩けない有あり様さまだった。

　座る場所など、見当たらない。

「あの──どこに……？」

「あぁ、そこの山、下にソファがあるんだわ。周りのもんは適当にどけて」

「──立ったままで、結けつ構こうです」

　半なかば呆あきれて、真砂はその場に立ち尽くした。

　大量の荷物をどけて座る場所を探すよりも、立っていた方がよほど楽だった。

　書斎の椅い子すに腰掛けた榊は、座面を回して真砂に向き直った。ふちなしの眼鏡メガネの奥で、優やさしげな眸ひとみが笑っている。

「じゃあ、私の膝ひざに座る？　あの時みたいに」

　榊はそう言って、洗いざらしたジーンズの膝をぽんぽんと叩たたいた。

　真砂は眉まゆをひそめた。榊の言葉に心当たりはない。

「──あの時？」

「憶おぼえてないよね」

　榊さかきは笑った。

「私ね。一度だけ、君に会ったことがあるのよ」

　その言葉を、真ま砂さごは素直な驚きをもって聞いた。

「そうなんですか？」

「うん。君達が、甲こう院いん派の研究所から出た、あの日に──一度だけ」

　榊は眼めを伏せた。

　真砂の表情が固まった。甲院の研究所から出た日に会った──それはつまり、真砂達を救った側に、当時の彼女がいたということでもある。

「夢ゆめ路じさんに連れてこられた君達を、車に乗せて──でも席が足りなくてさ。私の膝ひざに、君を乗せたの」

「はぁ……？」

　曖あい昧まいな返事をしつつ、真砂は記憶の糸を手た繰ぐった。

　確かに──誰だれかの膝に乗せられて、研究施設を出た記憶はあった。だが、それが目の前にいる榊糾ただすだったとは、今はじめて知った。

　榊は脚を組むのと同時に、両腕をひじかけに預けた。私服姿ではあるが、その理知的な容よう姿しとあいまって、ポーズは患かん者じやに対する医師の姿を連想させる。

「ルールーブの異い能のうを受け継ぐ人は、今の山やま之の内うち派にも多いけど──ルールーブの〝移植実験〟で成功したのは、確認される限りでは君だけでしょ？　だからさ、膝に乗っけてる間も、もし急に暴あばれ出したらどうしようって、結けつ構こうびくびくもんでさ」

　からからと笑った。

「──そうでしたか」

　真砂は、ある種の感かん慨がいを込めて呟つぶやいた。

　遠い記憶ではあったが──当時のことは、今も夢に見る。

　それは幼い心につけられた傷だった。まだ、かさぶたが癒いえていない。

　──おそらく、癒えることはない。その痛みに慣れ、またいずれは痛みを感じなくなったとしても、それは傷が癒えたことにはならなかった。

「でね。その車に乗ってる時にさ。私、君に聞いたのよ。〝怖こわくない？〟って。だって、どこに連れて行かれるかもわからない状態だったでしょ？　そしたら真砂君、強がる様子もなくて、ただ普通に〝怖くない〟って答えてた。

　だけど、ほんとに少しも怖くないはずなんてないと思ってさ。私、どうして？　って、聞いてみたの。

　真砂君、あの時、自分がなんて言ったか憶えてる？」

　真ま砂さごは、首を横に振った。いかにも古すぎる話ではある。

「いいえ。なんて言いました？」

　榊さかきは、ふふっ、と低く笑った。

「秘密──でも、かっこよかったよ。六歳やそこらの子供とは思えなかった。その後、何年か経たってから、由ゆ姫きがうちに来て──私に慣れてからは、よく、君の話をしてた。

　だからなんか、君がここに来たときも、初対面とは思えなくて……って、確かに十年前に一度、会ってはいるんだけどさ。妙に懐なつかしい気がしたよ」

　榊は、親しみの籠こもった笑みを真砂に向けた。

　真砂は、革の手袋に覆おおわれた手を、申し訳なげに口許に当てた。

「……すみません。ぼくは、憶おぼえていませんでした」

「仕方ないって。まだ小さい頃ころだったんだし、私も名乗ったわけじゃないから」

　あっけらかんと言って、榊は椅い子すから立ち上がった。

「別に、私の思い出話をするために来てもらったわけじゃないんだ。今朝──真砂君、ここでの仕事を長く続けるつもりって、言ってくれたよね？　それなら、ここに来てくれた記念ていうか、就職祝いっていうか──そんな感じで、ちょっとおもしろいもの、見せてあげようと思って」

「おもしろいもの──ですか？」

　問い返した真砂の声に、榊はにっこりと意い味み深しんに、誘さそうような微笑を浮かべた。

「そ。こっちに来て」

　そう言うと、榊は部屋の隅すみ──壁際にある本棚の前に立った。

　真砂は、榊がコレクションの自じ慢まん話ばなしでもはじめる気かと思った。

「本とか資料にはあまり、興味ないんですが……」

「いいから、おいでよ。一見の価値はあるわよ。時価にして……そうだなぁ、カーマイン派あたりに売りつければ、四、五十億はぽんと出すかな。言い値で買ってくれるわ、きっと」

「……それはまた、ずいぶんと景気のいい話ですね」

　話半分でも二十億──冗じよう談だんにしか聞こえない数字ではある。興味は惹ひかれた。

　榊は本棚の端から、一冊の本を取り出した。

　それはなんの変へん哲てつもないハードカバーの本だった。タイトルは細こまかい英字で、咄とつ嗟さに判読はできない。

　榊は、その本を小こ脇わきに抱えると、腕を本棚の奥へと突っ込んだ。

　その姿を見て、真砂は驚くよりも苦笑した。

「本棚の奥に隠かくし部屋なんて、いまどき流行はやりませんね」

「流行り廃すたりはどうでもいいの。こんな狭せまい家じゃ、他ほかに大した隠し場所もないんだから──っと。よし」

　榊さかきは呟つぶやきながら、棚の奥に隠かくれた鍵かぎを回した。

　本棚の側面と接した壁は、見た目には隠されていたが、ちょうど戸と袋ぶくろのように中が空あいているらしい。その中に、榊は棚を半分ほどスライドさせる。

　本棚をどけた壁には、やや小さめのジェラルミンの扉とびらがついていた。

「ちょっと狭せまいけど──」

　無ぶ愛あい想そうな扉の鍵を開けて、榊は先に小部屋へと入っていった。

　すぐに中でオレンジ色の明かりがつき、榊が顔を振り返らせる。

　真ま砂さごは──

　その手の爪つめが、ふと疼うずくのを感じた。

　手袋に隠れた真砂の両手は、人のそれとは様子が違っている。五本の爪つめは金色で、猛もう禽きん類るいのように長く、そして厚い。

〝千せん界かいの鍛冶かじ師し〟ルールーブの異い能のうは、その特殊な形状の指にあった。

　指の力は、常じよう人じんよりも遥はるかに強い。

　また爪の強度も、力の込め方次し第だいで自在に変えられる。爪を柔やわらかい状態にして〝細さい工く〟し、その後、力を込めなおせば、形そのものを変え、刃に近い切れ味を生むこともできた。

　乾いぬい真砂の場合には、ここに加えて、他のルールーブ系の異能者にはない特殊な力が備わっている。

　彼の手の甲には、千界の鍛冶師の〝体の一部〟そのものが移植されていた。

　爪とよく似た質感の、半透明の丸い円えん盤ばん──両手の甲を覆おおうそれは、ルールーブの体から、甲こう院いん派が削けずり取ったものだった。

　その〝爪〟の影響のために、真砂はルールーブの異能者達の中では、幼い頃ころから最強の存在とされていた。

　もっとも、ルールーブという枠わく内ないに限っての最強程度では、もっと強い他の神しん群ぐんの異能者がまだまだ多い。

　キャラバンの上層部にいる、人知を超えた能力の持ち主達──彼らに勝てるだけの力があるかと問われれば、真砂はもちろん、〝及ばない〟と答えるしかない。

　それでも、真砂の戦闘力は多くの者が認め、恐れるところでもあった。

　たった二本の両りよう拳こぶしと、そこから生えた十本の指。

　その真砂の武器は、榊が隠し部屋への道を開けた途と端たんに、痒かゆいほどに疼き出した。

　──中に、何かがある。

　真砂はそう直感した。

　神群の異能者は、ごく稀まれに、神群と関係する物に反応を示すことがある。

　神群の探知そのものを能力とする異能者もいるにはいるが、絶対数が恐ろしく少ない。そういった極端な例ではなく、異能としての探知とはまったく別に、いわば剣けん客かくが殺さつ気きに反応するようにして、神しん群ぐんの気配が感じられることは珍しくなかった。

　今、真ま砂さごが感じたのも、まさにそれだった。

　といって、隠かくし扉とびらの向こうに〝神群〟そのものがいると思ったわけではない。真砂が感じたのは、神群に深く関係する〝何か〟の存在だった。

「榊さかき先生──」

　真砂は、革の手袋に包まれた両りよう拳こぶしを、強く握り込んだ。革が軋きしんで、ぎちりと鳴いた。

「──やっぱり、わかる？」

　隠し部屋への入り口から顔を振り向かせ、榊はにやりと笑った。

「私は慣れちゃってるから、別にあれなんだけどね。この部屋は他ほかに由ゆ姫きと雅みやびしか知らないけれど、あの子達もここは嫌がってる。まぁ来てごらんよ。危ないことはないはずだから」

　榊の手招きに応じて、真砂は狭せまい入り口をくぐった。

　冷たい風が首筋を撫なでたのは、気のせいではない。狭い隠し部屋の中には、専用の空調設備があるらしく、湿度と温度が低い状態で一定に保たれていた。

　四方を壁に閉ざされた窓のない部屋に入るなり、真砂は息を吞のんだ。

　正面と左右の壁が、つくりつけの棚になっていた。

　そこに収まるものの多くは書籍だったが、中には前衛芸術的なオブジェや──もっと、奇妙なものもある。

　太い鎖くさりで雁がん字じ搦がらめにされた、蓋ふたつきの鏡かがみ。

　瑞みず々みずしい虹にじ色いろの花弁はなびらを開かせた、小さな鉢はち植うえの花。

　刃先がぶよぶよとして、見るからに柔やわらかそうなナイフ。

　そして──

　入り口の真正面、目の高さにいた〝魚〟と、真砂の眼めが合った。

　真砂は無意識に、ごくりと唾つばを吞んだ。

　それはホルマリン漬づけのガラス筒だった。子供が一ひと抱かかえできるほどの大きさで、容器の上下は銀色の金属で完全に密みつ封ぷうされている。

　奇妙なのは、中にいる魚の形だった。

　畸き形けいと言ってもいい。

　魚の頭とほぼ同じ大きさの、出で目め金きんのような目玉がついていた。

　眼の全体が澄すんだ水晶体となっており、それが左右に連なっているために、棚の反対側が透すけて見える。

　その目玉を見ただけで、真砂はその魚が、自分の知らない種であることを確信できた。

　全体のシルエットは、熱帯魚にいそうな三角形に近い扇せん形けいで、背せ鰭びれ、胸鰭、尾鰭は孔く雀じやくのように広がっている。ただし鱗うろこはなく、全身はぬめった光こう沢たくの病的に白い皮膚で覆おおわれていた。

　生き物というよりは、創つくられたオブジェのような印象さえある。

「あぁ、それ？　ウーパールーパーみたいで可愛かわいいでしょ」

　ホルマリン漬づけの中身に見み惚ほれる真ま砂さごに気付き、榊さかきが苦笑交じりに言った。

　水晶じみた眼めの間には、小さな小さな口が複数ついていた。歯は見えないが、縦に四つが連なっている。

「──なんですか、これ……畸き形けいの魚みたいですが……」

「私らの間では、龍りゆう舌ぜつ魚うおって呼ばれてるけど」

　榊はビーカーをこんこんと叩たたいた。音に反応して、透明だった水晶の眼が真まっ青さおに染まった。深海の青さを思わせる濃い青色は、真砂を意味なく不安にさせた。

「まさか、これ、生きて……」

「とっくに死んでるわよ。中身も一部、なくなってるし。ただ、この眼が外からの振動に反応して、色を変えるだけ。どういう仕組みかもわかってないし、なんの意味があるのかもさっぱりだけどね。それより、こっち来て」

　榊は事も無げに言って、小部屋の一いち隅ぐうから真砂を呼んだ。

「珍しいのはわかるけど、そんな魚、ただの標本よ。本題はこっち」

　小部屋の一隅、薄暗い個所に、小さなアンティーク調の机が置いてあった。

　榊は、その抽ひき斗だしに掛かっていた鍵かぎを開け──

　抽斗を、押しこんだ。

　壁の奥で、がちりと留とめ金がねの外はずれる音がした。

　続いて榊は、机の下に潜もぐり込み、壁と同じ素材で隠かくした小さな扉とびらを開ける。

　覗のぞき込んでいた真砂は、そのまわりくどい仕し掛かけに呆あきれ返った。

「──随ずい分ぶんと大おお仰ぎようですね？」

「罠わなとか仕掛けてないだけ、ましだと思うけど。六十億の本よ？　無用心なくらいでしょ」

　さりげなく値段が吊つり上がっていた。つまりは、榊の気分次し第だいの時価ということらしい。

　真砂はあまり期待せずに、彼女が机の下から取り出した物に眼をやった。

　羊よう皮ひ紙しに包まれたそれを、榊は机の上に置き、包装を解く。

　あらわれたのは、縦横三十センチほどの、ごく薄い正方形の本だった。

　全体が黒を基調とした金属製で、一方の表面には、蚯蚓みみずに似た模様が二つ、絡からみ合うように彫ほりつけられている。モチーフはさておき、その細さい工くは民芸品のような柔やわらかさをもち、どこか和の味わいをもっていた。よくよく見れば、その下部には小さく、〝招しよう神しん〟という文字が浮き彫りにされている。漢字文化圏の品ではあるらしい。

　金属の表紙と裏表紙には、箱状の造形がなされており、脇わきからページの紙は見えなかった。

　本の表紙の脇にも、鍵穴がついていた。表と裏の表紙を繫つなぎとめる錠じよう前まえに、榊は年代物の小さな鍵を指しこむ。

「いい？　開けるわよ」

　その額に、汗が浮いていた。

　真ま砂さごは違い和わ感かんを覚えた。たかが古書を開くのに、それほど緊張する必要があるとも思えない。それが捜さがし求めた末すえにやっと出合えた稀き覯こう本ぼんならさておき、目の前のそれは値段はともかくとして、榊さかき糾ただすの所有物である。

「先生、開ける前にうかがいますが……危ないものなんですか？」

「私達にとっては、別に危なくないと思うけど──そこの魚よりは、ヤバいかな」

　榊の細い手指が動いた。

　真砂は自らの手の疼うずきに耐えかねて、両手をがっちりと組み合わせた。

　金属の表紙が、留とめ金がねを軋きしませながら開いていく。

　──中には、何もなかった。

　そこにあってしかるべきもの──〝表紙と背表紙の裏側〟がない。

　本と同じサイズの真っ暗な空間が、ただ深く静かに口を開けている。

　真砂は我が眼めを疑った。

　つい触さわってみようとして、榊の手に止められる。

「一応、やめといた方がいいわ。何もないとは思うけれど、念のために」

　びくりとして、真砂は手をとめた。

「見ていて──ここからよ」

　榊は本の上に手をかざし、ぼそぼそと小声で呟つぶやきはじめた。

「長ながくのたうつ女め神がみ、アラクナの御み名なにおいて請こう──我はアラクナの信しん奉ぽう者しやにして、その使つかい女めなり。我が心の声を聴ききし者は、その身をもって応こたえよ──」

　暗くら闇やみに、変化が起きた。

　まるで宇宙に続く窓のように、際さい限げんなく広がった闇の奥に、星に似た小さな点が浮かび上がる。

　白い星、赤い星、青い星、黄色い星──色を様々に変えながら、悠ゆう久きゆうの闇よりぽつぽつと浮かび上がってくる。

　しかし、ものの数秒もしないうちに、それらの星は闇に吸いこまれるようにして、次々に消えていった。

　後には、何もない空間だけが広がっている。

「なんですか……今の？」

　真砂が問うと同時に、榊は本を閉じた。再び鍵かぎをかけなおし、隠かくし場所へと仕し舞まいはじめる。

「……この本はね。本当は、もうこの世に存在しないことになっているの。

〝招しよう神しん帳ちよう〟、あるいは、〝アラクナ聖せい典てん〟て言うんだけど──これがここにあることを知っているのは、私と由ゆ姫き、雅みやび……それに、せいぜいエスハとフェルディナンくらいかな。あの二人が知っているとは限らないけれど、あいつらは何を知っていても、おかしくないから」

「アラクナ──聖せい典てん……」

　返して呟つぶやくや、真ま砂さごは背筋に悪お寒かんを覚えた。

　その神しん群ぐんの名には、心当たりがあった。

　碑ひ文もん谷や由ゆ姫きに異い能のうを与えた迷めい宮きゆう神群、長ながくのたうつ女め神がみ、アラクナ──

　何かの関連があることは、疑いようがない。

　ごそごそと机の下に本を隠かくしながら、榊さかきは背後の真砂に説明を続けた。

「今、私はこの本の中に──ううん、この本とつながった異い界かいにいる連中に、〝私はアラクナの関係者です〟って噓うそをついて、呼びかけたの。でも、呼ばれて出てきた彼らは、私の噓を見破って、帰っていっちゃった。つまり、そういうこと。この本を扱えるのは、アラクナの異能を受け継いだ者だけ──アラクナの異能者の願いなら、彼らはきっと、聞き届けるわ。少なくとも、甲こう院いん派ではそうだった」

　真砂はぶるりと身震いした。何に怯おびえているのか、自分でもわからない。

「じゃあ──由姫なら……？」

「……どうかな。怖こわくて試してない。あの子も、この本を怖がってるし──実はね。アラクナの実験では、この本から〝出てきた連中〟を、普通の子供達に寄き生せいさせたらしいの。被ひ験けん者しやはほとんど死んじゃったけれど、由姫は運よく生き残って……だから、この本が怖いものだってことは、なんとなくわかっちゃうみたい」

　抽ひき斗だしを元の位置に戻し、榊は錠じようを下ろした。

「……そんなもの、一体どこで……」

　止まらない冷や汗を袖そで口ぐちで拭ぬぐいながら、真砂は常になく硬かたい声で問いかけた。

　本を仕し舞まい終えた榊は、真砂に向き直ると、視線を逸そらして呟いた。

「私はね、元もと々もと、甲院派の研究者だったの」

　──真砂は沈黙した。

　その表情が、ある種の強い感情の波に支配され、次し第だいに強こわ張ばっていく。

「──怖い顔ね。君でもそんな顔、するんだ？」

　わずかに眼めをあげた榊は、しかし真砂の視線に射い竦すくめられるや、また眼を逸らした。

「……でも、安心して。私は、君達の敵じゃないつもり。

　私の父親が、やっぱり甲院の研究者で……私も就職するまで、奴やつらがあんなことやっていたなんて、全然知らなかった」

　榊の言葉は、懺ざん悔げの響きを伴っていた。

　甲院は、元は小さな村落の、ほそぼそと続いていた神かん主ぬしの家系だったらしい。しかし数代前から、他の神群の異能者達をも抱き込みはじめ、そして代々の当主の中、最後に、甲院薫かおるという娘があらわれた。

　彼女の代まで、甲院の当主達は自らの危険思想を隠し続けていた。

　その目指すところは、いたって単純だった。

　全ての人間を、異能者にする──

　目的は、その一事だった。甲こう院いん派は、その後で自らが世を支配することも、また恒こう久きゆう的てきな平和を求めることもしなかった。

　ただ、全すべての人間が異い能のう者しやになれば、異能者に対する差別はなくなり、また異能者が一般の者を見下すこともなくなると考えた。

　甲院の派は閥ばつは、その理想のために──神しん群ぐんの人に対する影響を強くし、またより影響を受けやすい人類を造るために、人体実験という手段を取った。

　実験そのものは、希望者を対象に、薫の先代の頃ころから行われていたが、暴走をはじめたのは彼女の代である。

「──ショックだったよ。私の父親も、家では優やさしいお父さんだったし。だけどね、やっぱり、私はあんな研究、絶対間違ってるって、そう思ったから」

　ぽつぽつと、榊さかきは途と切ぎれがちな言葉を紡つむいでいく。

　真ま砂さごは、やや表情を緩ゆるめた。

「だから──私は、甲院派を裏切った。夢ゆめ路じさんやキャラバンの他派に通じて、自分から甲院の内情を外に漏もらすスパイになったの」

　榊の告白を聞いた真砂は、思わず眼めを剝むいた。

　子供の頃とはいえ──自身が甲院派の中に身を置いていた者として、榊の行為がどれほど危険なものだったかは想像がついた。もしスパイ行為が発覚すれば、死が前提となる、最悪の実験の被ひ験けん者しやにもされかねない。

　そしてそこには、死に至る過程で、安息の死よりも恐ろしい苦痛が待っている。

　榊糾ただすは、自じ嘲ちようするような、それでいて照てれるような微笑を浮かべた。

「少しだけ、自じ慢まんしていい？　甲院を破滅させたのは、たぶん、私。もちろん、他の人も頑がん張ばったよ。山やま之の内うちさんだって、甲院派との戦いを通じて、今の山之内派を形成したんだし。

　だけど──甲院にとって、一番の〝裏切者〟は、まず間違いなく私かな」

　真砂の榊を見る眼は、そこで変わっていた。

　甲院が壊かい滅めつしたのは、ほんの十年前──その頃、彼女はまだ二十代そこそこのはずだった。そんな年代の娘が、甲院の中にあって、彼らを〝裏切る〟決断ができたことは、尊敬に値あたいする。

　霧きり塚づかや由ゆ姫きが、彼女に親近感を示している理由──

　ひいては、キャラバンの上層部において、榊糾の名がある程度の重きをなしているその理由に、真砂ははじめて合が点てんがいった。

　公おおやけにされている事実ではなくとも、彼女と親しい周囲においては、それは公然の秘密らしい。

「だから仙せん崎ざきあたりは、今でも私のことを敵視しているわ。

　ただ、今殺すと、山之内さんや夢路さんに自分が睨にらまれちゃうから、何もしてこないだけ。山やま之の内うち派が崩れたり、あるいは仙せん崎ざきに乗っ取られたりしたら──その時は、ヤバいかな」

　榊さかきの言葉の意味を嚙かみ砕き、真ま砂さごは思し案あんした。

　仙崎竜りゆう太た郎ろうは、甲こう院いんから山之内派に寝返った異い能のう者しやだが、当時からその裏切りには多くの疑ぎ問もん符ふがついていた。

　実のところ、彼は甲院の〝指示〟で寝返ったと言われている。山之内派が勝った場合に、生き残った甲院の支持者を同派に融とけ込こませるための布ふ石せきだったらしい。

　結果として、壊かい滅めつした甲院派の残党は、残党狩りなどの目に遭あうこともなく、山之内派にいた仙崎の下にあっさりと吸収されていた。

　もし、山之内派、ひいてはキャラバンの全体が壊滅に追い込まれ、甲院派が生き残っていた場合には、仙崎も元もとの鞘さやに納まっていたであろうことは想像に難くない。

　山之内派の首しゆ魁かい、山之内謙けんは、神しん群ぐんには厳しいが、なによりも人命を尊重していた。その甘さに、甲院と仙崎竜太郎が付け込んだともいえる。

　そして現在の山之内派は、その仙崎の息のかかった強行派と、山之内に近い立場の穏おん健けん派が入り乱れ、それぞれが譲じよう歩ほと脅きよう迫はく、建たて前まえと本ほん音ねを使いわける交渉を繰り返し、時には実力行使を伴って、暗あん闘とうの真っ最中にある。

　仙崎をはじめとする強行派は、神群狩りという目的のためには、人命を賭とすことも躊躇ためらわない。

　それに抗こうする真ま名な井い秀ひで世よや南なん郷ごう司つかさといった穏健派の幹部は、キャラバン他派との兼ね合いを尊重しながら、危険な神群のみを狩りだし、平時は穏おだやかに事を運ぼうとしていた。

　その対立する二つの閥ばつの間には、どちらの味方とも言い切れない、ただの構成員達も数多く存在する。

　それぞれの思惑おもわくが微妙な力関係の中でせめぎあっているために、もつれた糸の全すべては、誰だれにも見えていないのが実情だった。

　真砂のリストラも、その遠えん因いんは穏健派と強行派の対立構造にある。

　目の前にいる怠たい惰だな研究者が、意外な大物である可能性に、真砂はやっと実感が湧わいてきた。

　根ね黒ぐろ桂けいに言われた〝深入りするな〟の言葉は、つまりこのあたりの複雑な事情に絡からむ警告だったらしい。

　真砂は、榊の後について隠かくし部屋を出た。

　書しよ斎さいの机に戻った榊が、椅い子すに深く腰掛けた。

　その正面に、先程まではなかった緊張感をもって、真砂は立つ。

「ぼくがここに雇やとわれた事情が──やっと、わかりました」

　真砂がそう言うと、榊は微笑ほほえんだ。

「いい？　真砂君。雅みやびはたぶん、そこまで考えないで、君をここによこした。私の警けい護ご云うん々ぬんより、由ゆ姫きと君を会わせたくて、ついでに家事を手伝ってあげて欲しかっただけだと思う。

　私も、由ゆ姫きがずっと君に会いたがっていたのは知っていたから、雅みやびのアイディアに一枚嚙かんだ。

　これまでの話を踏まえた上で、君に聞くけれど──君の、ここでの任務はどういうことか。本当に、わかってる？」

　真ま砂さごは肯うなずいた。

「報ほう酬しゆうを戴いただくからには、全力で先生を警けい護ごをさせていただきます。もちろん、こちらでお世話になる間は、ですけれど」

　努つとめてビジネスライクに、真砂は応こたえた。

　榊さかきは、どこか寂さびしげな微笑を浮かべて、首を横に振った。

「──違うのよ。君にお願いしたいのは、そういうことじゃないの」

　榊は眼鏡メガネを外はずし、真っ向から真砂の眼めを見み据すえた。

　雇やとい主ぬしの要求が摑つかめずに、真砂は戸と惑まどった。

「勘かん違ちがいしないで。君の任務は、〝私〟を守ることじゃない。私が死んだあと、由姫のことを護まもってあげて欲しいの。あるいは私が襲われたときに、あの子が巻まき添ぞえにならないよう、護ってあげて。それが、君がここにいる理由」

　榊の澄すんだ眸ひとみが、真砂に訴うつたえかけた。

　真砂は絶ぜつ句くした。

　榊は穏おだやかな口調で、言葉を続ける。

「何年後かに、もし、あの仙せん崎ざき竜りゆう太た郎ろうが山やま之の内うち派を完全に掌しよう握あくして、私のところに刺し客かくがきたとしたら──その時に、由姫や雅だけは巻き添えにしたくない。死ぬのは私一人で充分だし、私一人を始し末まつすれば、連中の気もすむはずだから」

　榊は微笑のまま、溜ためていた息を大きく吐はいた。心の疲れを吐き出すようなその息には、諦あきらめと覚かく悟ごが同居していた。

「……ほんとは、私がとっとと死んじゃえばいいんだけどさ。山之内さんより、仙崎が先に死んでくれる可能性もあるし、正直、もうちょっと生きていたいって、思ってるから」

　そう言って、榊は真砂を指差した。

「うちのお姫様を守るナイト役、よろしくね」

　真砂は髪に手袋の指を突っ込み、軽く頭を押さえた。

「──ぼくはてっきり、守しゆ衛えいと家事手伝いの兼任ぐらいのつもりで、ここに来たんですけれどね」

「辞やめる？」

　答えを確信している様子で、榊が苦笑交じりに問う。

「むしろ、辞めるわけにいかなくなりました。そのつもりで話してくれたんでしょう？」

「ははっ……まぁね。でも、無む理りはしなくていいから。自分の命が一番大事だよ」

「ご心配なく。言われなくても給料以上の働きはしません」

　笑ってそう流しながらも、真ま砂さごは内心で、もう覚かく悟ごを決めつつあった。

　この仕事に、新しい意義と価値を見出せた。

　榊さかき糾ただすは由ゆ姫きだけを護まもればいいと言ったが、真砂にそのつもりはなかった。つまりは、この甘い雇やとい主ぬしを気に入ってしまったのである。

　外はずしていた眼鏡メガネをかけなおし、榊は肯うなずいた。

「ありがとう、真砂君」

　その声には、真しん情じようが籠こもっていた。

「──そうそう、で、もし私になんかあったらね。カーマインのとこにでもあの本を売って、由姫と君の退職金にしなさい。文ふみ槻つきさんに仲ちゆう介かいを頼めば安全よ。悪い話じゃないでしょ？　成功報ほう酬しゆう、五十億よ」

　榊は思いついたように、そう付け加えた。

　文槻派は、派は閥ばつを超えた赤十字的な役割を担になう少数派だった。キャラバンの中では、各派をつなぐパイプの役割を果たすことも多い。

「……ただし、山やま之の内うち派にだけは渡しちゃだめ。あそこには仙せん崎ざきがいるから。

　あの本はね。本当は、個人が持つようなものでもないの。アラクナの異い能のう者しやがその気になって使うと危険なものよ。多分、山之内派の人達は、そのことを知らない。知っているのは仙崎とか、もともと甲こう院いんの上層部か、私みたいに専属の研究班にいた連中だけ。カーマインは──知っているっぽいけど、あの人の目的とはあんまり嚙かみ合わないから大丈夫」

「危険て……どう危険なんです？　人体実験に使われる以外にも、何か危ない利用法が……」

　真砂の問いを、榊は視線で咎とがめた。

「……言えませんか」

「ごめんね。信用していないわけじゃないの。でも、知っている人は、できるだけ少ない方がいいと思うから──由姫や雅みやびも、この聖せい典てんにできることや使い方は、知らないわ。私にも確信があるわけじゃない。私の知っている過去の記録が、もし真実だとすれば──そういう憶おく測そくの話」

　榊は曖あい昧まいな言葉を繰り返した。神しん群ぐんに関かかわる事情をすべて理解している人間など、そもそもいるはずがない。彼らは不確定で種しゆ々じゆ雑ざつ多たで、なればこそ一部の人間達によって〝神〟と勘かん違ちがいされてきた。

「危険なものかもしれないってことは、わかっていたんだけど、若い頃ころは、誰だれに預けたらいいのかわからなくて……でも、山之内派から一番遠いカーマインの所なら、安全かもしれない。あの貴き族ぞくさんは、ああいうのをコレクションしてるから、実用品じゃなく美術品として買ってくれるわ。

　絶対安全とは言い切れないけれど、少なくとも他の派閥に渡すよりは、ね。あそこは警備の体制がしっかりしているし」

　榊さかきの言葉にも、不確定な部分が多い。しかしその不確定の部分によって、その本の厄やつ介かいさを雄ゆう弁べんに物語ってもいた。

　西洋圏における一大派は閥ばつの長おさたる〝災さい厄やくのカーマイン〟の名は、真ま砂さごも知っていた。あまり派は手でな荒あら事ごとはしないが、陰かげから世界に干かん渉しようするその権力は、極東の最大派閥たる山やま之の内うち派以上と目もくされている。

　純粋な戦力の面では互ご角かくといってもいいが、内部ががたついている今の山之内派ならば、知ち略りやくに長たけたカーマインがその気になれば、容易たやすく壊かい滅めつさせられる──それほどの力を持っている。

　ただし、主あるじであるカーマイン自身は、そうした異い能のう者しや同士の争いを好まない人間だった。また貴き族ぞくたる彼は〝野や卑ひな極東の島国〟に、大した興味をもっていない。したがって、この二派は基本的に不干渉の立場を取っている。

　カーマインの目的──それは、優ゆう性せい種しゆたる神しん群ぐんの異能者を〝選せん民みん〟と定義し、その力で大多数の〝愚ぐ民みん〟を良い方向へ導くことだとされていた。

　それはある種の支配ではあれ、略りやく取しゆではない。彼の理想の根源には、平民達が平和に暮らす社会がある。そのために、異能者こそが〝公人〟に近い立場で、社会を導くべきだというのがその主張だった。

　そんな野や望ぼうを持ちながらも、同時に彼自身は、表立っての干渉をあまり好まない貴族趣味の持ち主でもある。

「本当は──使い方を知る人が絶えるまで、眠らせておくのが一番いいんだけどね」

　榊の言葉を受けて、真砂はある人物の名を思い出した。

「──〝不ふ老ろう〟の夢ゆめ路じ──あの人のところなら、どうですか？」

　榊はすぐさま、首を横に振った。

「あの人はだめ。各派からの注目が集まりすぎてるし、なにより、こんな負ふ担たんを押しつけられないわ。さっきも言ったけど、この本は個人で持つには危険すぎるの。夢路さんみたいに、衆人監視の中で暮らす人には預けられない。もし万が一、仙せん崎ざきに知られでもしたら、それこそ──」

　榊は口を噤つぐんだ。

　夜の森──その奥から、車のエンジン音が聞こえてきた。虫の声しか聞こえない森の家では、ことさらにその騒音が耳につく。

　エンジン音は──少なく見積もっても、三台。音が重なってはいたが、それでも五台は超えないと、真砂は見当をつけた。

　私道の先には、この榊糾ただすの家しかない。

「──来客の予定が？」

　真ま砂さごが問うと、榊さかきは首を傾かしげた。

「宅配便かもしれない。ちょっと遅おそいけど」

　時計は七時を回っていた。都会ならば早い時間だが、榊の家では、いつも宅配便は昼間のうちに来ることが多い。なにより、宅配便ならトラック一台である。

「ちょっと見てきます」

　そう言い残すや、真砂は榊の返事を待たず、書しよ斎さいを足早に出た。

　──手が、爪つめが、無む性しように疼うずいていた。

　その現象は、アラクナ聖せい典てんを見て、その異い様ようさに吞のまれたせいでもある。

　しかし、真砂の勘かんは、これからくるものに対しての警戒を訴うつたえてもいた。

　根ね黒ぐろ桂けいほどではないにせよ、真砂も勘働きは鋭するどいつもりだった。それは異い能のう云うん々ぬんではなく、最初の雇やとい主ぬし──南なん郷ごう司つかさと共に世界を回った過程で、危険から身を護まもる術として培つちかわれたものである。

　理り屈くつではない。だから、外はずれることも多い。しかしその勘に従ってきた結果、真砂は今、生き残っている。

「真砂？　どうしたの？」

　当番で夕食の支し度たくをしていた由ゆ姫きが、台所から顔を出した。廊ろう下かを足早に歩く真砂の、その険けわしい顔に驚いたものらしい。

「いや──外に、誰だれか来ているみたいなんだ。車の音がしたから」

「ふぅん。雅みやび姉ねえかな？　週末だし」

「……だといいけどな」

　それはない、と、真砂はもう見切りをつけている。

　台所仕事を中断して、由姫は真砂の背を追いはじめた。

　朝の一件以来、二人の間には、子供の頃ころに似た気安い雰囲気ができはじめていた。

　しかし今の真砂には、由姫とゆっくり話す余よ裕ゆうはない。

　革手袋の奥で、ルールーブから移植された手の甲の爪が、ぴくりと震えた。

　それは真砂にも意識できないレベルでの、危険信号でもある。

「異能者だ……しかも、ヤバい奴やつ──」

　ルールーブが、その爪が、他の異能者に反応している──真砂はそう確信した。

「え……ほんとに？」

　怯おびえた声で、由姫が問う。

「たぶん。ルールーブの爪が疼いてる。由姫は書斎に行ってろ」

　振り返った真砂は、それでも付いてこようとする由姫の肩を押さえた。運動用のスウェットシャツではなく、今は薄い部屋着に着替えている。

「榊先生が書斎にいる。来客には、ぼくがでるから」

「でも、真ま砂さご──」

「念のためだよ。来ているのが、異い能のう者しやには違いないけれど──刺し客かくってことはないはずだから」

　現在のキャラバンの情勢──それを鑑かんがみると、今、榊さかきを襲ってメリットのある者はいないはずだった。

　彼女は山やま之の内うち個人からの信任もあり、キャラバンの創そう設せつ者しやたる翁おきな居い夢ゆめ路じとのつながりもあると噂うわさされている。

　命を狙ねらっているという仙せん崎ざきにしても、彼らを刺激してまで榊に手を出せるほど、足場が固まっていない。山之内派の内部は、各勢力ともに、砂さ上じようの楼ろう閣かくである。

　数台の車が、庭先の駐車場に停とまった。

「由ゆ姫きは先生についててくれ。危ないようなら隠かくれろ。ぼくの方は、なんとかなるから」

　真砂の指示に、由姫は不安げに肯うなずいた。

「気をつけて、ね」

「あぁ」

　心配を隠かくそうともしない声に、真砂は短く返し、玄関へと急いだ。

　振り返って廊ろう下かに由姫がいないことを確認するのと、ほぼ同時に呼び鈴が鳴った。

　真砂は覗のぞき窓まどを使わずに、扉ドアからやや離れた位置で声をかけた。

「あれ？　どちらさまですか？」

　たったいま気付いた様子で、無用心な声を装よそおう。

　ただの来客でもそれ以外の者でも、相手に警戒を悟さとられるような愚ぐは犯おかさない。

「──その声は、真砂か」

　苦にが味みの利きいた声が、扉の向こうから寄せられた。

　それはよく知る声だった。

　真砂はすぐに玄関へと降り、鍵かぎを外はずして扉を開ける。

　目の前には、新品に近い黒のスーツを着こなした中年紳しん士しが立っていた。やや無ぶ愛あい想そうで精せい悍かんな顔は、日に焼けて若く見える。しかし実年齢は、真砂の三倍に近い。

「……南なん郷ごうさん」

　真砂は驚いた。

　目の前にいたのは、南郷司つかさ──キャラバン山之内派の、幹部の一人だった。また同時に、彼は真砂が東とう都とまごころファイナンスに就職する以前の雇やとい主ぬしでもあった。

　来客は、彼一人ではなかった。

「ほう、あんさんが真砂はんでっか」

　福ふく々ぶくとした小太りの、初老の男が南郷の傍そばにいた。その背後には、長身で細身の女が一人──

　目元を隠かくすように包帯で覆おおった、真っ赤な唇の女だった。

　彼女を見るなり、真ま砂さごは表情を険けわしく変える。年はもう三十を超えているはずだったが、目元を隠しているためか、あるいは肌はだの奇妙なまでの白さのためか、まだ二十代の前半にも見える。

「ヴィヨン──」

　その女を見た瞬間、真砂は背筋に寒さむ気けを感じた。

　ハンターのヴィヨン──彼女は、殺人狂として一部に名を知られている。山やま之の内うち派の暗部ともいえる暗あん殺さつ班はんのエースにして、同時に神しん群ぐん狩がりのエキスパートでもあった。

「なんや、知り合いかいな。自己紹介せんとあかんのはわしだけかい」

　初老の男はにこにこと愛あい想そを振りまきながら、一方的に真砂の手を握ってきた。手袋を嵌はめた真砂の手を、両手で丁てい寧ねいにおさえる。

「わしは仙せん崎ざき竜りゆう太た郎ろうっちゅう、しがない土いじりや。よろしうな」

　その名に真砂は驚きを隠せず、つい取り乱した。浮かんできた冷や汗を、意志でとどめようとして失敗する。

「仙崎──さん。あなたが……？」

「なんや、知っとったか？　なら話も早いわな」

　弁べん舌ぜつは軽やかながら、純粋な関西弁とも言い切れない、狂くるった発音の奇妙な言葉遣づかいだった。

　表向きは、高名な陶とう芸げい家か──

　裏の顔は、山之内派の幹部にして、その乗っ取りを企たくらむとさえ噂うわさされる危険人物。

　その仙崎竜太郎は、にこにことただ温和に笑っていた。

　真砂は笑えない。

　緊張の面おも持もちで、かつての主あるじ、南なん郷ごうを見やる。

　山之内に忠実な穏おん健けん派の南郷と、強行派の頭かしらたる仙崎の取り合わせは、不思議を通り越して不気味だった。

「南郷さん──これは」

　玄関先に来た三人の向こう側には、他の車から降りた男女がばらばらと立っていた。

　中には真砂の見知った顔もある。研究者一人に会いに来たにしては、いかにも大おお袈げ裟さな人数だった。

「話は後だ。真砂、榊さかき女史はいるか」

　真砂は答えなかった。

　留る守すといって帰る雰囲気はない。といって、いることを認めた後の対応も予測できない。

「なぁに、おるやろ。あの嬢じようちゃん、いま流行はやりの引き籠こもりも同然ちゅう話やないか。こないな田舎いなかに閉とじこもらんでもなぁ。疚やましいことがあるわけやなし」

　けらけらと笑った仙崎は、真砂の脇わきをすり抜けて、玄関に入った。とどめようとした真砂は、しかし得え体たいの知れない威いに吞のまれて動けなかった。

　目の前にいる、初老の男は──

　ルールーブの最強どころではない、キャラバン内でも最強に近い一人とされる〝沈黙の山やま之の内うち〟と、向こうを張れる大物だった。

　たかだか十六歳の真ま砂さごとは、まさに格が違う。

　それでも真砂は、どうにか声で呼びとめた。

「待ってください。先生は──」

「──いるわよ」

　玄関から続く、廊ろう下かの奥。

　そこに、苦にがい顔の榊さかき糾ただすが立っていた。

　真砂は唇を嚙かむ。

「おぅおぅ、こいつぁ榊女史、お懐なつかしい。あいわらず別べつ嬪ぴんはんやなぁ。いやいや、元気そうでなによりや」

　気安い調子で言って、仙せん崎ざきは我が家に帰ったように上がり込んだ。

　付き従っていたヴィヨンもまた、真砂の脇わきを無言で擦すり抜ける。

　くらりときそうな香水の匂においが鼻び腔こうをついた。

　最後に、南なん郷ごうが動いた。

「榊女史」

　南郷司つかさは、玄関先に仁に王おう立だちの態ていとなり、細い体から厳しい声を張った。

「貴方あなたに特例違反の嫌けん疑ぎがかかっています。取り締まり対象の神しん具ぐと各種の資料を、個人で所蔵しているとの密みつ告こくがありました。ご同行を願えますか」

　真砂は歯嚙みした。

　それは有名無実も同然の罪ざい状じようだった。神具とは、神しん群ぐんの影響を受けた異い能のう者しやか、あるいは神群そのものが作成した、科学の分野では仕組みの解明できない道具を指す。当然、その数が限られている貴き重ちよう品ひんではあるが、建たて前まえとして取り締まられるだけで、神群の研究者がそれらをコレクションすることは黙もく認にんされていた。

　もしこの罪状が真に罪なら、榊より前に捕まるべき研究者が他ほかにも大勢いる。反はん抗こうを企くわだてたり、余よ人じんになんらかの被害を与えているというなら話は別だが、ただコレクションすることは罪にならない。

　この罪が、キャラバンの内規において適用される場合──この罪状を足掛かりにして相手を捕らえ、別の罪を発覚させる第一段階としての役割が期待されがちだった。いわば、別件逮たい捕ほということになる。

　むろん、キャラバンには一般にあるような公式の警察権は存在しないが、組織の維持のために、似たシステムは存在する。ここで南郷の指示に逆さからうことは、キャラバンの中においては、警察に対して抗こうするのと同じようなものだった。

　同時に彼らの中には、人命や人権を軽く考える人間が、警察よりも遥はるかに多い。

　榊さかきは、心得たように小さく肯うなずいた。抗する気はないらしい。

「密みつ告こくしたっていうのは、誰だれかしら？」

「霧きり塚づか、雅みやびや」

　仙せん崎ざきが口調を変えずに笑顔で答えた。

　一瞬、表情の固まった糾ただすだったが、すぐに微笑へと戻る。その背後で、由ゆ姫きが眸ひとみを見開き、口許を覆おおっていた。

　真ま砂さごにしても、仙崎の言は信じられなかった。霧塚は身み内うちを裏切れるような人間でもない。

「──そう。わかったわ。偉えらいさん達に、釈しやく明めいしにいけばいいのね？」

「はい。お手数ですが……」

　南なん郷ごうが、苦にが々にがしい顔で肯く。

「ほんに手て間まやなぁ、嬢じようちゃん。ま、悪いようにはせんさかい、おとなしう来たってや」

　苦しげな南郷とは対照的に、仙崎は陽気な口調で言った。

　真砂は状況を把は握あくするなり、玄関の前を塞ふさぐように立った。

「──待ってください。おかしいでしょう」

　南郷が、苦い顔をさらに歪ゆがめた。

　仙崎は何を言い出すかと見物する風ふ情ぜいに、小太りの体を丸めて、にこにこと少年の真砂を見守っている。

「なぜ、ただの神しん具ぐの取り締まりに、南郷さんと──それに仙崎さんほどの方がいらっしゃるんです？　呼び出しなら電話か──でなければ、ヒラの構成員で充分なはずです」

　その問いには応こたえず、南郷が真砂の肩を押した。

「真砂。ここは退ひけ」

　真砂は抗した。

「退きません。ぼくはまがりなりにも警けい護ご役やくです。雇やとい主ぬしに対する納なつ得とくのいかない処置に関しては、抵てい抗こうする義務があります」

　敢かん然ぜんとして、頑かたくなに言った。

「ふぅむ。立りつ派ぱや。まだ若いっちうのに、たいしたもんや」

　仙崎が笑った。

「せやけどなぁ、真砂はん。こいつは、そないに肩かた肘ひじ張るようなことと違うで。わしらはな、榊の嬢ちゃんに、わしの神具を返してもらいに来たんや。わしにしてみりゃ、盗とう難なんされたみたいなもんなんやけど、困ったことに証しよう拠こっちうのがない。

　せやから、取り締まり対象の神具云うん々ぬんいうのは、まぁ方ほう便べんや。ぶっちゃけた話なぁ」

　にんまりと笑って、仙崎は真砂の眼前に顔を突き出した。

　生なま臭くさい息が顔に触れ、真ま砂さごは眉まゆをひそめる。

「その神しん具ぐを返してくれはったら、こっちも事を荒あら立だてんですむわな。どないや？」

「神具って何の神具よ？　私は、あんたから何も盗とっちゃいないわよ」

　榊さかきはふてぶてしく言った。

「──聖せい典てん、や」

　真砂はぎくりとした。

「アラクナ聖典。あの本、十年前に嬢じようちゃんが持ち逃げしたんやろ？　困るなぁ。ありゃあ、わしの大事な思い出の品や。返してもらおか？」

　あいもかわらず柔やわらかい物腰のまま、仙せん崎ざきは要求を述べた。

「……アラクナ聖典？　そんなもの、ここにあるわけないでしょ。あるとしたら、カーマインのとこじゃない？　うちにあるのはせいぜい、九く曜よう術じゆつ策さく、アストライア真しん書しよ、修しゆ験げん禁きん忌き道どうにガムナ教団術じゆつ史し録ろくくらいよ。全部写本だけど」

　眩暈めまいを伴いそうな奇き書しよの羅ら列れつに、真砂は頰ほおを引きつらせた。いずれも、個人での所蔵が〝名目上〟禁止されているものばかりである。

　榊糾ただすは、ここでおとなしく捕まる気なのだ。そうすれば、真砂と由ゆ姫きには害が及ばないと考えてのことらしい。

　真砂は焦あせった。榊にその気になられては、護まもるに護れない。それどころか榊は、真砂に護られまいとしている。

　真砂は論法を変えた。

「南なん郷ごうさん、いくらなんでも、このやり方は横おう暴ぼうです。榊先生は研究者なんですから、その手の本を持っていたとしても、それは──」

「真砂。こちらにも、こちらの事情がある」

　南郷は、真砂と視線を合わせぬままに呟つぶやいた。

「──私だって、好きで来たわけじゃない」

　低く低く、傍そばにいなければ聞こえない程度の声量で、そう囁ささやいた。

「──一体、何があったんです？」

「長くなる。後で教えてやるから、今は従え」

「やです」

　真砂は即答した。

「っ……まったくお前は、どうしてそう……」

「南郷さんに似たんですよ、きっと」

「──もういい。言い訳はせん」

「してください。黙っていられたらわかりませんから」

「──小こ生なま意い気きに理り屈くつばかり憶おぼえやがって」

「だから、そこも貴方あなたに似たんです」

　南なん郷ごうと真ま砂さごは、揃そろって嫌いや気け交じりの溜ため息いきを吐ついた。

　かつての主しゆ従じゆうのひそやかなやり取りの背後に、いつのまにか、目元を包帯で隠かくした女が立っていた。

　黒と濃こい灰色の縦たて縞じま、男物のスーツを身にまとい、さらりと長い長髪を背に垂らしている。

　その彼女の垂らした髪が、自じ在ざいに動き──

　真砂の首筋に、鉄の感触を伴って押しつけられた。

　つ──と、冷や汗が伝う。

「あえて抵てい抗こうをされるなら、お相手をいたしますが」

　抑よく揚ようのない囁ささやき声が、耳元に流れた。

「ヴィヨン、よさんかい。今日のお前さんは護ご衛えい役やくや。別にこいつら殺しにきたんと違うんやで」

　仙せん崎ざきが笑いながらに言うと、ヴィヨンはぴくりともせずに、伸びていた髪だけを元の背の位置に戻した。

「──あんたも、相変わらずですね」

　真砂は苦にが々にがしげに言った。

　振り返ったヴィヨンの白い顔には、微み塵じんの感情も読み取れない。

　真砂はあるいざこざから、一度だけ、彼女と戦ったことがあった。まだ子供の頃ころだったが──よく生き残れたものだと、今は当時の自分に感心している。自分の強さを信じるだけの、怖こわい物もの知らずだったのだ。

　結果として、真砂は〝ヴィヨンを負かした子供〟として、キャラバン中に名を知られた。

　彼女──ハンターの異い称しようをもつヴィヨンは、キャラバンの中でも恐れられていた。人を人とも思わずに殺すことができるために、異い能のうを行こう使しすることに躊躇ためらいがない。たとえ一般人であっても──さらには殺す必要がないと思われる者でも、まったく表情を変えずに殺せる女だった。老若男女を少しも差別しないその姿勢は、潔いさぎよいほどである。

　真砂は背後にヴィヨンの威い圧あつを感じながら、また策を変えた。

「わかりました。それでは、ぼくも警けい護ご役やくとして同道させていただきます」

　榊さかき糾ただすの顔が歪ゆがんだ。その背後の由ゆ姫きは無言のままだが、この事態に戸と惑まどっていることは明らかだった。その証しよう拠こに、裸足はだしの足元が震えている。

「それには及ばん。だいたいお前は、ここに来て一週間と経たっていないんだろう。首を突っ込むな」

　面めん倒どうなことになる、とでも言いたげに、南郷が厳しく諭さとした。

「南郷さん、それこそ理由になりません。ぼくはここに雇やとわれていますから、その間は──」

「えぇ。その間は、私の指示に従ってもらうわ」

　榊さかき糾ただすが口を挟はさんだ。

　理知的な眸ひとみを真ま砂さごに据すえ、にっこりと微笑ほほえむ。

「一人で大丈夫、子供じゃないんだから。二、三日はかかると思うから、その間、由ゆ姫きをお願いね」

「──先生」

　真砂は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたようにうめいた。

　榊糾は本気で、真砂には由姫だけを護まもらせる肚はららしい。しかし真砂は、由姫はもちろん、どうしても榊を見捨てる気になれない。

　今朝までの真砂であれば、あるいはここで、南なん郷ごうの指示に従っていたかもしれない。しかし今の真砂は、榊糾の抱える事情を知ってしまっている。

　その意味では、榊が念のためにと真砂に話した諸もろ々もろのことは、今の彼女にとって裏うら目めに出ていた。

「真砂君、ありがとう。でも、私はすぐに帰れるから、心配しないで」

「ですが……」

「真砂君」

　なおも食い下がる真砂に向けて、榊は大きく一度、肯うなずいた。何も言わないで──その顔は、そう言っていた。

　だらだらとした怠たい惰だな研究者は、そこにいなかった。ただ強い意志を持った、一人の大人おとながそこにいた。

　真砂は、仕方なしに口を噤つぐむ。

　榊がここで行くと言い張る以上、その先の事を考えるには、時間と他の人間の協力が必要だった。

　頼るあてはいくつかある。榊の先輩の研究者、翁おきな居い幻げん三ぞう──また、その父親である翁居夢ゆめ路じの下には、研究所での仲間だったフローラやファウナもいる。

　キャラバン中ちゆう枢すうに近いパイプを持つ彼らなら、榊を取り巻く事情を理解し、協力を頼めるかもしれなかった。

　咄とつ嗟さにそれだけのことを考えると、真砂は玄関から退どいた。

　仙せん崎ざきが満足げに肯うなずいた。

「ほな行きまひょか、嬢じようちゃん」

「えぇ。それじゃ由姫。真砂君とうまくやってね」

　冗じよう談だん交じりに言って去る榊に、由姫は何も言えなかった。事態の異常さに戸と惑まどうばかりで、何も言葉が出てこないらしい。

　仙崎、ヴィヨンに先導されて、榊は玄関を抜け、停とめてあったセダンに乗り込んだ。

　庭に出ていた供の者達も、次々に車に戻っていく。

　由ゆ姫きが真ま砂さごの傍そばにかけより、その袖そでを摑つかんだ。

「心配ない」

　伝わってきた由姫の不安を察して、真砂はそう言った。

　根こん拠きよは一つ──それも儚はかない根拠ではある。

　彼らの要求する〝アラクナ聖せい典てん〟は、まだ手元にあった。彼らの目的が榊さかきの殺害である可能性も捨て切れないが、今はどう考えてもその時期ではない。

　仙せん崎ざき派とて、数年後はさておき、今の段階で山やま之の内うちや夢ゆめ路じをはじめとするキャラバン各派と事を構えはしないはずだった。ここ数ヶ月で、彼らは華かヶが瀬せやティギー、宇う津つ星ぼし、敬けい神しんといった、最前線に立つ強力な異い能のう者しやをまとめて失ってもいる。

　直接の喧けん嘩かを起こす時期ではないとなれば、今回の目的は、仙崎本人の言ったとおり、〝聖典〟にある公こう算さんが強い。

　榊もアラクナ聖典について、〝仙崎にだけは渡すな〟と言った。それはつまり、理由はよく知れないが、彼がその聖典を欲しがっているということの証明でもある。

　聖典が渡らないうちは、榊の身は──安全ではないにせよ、命まで取られるとは思わなかった。真砂達の手にそれがあると知られれば、おそらくは引き換えを要求してくる。

　それは不確定要素の多い勘かんであり、希望的観測でもあったが、真砂にはここで事を構えるわけにいかない事情もあった。

　仙崎とヴィヨン──

　この二人の異能者を同時に相手にして、もし実戦となった場合。

　自分一人はともかくとして、由姫と榊の二人を護まもりきれる自信はなかった。それは冷静な戦力分析の結果でもある。

　ことに仙崎の異能、双そう頭とうの女め神がみの右みぎ・クティカの力は、毒どくの霧きりを周囲に噴ふん射しやさせるものだった。

　同様の異能を持つ者は、山之内派の内部にもそれなりの数がいたが、その多くはせいぜい麻ま痺ひ程度の毒でしかない。しかし仙崎のそれは加か減げんができ、数秒と経たたずに相手を殺せる猛毒を出すとの噂うわさもある。

　その他にも、仙崎竜りゆう太た郎ろうの異能に関しては、どれが真実でどれがはったりか、判断に苦しむ噂が絶えない。いわく、毒液を針はり状じようにして敵の体に打ち込む。いわく、毒霧の動きを自らの意志で操あやつる。いわく、毒の霧を数キロ四方にまで広げる──

　なかには突とつ拍ぴよう子しのない噂もあったが、仙崎自身、自ら進んで甲こう院いんの人体実験に身を投じ、成功した実例でもある。クティカの力を継ぐ他の異能者よりは優すぐれている可能性も高く、つまりは、その手ての内うちが完全には見えていない。

　くわえて、敵方にはヴィヨンや、車に乗ってきた他の異能者達もいる。仮かりに南なん郷ごうとその部下達が味方に回ってくれたとしても、この場で喧嘩を売るのは無む謀ぼうに過ぎた。

　様々な思惑おもわくを込めて、真ま砂さごは南なん郷ごうを睨にらみつけた。

　南郷は憮ぶ然ぜんとして、その場に立ち尽くす。

「津つ雲くもさん」

　庭の一角に立つ、でっぷりと太った老ろう爺やに、南郷は気安い声を投げた。

「ん？　なんや」

　和なごやかな訛なまりのある声で、老爺が返す。仙せん崎ざきよりも横に太く、やや歳としも上の老人だった。

　津雲と呼ばれたその男を、真砂は知っていた。

　遥はるか見み晴はるかす眼め・デフィスボンスの異い能のう者しやで、常じよう人じん離れした視力をもつ、〝千せん里り眼がんの津雲〟──

　彼は、翁おきな居い夢ゆめ路じの腹心の一人でもある。

　そんな男がこの現場にいたことに、真砂はこの件の根深さを見た気がした。

　この分だと──夢路や幻げん三ぞうの影響力も、期待しにくい。

「榊さかき先生の身み柄がらをよろしくお願いします。私は、この馬ば鹿かに事情を説明してから戻りますんで」

「ほう……ん。わかった。まかしときぃ」

　津雲老人は軽い調子で請うけ合あい、車に乗った。

　四台の車が、来た道を戻りはじめる。

　真砂と由ゆ姫きは寄より添そうようにして、そのテールランプが木々の間に遠のいていくのを見つめていた。
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　車が夜の森に見えなくなると、南郷司つかさは肩の力を抜くように、勢いをつけて息を吐はいた。

「ふぅっ──くそっ」

　小声に、呟つぶやく。悔くやしげなその表情には、おそらくは仙崎に向けられた怒りが窺うかがえた。

「事情を説明してください、南郷さん」

　真砂が言うと、南郷はますます顔つきを険けわしくした。四十代の半なかばだけに、その皺しわはやや深いが、髪はまだまだ黒い。しかし表情の険しさのためか、今だけはもう老人の歳にも見える。

「あぁ。説明はしてやるが……」

「とにかく、上がってください。ここじゃなんですから……」

　由姫が気を利きかせて言った。

「……うん、失礼する。君は、確か──」

　南郷は、由姫の名前を思い出そうとするように眼を閉じた。

「碑ひ文もん谷や由姫です。榊先生の──」

　由ゆ姫きがおずおずと言いかけるや、南なん郷ごうが肯うなずいた。

「あぁ、警けい護ご役やくの子だな。確か、真ま砂さごと同じ出身の」

　そういって、南郷は由姫の全身を上から下まで、さっと見渡した。

「前に一度、会ったな──なるほど大きくなったものだ。私が歳としを取るわけだよ」

　外見に似ず老人のようなことを呟つぶやいた南郷は、由姫に導かれるようにして、家に上がった。

　後についた真砂は、ふと異い臭しゆうに気付いた。

　香ばしい──やや香ばしすぎる匂においが、台所から玄関まで、流れてきていた。

「あ！」

　匂いに気づいた由姫が、慌あわてて台所へと駆け戻る。ちょうど夕食の支し度たくをしていたところだった。

　南郷は由姫を見送り、次いで真砂を見た。

「晩ばん飯めしの前だったか。悪い時間に来たな」

「まったくです」

　真砂は憮ぶ然ぜんとしていた。

　南郷は、少しずつ話題を逸そらそうとしていた。真砂と由姫が平静を取り戻すまで、説明を先延ばしにする算さん段だんらしい。

　しかし真砂も由姫も、本心ではすぐに榊さかきを追いかけたい気持ちでいる。

「知っているか、真砂。あの娘は──」

「南郷さん」

　真砂はその言葉を先に制した。

「手て短みじかにお願いします。こちらの精神状態まで考えていただく必要はありません」

　南郷は、眼めに見えて言葉に詰まった。

「──あの」

　台所から、由姫が控えめに顔を出した。

「お魚、少し、焦こげちゃいましたけれど……榊先生が行っちゃいましたし、南郷さん、代わりに食べていかれませんか？」

「や、ありがたい。私も晩飯がまだだったんだ」

　南郷は足早に、居間へと歩き出した。

「真砂、食いながら話そう。一分一秒を急いでどうなる問題でもない」

「……はい」

　肯うなずいて、真砂も居間の席についた。

　台所で由姫が支度をしている間に、あるいは由姫に聞かせられない可能性のあることを聞いておく。

「──榊先生は、大丈夫なんですか」

「なんのために、私や津つ雲くもさんがいたと思っている」

　南なん郷ごうは即座に応こたえた。

「今は──少なくとも、しばらくの間は大丈夫だ。だからこそ、これからのことについて、お前にも話しておこうと思った。しかし──」

　南郷は、そこで面おもてを伏せた。

「……まさかお前が、榊さかき女史の警けい護ごについていたとは、思わなかったぞ」

「確かに、降って湧わいたような話でした」

　真ま砂さごにとってみれば、いきなりのリストラと榊邸への住み込みがワンセットになっていた。次の就職口が見つかるまでの、楽なつなぎ仕事とばかり思っていたが、いつのまにか厄やつ介かいな事情に巻き込まれている。

　霧きり塚づかは──こうなることを予測していたのかと、ふと気になった。

　あの娘の吞のん気きな顔には、そんな様子は微み塵じんもなかったが、もしこの事態を想定して榊の傍そばに真砂をつけたとなれば、たいした演技力の持ち主ということになる。

　しかし──

　真砂はどうしても、霧塚雅みやびが、自分と由ゆ姫きを引き合わせる以上の策を持っていたとは思えなかった。

　そしてもう一つ。

　つい先程、南郷は『霧塚雅が、榊を密みつ告こくした』と告つげた。そのことに至っては、真砂は何かの間違いだと確信している。完全な濡ぬれ衣ぎぬか、あるいは──自じ白はく剤ざいでも、打たれたか。

「真砂。どうしても、この件に絡からむ気か？」

　南郷の厳しい眼まな差ざしに、真砂ははっきり肯うなずいた。

　居間のテーブルに置いた手を、ぎっと強く握り込む。革の手袋が伸びて悲鳴をあげた。

「──背が伸びたな。ずいぶんと」

　唐とう突とつに、南郷が呟つぶやいた。

「お前と会うのは何年ぶりだ？　だが……変わらんなぁ。あのヴィヨンに喧けん嘩かを売った頃ころのままだ。よく生きてたものだよ」

　中年男の声はいかにも苦にがい。しかし、そこにはぎこちない親愛の情が籠こもってもいた。

　まだ人生経験の浅い真砂は、そのことには気付かない。また、南郷の側も気付かせはしない。

「言い出したら聞かんのはわかっている。だから暴走をせんように、事情は話してやる。あの娘こも気になってはいるだろうからな」

　南郷はそう言って、居間から台所を眺めた。

　こんな事態にも、由姫は気き丈じように台所仕事をこなしていた。

　しかし真砂の眼めには、それは彼女が、何かをしていなければ不安に押し潰つぶされそうなせいだともわかっていた。

　共に甲こう院いん派の研究所での実験を経てきて、ある程度の恐きよう怖ふには慣れている。それでも彼女は、気が強い方ではない。格かく闘とう技ぎなどをはじめて、自らを鍛きたえてはいたが、その行為も不安の延長にあることを真ま砂さごは察していた。弱いままでいることが不安なのだ。

　席を立ち、真砂は由ゆ姫きのつくった夕食をテーブルに運びはじめた。

　こんな時だからこそ、食をとっておく必要があった。食べずに動けば、いざという時に差さし支つかえる。焦あせって食を抜いても、事態が好転することはない。南なん郷ごうと共に世界を回った過程で、真砂は理り屈くつでなく、経験でそのことを知っていた。

　真砂はてきぱきと夕食を運んだ。

　茶碗によそった白米、少し焦こげたアジのひらき、アボガドサラダに冷ひや奴やつこ──料理というにはやや寂さびしいが、時間のずれた榊さかき糾ただすにとっては、これは朝食でもあった。肝かん心じんの榊は、しかし今夜の食卓にいない。

　最後に、由姫がメインの鳥とり鍋なべを鍋なべ摑づかみごと持ってきた。

　南郷にやや気を遣つかいながら、由姫は割わり箸ばしを差し出した。

「どうぞ」

「あぁ、ありがとう。いただくよ」

　南郷はさっそくに箸を割り、いちはやく白米を頰ほお張ばった。

「うん。いい米だ」

「ブレンドですよ。それより、食べながらでいいですから、話してください」

　器き用ように魚の身をほぐしながら真砂が言う。骨の多いアジのひらきから、するすると身だけがはがれていった。手先の器用さにかけては、ルールーブの異い能のう者しやは群を抜いている。

　一方で、由姫は不安げに南郷の顔色を窺うかがいつつ、聞き耳をたてながらもそもそと箸を動かしていた。

　南郷は口と手を動かしながら、器用に喋しやべり出した。

「そうだな。ちと話は長くなるが──」

「手て短みじかに」

「……わかった。事の発はつ端たんは、夢ゆめ路じさんのところに居い候そうろうしていた、籤くじ方かたという奴やつでな──」

　またか、と、真砂は内心で悪あく態たいをついた。

　翁おきな居い夢路の名はよく聞く。主に、こうした厄やつ介かい事ごとの折に──

　口の悪い者は、夢路に寄き生せいする神しん群ぐん、〝封ふう印いんの鬼き神しん・シャパニア〟が厄介事を呼ぶ疫やく病びよう神がみとまで言っていたが、そんなはずもない。ただキャラバンの創そう設せつ者しやとして、彼は事あるごとに自ら首を突っ込んでくると専もつぱらの評判ではあった。

　真砂はあまり詳くわしくもないが、つまりはお節せつ介かいな男らしい。

「今年の夏に、どこかの島で、ハタニアスという神群が見つかった。敬けい神しんや宇う津つ星ぼし、ティギー達がいなくなったあの一件だ。お前も知っているだろう？」

「……噂うわさだけは」

　その件は、まさに東とう都とまごころファイナンスの管かん轄かつだった。島の名前も憶おぼえている。確か徒と帰き島じまといった。

　騒動から生きて帰ってきたのが、夢ゆめ路じとその腹心達ばかりで、一時は夢路が、敬けい神しん達を向こうで始し末まつしてきたのではないかと話題にもなっていた。実際のところは、島ごとが異い界かいに消えたという話だから、他ほかの者達は逃げ遅おくれただけに違いない。

「籤くじ方かたというのは、その島では宇う津つ星ぼし達の部下だったんだが、夢路さんに保護されてな。帰ってきた後に、直接の上じよう司しにあたる華かヶが瀬せが、一応は身み柄がらを返すように迫ったらしいんだが、うまくはぐらかされたらしい。まぁ──その交渉中に、ちょうど例のレブルバハト事件が起きて、そのままうやむやになっていたというのが実際のところだ」

　南なん郷ごうはそこまで言って、空からの茶碗を突き出した。

「すまん、おかわりを頼む」

「あ、はい──」

　由ゆ姫きが慌あわてて席を立った。喋しやべりながら食べていたとは思えぬ速さだった。

「それで、どうしたんです？」

「あぁ、うん。その籤方というのがな。夏の最中に熱射病で倒れて、文ふみ槻つきさんの病院に担かつぎ込まれたんだが──そこで、唐とう突とつに意識不明になった。何かあったらしいんだが、詳しよう報ほうは夢路さんが隠かくしていてな。で、その籤方は、ここ一ヶ月ほど、意識不明のままだったんだが……一週間ほど前になって、いきなり病院のベッドから消えた」

　南郷の話を聞きながら、真ま砂さごは首を捻ひねった。それがどこでどうなると榊さかき糾ただすの件につながるのか、まるでわからない。

　茶碗に飯めしをよそいなおした由姫が戻ってきた。心得たもので、炊飯器を丸ごと持ってきている。

　南郷は軽く会え釈しやくして、山盛りの茶碗を受け取った。

「それでな。その籤方という男、ベッドから消えて、どこに行ったかと思えば──白刃ひっさげて、よりにもよって、あの仙せん崎ざき竜りゆう太た郎ろうの私し邸ていに不法侵入しやがった」

「はぁ？」

　真砂は頓とん狂きような声を上げた。

　水みな門と市にあるという文槻総合病院から、関西地方の山奥にある仙崎の私邸まで──その距離は、到とう底てい歩けるものでもない。なんらかの交通手段を使ったのだろうが、偶ぐう然ぜんに迷い込める場所ではない以上、何かの目的をもって、その地を目指したことは間違いなかった。

　しかし──あの仙崎竜太郎の私邸に、単身で刀を持って押し入るとは、正しよう気きの沙さ汰たではない。また同時に、仙崎の屋敷には、そうそう簡単には潜もぐり込めない警備体制が敷かれているはずだった。

　南なん郷ごうは肩をすくめた。

「当たり前の話だが、そこで捕まった」

「──そりゃそうでしょう」

　真ま砂さごは呆あきれ返って肯うなずく。

「ここからが問題なんだ」

　南郷は溜ため息いきを吐ついた。いつ食ったのか、すでに茶碗の中の飯めしは半分に減っていた。

「仙せん崎ざきに言わせると、籤くじ方かたはつまるところ、夢ゆめ路じさんの放った刺し客かくということらしい。奴やつなりの〝仏ほとけ心ごころ〟とやらで、まだ殺してはいないそうなんだが──奴め、その籤方と引き換えに──」

「ちょっと、待ってください」

　真砂はようやく、点と線がつながりはじめたことを悟さとった。しかしその結論は、到とう底てい納なつ得とくできるものでもない。

「まさかとは思いますが──その籤方と引き換えに、榊さかき先生を？」

「馬ば鹿かを言うな。そんな要求、あったとしても、吞のむはずがないだろう」

　真砂は──ほっと息を吐はく前に、南郷を睨にらみつけた。

「──奴が要求してきたのは、アラクナ聖せい典てんだ。榊先生が持っていると言って──」

「おい」

　真砂が低く──声質を変えた。

　南郷はぴくりと頰ほおを引きつらせ、ついで空からになった茶碗を置き、椅い子すに深く腰掛け直した。

　その襟えり元もとを、真砂は手袋を嵌はめた手で引っ摑つかんだ。

「……ふざけろよこの腐くされ外げ道どう。そんな無関係な話に、なにもしてない榊先生を巻き込んだのか？　あ？」

　唐とう突とつに変わった真砂の様子に、隣となりの由ゆ姫きは驚いて、大きな眸ひとみをしばたたかせた。先程までの南郷に対しての、とりあえずの敬語は、すっかり消え失せて気配もない。

　声を荒げこそしないが、低く押し殺した怒りの言葉は、生なま半なかな怒ど鳴なり声よりも遥はるかに迫力があった。

　傍そばで見ている由姫の側が、威い圧あつに吞まれてごくりと唾つばを吞む。

「落ち着け、真砂。まだ、話は終わっていない」

　南郷は特に焦あせる様子もなく、低い声で諭さとした。

「その本を渡しさえすれば、榊女史も籤方も、一いつ切さいの危き害がいを加えずに返すと、仙崎は約やく定じようした。たかが本一冊の話だが、仙崎は同時に、榊女史がとぼけて、その本を渡さないことを予想した。とぼけられてしまえば、持っているという証しよう拠こがないから、そこで話が終わってしまう」

　南郷は淡たん々たんと語り続けた。

「仮かりに電話で連絡して、榊女史に本を隠かくされでもしたら面めん倒どうだからと、今日の事態になったわけだ。まずは榊女史の身み柄がらを確保し、それからその本を探す──こういう手て筈はずになっている。

　密みつ告こく者しやにされた霧きり塚づか雅みやびについては、榊さかき女史が素直に付いてくるようにと、仙せん崎ざきの手ての連中が人ひと質じちにしているのが実情だ。彼女は何も話していないだろう」

　南なん郷ごうの言葉はしかし、真ま砂さごと由ゆ姫きにとっては、何の救すくいにもならなかった。

　南郷は、溜ため息いきを吐つく。

「──はじめから、筋書きができていた。実際……霧塚という名を出した時に、榊女史の顔つきが変わっただろう。人質にされていることを察したのさ。あの人も昔から、仙崎のそういうやり方をよく知っている立場だ」

　由姫が顔を伏せていた。その肩が、小こ刻きざみに震えている。

　真砂は一瞬、眼めの端はしでそれを捉とらえ、すぐに南郷を摑つかむ手に力を込めなおした。

「──最低だ、あんたら──なんでそんなことに、あの榊先生と霧塚さんを巻き込める？　なんとか言えよ、南郷さん」

　威い圧あつを緩ゆるめない真砂に、南郷は射抜くような視線を送った。

「……お前もそろそろ気付け。このキャラバンて組織では、誰だれもが巻き込まれ、からめとられている。仙崎に翻ほん弄ろうされている私も、派は閥ばつの都つ合ごうでリストラされたお前も、例外では……」

　殴なぐりつけた。

　無言のままに放たれた真砂の拳こぶしが、南郷の横よこっ面つらを叩たたいた。

　その派は手でな音に驚いて、由姫が顔を上げる。

　横に流れた南郷司つかさの頰ほおが、赤く腫はれていた。

　真砂は、拳を振り切ったままの姿勢で固まっていた。

「南郷さん……気付くも何も──ぼくらは生まれたときから、巻き込まれているんです。そうならないことを願いながら──そうならないために、こうして生きているのに──」

　食いしばった真砂の口許から、一筋の血が流れていた。南郷を殴った瞬間に、嚙かんだ唇が切れた傷だった。

　全力で殴ったわけではない。そんなことをすれば、今ごろ南郷の首と胴どうは完全に離れている。

「──少しは気がすんだか」

　南郷は、わざと殴られたような顔でそう言った。その表情に怒りはなく、哀あわれみもない。ただ、仕方ないとでも言いたげなやるせなさがあった。

　真砂は摑んでいた襟えりを放し、自らの席に座り直した。

「……榊先生と霧塚さんに、もし何かあったら──その時は、覚かく悟ごをしてもらいます」

　押し殺したその声に、南郷は肯うなずく。

「心配するな。こちらも条件をつけた。榊女史の尋じん問もんには夢ゆめ路じさんのいる紅あか街まちを指定したし、私の部下達も立ち会うことになっている。仙崎達に下手へたな真似まねはさせん。

　その間に、私はそのアラクナ聖せい典てんというのを探すつもりだ。どこにあるか、知っているか？」

　真ま砂さごは答えない。

　榊さかきから、その在あり処かはむろん知らされていた。

　しかし彼女は同時に、それを〝仙せん崎ざきにだけは〟渡すなとも言っていた。その理由を詳くわしく聞けなかったことが、今は悔くやまれる。

　仙崎竜りゆう太た郎ろうは、穏おん健けん派である南なん郷ごうまでをも抱き込んで、その本を取りに来ていた。

　問答無用に襲ってくる相手なら、容よう赦しやなく蹴け散ちらすこともできる。しかし権力をかさにして、無む体たいとはいえ法をもって攻めてくる相手には、ただの戦闘力だけでは勝負にならない。

　たとえ暴力でその場を切り抜けたとしても、それではこちら側が罪人にされてしまう。罪として認定されれば、それこそ敵が余よ計けいに増えるだけだった。

　もし仙崎が、言葉どおり、榊の命ではなく、アラクナ聖せい典てんを求めているとしたら──彼の行動は当然の帰き結けつでもあった。

　相手は山やま之の内うち派の幹部でもある。わざわざ失しつ脚きやくの種たねになりかねない不ふ祥しよう事じを起こすわけもない。もっと簡単に、効率よく──それこそ、明文化しない脅きよう迫はくと婉えん曲きよくな力の誇こ示じによって、目的を達そうとするはずだった。

「たかが本一冊に──あの性しよう悪わる爺じじいめ、私達をからかって遊んでいるんだ。華かヶが瀬せ達に死なれた上、例の会社の規模縮小を迫られた鬱うつ憤ぷん晴らしのつもりかもしれん」

　南郷は、憤ふん懣まんやるかたないとでも言いたげに呟つぶやいた。

　アラクナ聖典──その危険性を、山之内派は認識していないと榊は言っていた。同時に、できるだけ人に知られない方がよいとも言った。

　真砂は由ゆ姫きを顧かえりみた。

　由姫は、じっと真砂を見ていた。不安の眼まな差ざしが、彼女の心理状態を語っている。

　真砂は立ち上がり、由姫の手をひいた。

「──とりあえず書しよ斎さいを探してみます。狭せまい場所ですから、三人も入ると邪じや魔まになりますんで、南郷さんはここで食べていてください」

「──わかった」

　南郷は、真砂が由姫と二人で相談したいことを悟さとったらしい。

「……一つ、言っておいていいかね」

「なんですか？」

「その本が、どれだけのものだか私は知らないが──榊女史、霧きり塚づか、籤くじ方かた──三人分の命がかかっている。人の命と比べられるものなど、そうそうあるものじゃない。今回の件は籤方という男が絡からんだが、仙崎が本心からその本を欲しがっているとしたら、いずれ今と同じようなことになったろう」

「わかっていますよ、そんなことは」

　言い捨てた真砂は、由姫を連れて榊の書斎へと向かった。

「真ま砂さご──」

　廊ろう下かを歩きながら、由ゆ姫きの声は震えていた。

「ぼくはまだ、あの〝聖せい典てん〟ていうのがどういうものか、いまいちわかっていないんだ」

　南なん郷ごうから聞こえぬ距離を保った上で、真砂はそう言った。

　由姫の足が止まった。

「──見たの？　あれを……」

「あぁ、ついさっき。まさか榊さかき先生も、これを予想していたわけじゃないんだろうけれど、タイミングよく教えてもらった。でも詳くわしいことは──」

「そう……見たんだ」

　由姫は小声に呟つぶやき、書しよ斎さいに続く扉ドアを開けた。

「私、あの本嫌い」

「あんまりいい感じはしないな、確かに」

　真砂も同意で応じた。

　由姫はアラクナの異い能のうを受け継ぐ者でもある。同名の神しん群ぐんに関係のある本というだけで、その嫌けん悪お感かんは真砂以上のはずだった。

　榊は──あの本を、カーマインに売れと言っていた。つまり、手放してはいけないものでもない。仙せん崎ざきに渡すなとは言われたが──榊達の命と天てん秤びんにかけられれば、どちらが重いかは知れていた。

　しかし榊は、仙崎が来た時、本を渡すよりも自らの身を引き渡すことを選んでもいる。

「結局、あの本はなんなんだ？」

　蛍光灯をつけ、二人は散らかった書斎へと踏み込んだ。

「……アラクナ聖典は、甲こう院いんの巫女みこが使う本なんだって」

　由姫は抑よく揚ようを失った声で呟いた。

「巫女？」

　真砂はその言葉に、不ふ吉きつな響きを感じる。

　由姫は独ひとり言ごとのように話しはじめた。

「──甲院ていうのは、もともと、小さな村落だったの。その村の神社で〝荒あら魂たま〟の一種として崇あがめられていたのが、長ながくのたうつ女め神がみ・アラクナで──村人はその加か護ごを受けていたらしいけれど、アラクナの異能──人に、言葉じゃない〝心〟を伝える能力を持つのは、アラクナ自身に選ばれた巫女だけだったって」

「──確か、この間の徒と帰き島じまの件も、噂うわさではそんな感じだったな」

　真砂の脳のう裏りには、人づてに聞いたその噂話が浮かんでいた。

　山やま之の内うち派に異能者の多いパナンゾロンやレティスマも、もとは土地神として信仰されていたとも聞く。迷めい宮きゆう神群に関しては、〝神〟の名が示す通り、そうした信仰を伴う例が多い。むしろ、信仰の経けい緯いをまったく持たない神しん群ぐんの方が稀まれともいえる。

　そして多くの神群は、東西を問わず、神しん官かんや巫女みこ的存在に強い異い能のうの力を与え、彼らを通じ、その社会の中心的存在となっていく。

　由ゆ姫きは、書しよ斎さいの真ん中で足を止め、真ま砂さごを振り返った。

「そして──巫女は、その〝心を伝える〟能力でもって、あの聖せい典てん──招しよう神しん帳ちようの中にいる、アラクナの眷けん属ぞくと交信して、豊ほう穣じようを願い、災さい厄やくを祓はらうの」

　その固まった表情に、真砂は彼女の不安を見た。

「だから……私はあの本、使えるのかもしれない。そんな気がする。榊さかき先生はそのこと、言わなかった？」

「いや──」

　アラクナの異能者にしか使えないとは聞いていた。そして真砂自身、あの本の中になにかがいたのをその眼めで見ている。

　その何かに、真砂の中にいる〝千せん界かいの鍛冶かじ師し〟ルールーブは反応していた。不ふ吉きつな印象は否いなめない。

「私は──ひょっとして、その巫女なのかな」

　呟つぶやく由姫は、震えていた。

　──真砂は昔のことを思い出していた。

　アラクナの異能者──巫女は、由姫とは別にいた。

　甲こう院いん派の首しゆ魁かい、甲院薫かおる。

　その彼女こそがアラクナの最後の巫女であり、彼女の死によって、甲院派は壊かい滅めつした。人体実験をはじめたのは彼女の先代の巫女からだったが、その頃ころはまだ、力を自ら求め、志願した大人おとな達が実験台だった。それを受け継いだ薫が、幼い子供の方が異能への覚かく醒せい率りつが高いことに着目し、真砂達が生まれた。

　大人達の実験は辛かろうじて黙もく認にんしていたキャラバンも、さすがに幼い命を犠ぎ牲せいにするその実験には反発し、それが直接の理由となって甲院派は壊滅に追い込まれた。

　そして碑ひ文もん谷や由姫は、研究所で、アラクナの組織を移植された中での唯ゆい一いつの生き残りだった。

　彼女以外の子供達は、拒きよ絶ぜつ反応のために死亡している。その当時、一代に一人しかいないはずのアラクナの異能者は、正式の巫女である薫と、造られた由姫だけだった。

　彼女一人がどうして助かったのかはわからない。両親が甲院の村の出身者だったらしいが、他ほかにもそういった条件を持つ子供はいた。しかし彼らは死んで──由姫一人が、生き残った。

　拒絶反応は激しく、一時は死にかけたのも確かだが、それでも生き残ってはいる。

　死ぬほどの思いをして得た異能が、ただ人に心を伝えるだけというのも皮ひ肉にくな話だが──彼女は、今も生きている。いろいろなことに怯おびえながらも、その心臓は確かに動いていた。

　歩みよった真砂は、子供の頃そうしたように、怯える由姫の身を抱きしめた。

　咄とつ嗟さに由ゆ姫きは身を硬かたくしたが、そのまま真ま砂さごに寄りかかる。

　真砂はその耳元に囁ささやいた。

「──ぼくも由姫も、他ほかのみんなも──無む理り矢や理りに、神しん群ぐんの組織を植えつけられただけだ。たまたま拒きよ絶ぜつ反応で死ななかっただけで──ぼくらは、あんな連中への信仰を持っていないし、依い存ぞんしているわけでもない。生まれつき、はぐれているんだから」

　はぐれる──キャラバンの中でときおり使われるこの言い回しは、その人間が、神群への精神的、あるいは肉体的な依存から脱だつ却きやくしていることを示す。

　影響を与えた神群への信仰を捨てた者、また、生まれつきその信仰を持たない者など、内ない実じつは様々だが、ともあれ〝神群に仕える〟者ではないという意味合いだった。

　神群狩りを目的とする山やま之の内うち派では、必然的に、その神群からはぐれた者達が大勢を占めている。しかし神群との共存を訴うつたえる祭さい夏か老ろう派や、また異い能のう者しやによる支配体制の構築を考えるカーマイン派では、自らに力をもたらした神群への〝信仰〟を持つ者も多い。

　キャラバンは、元もと々もとが異能者達の相互救済だけを目的としている。極東最大の山之内派は神群を毛け嫌ぎらいしているが、他の派では、その信仰にまでは口を出さない風潮があった。

「信仰を持たない巫女みこなんかいないだろ？　それは巫女とは言わないよ。バイト巫女みたいなもんだ。いつでもやめられる」

　由姫の髪を手袋の指で撫なでながら、真砂は努つとめて冗じよう談だん交じりに言った。

「──うん」

　由姫は小声に肯うなずいた。

　あげた顔からは、険けわしさが抜けていた。

　シャツを摑つかんだ彼女の手を、真砂は軽く握って離させる。

「例の本、持っていこう。南なん郷ごうさんの言うとおり、人の命には代えられない。本当に危ないものなら、先生や霧きり塚づかさん達を助けた後に、取り返せばいい」

　真砂がそう意を決すると、由姫も安あん堵どしたように肯いた。

　本を手放す決断をしたのには、もう一つ理由があった。

　あの本を──由姫の傍そばに、置いておきたくない。その思いには、さしたる根こん拠きよがあるわけでもなかったが、由姫が怖こわがっている品でもあり、真砂自身、不ふ吉きつなものを感じている。あるいは、手放してしまった方がいい物なのかもしれない。

　真砂は由姫に背を向けて、隠かくし部屋のある壁際に寄った。

　ふと、由姫がその背に飛びついた。

　振り返った真砂の眼下に、由姫の結んだ髪があった。

「由姫、どうした？」

　いぶかしく思って、真砂が問う。

「ご、ごめん……急に、不安になっちゃって……」

「──心配するなよ。榊さかき先生も霧きり塚づかさんも無事だから」

「そうじゃ、なくて……」

　由ゆ姫きの声は、常よりもなお、か細かった。

「昔のこと──思い出しちゃった。怖こわがって、真ま砂さごのシャツをずっと摑つかんでて──真砂が髪撫なでてくれた後に、その手を離したら──」

　震えながらに、由姫が呟つぶやく。

「その後──ずっと、会えなくなっちゃったから──来年も一いつ緒しよに、桜さくらの花見られるって言ってたのに──それから今まで、ずっと……」

　由姫の震える声は、子供の口調に近かった。見開かれた眼めはまばたきもせず、ただ下向きに虚こ空くうを見つめて震えている。

　彼女の心につけられた傷きず痕あとが、そこにあった。子供の頃ころに受けた傷は、たとえそれがささいなことであっても、成長後に残りやすい。ことに真砂や由姫達、実験室の子供は、それぞれが特殊な事情を抱えてもいる。

　そのトラウマには程度の差があったが──真砂が見るところ、由姫のそれは傷が深いらしかった。

　──桜の花は好き？

　幼い頃の真砂の問いに、目の前の少女はおずおずと肯うなずいた。

　その時、真砂は彼女に、〝来年も別の場所で一緒に見られる〟と、そう言った事を思い出した。

　たった今、由姫に言われるまで、真砂はそのことを忘れていた。

　それはフローラ達と交わしたものとは別の、もう一つの約束だった。

「──今、真砂の背中が、あの時とだぶって見えちゃって……」

　由姫の古い心の傷がひらいていた。かさぶたが剝はげ落ち、過か敏びんな神経が肌はだに露ろ出しゆつしはじめている。

　真砂は、首を横に振った。

「あの時とは違う。お互い、誰だれかに引き取られる予定もないんだし、ぼくは当分、ここで働くつもりだから」

　由姫は──無言で、嫌いや々いやをするように首を横に振った。

　真砂は手袋を嵌はめた手で、由姫の頰ほおを撫でた。

「来年の春──一緒に見よう？　十年遅おくれになるけれど、あの時は守れなかった約束を、今度は守るから」

　由姫は、まだ感情の揺れが目立つ涙なみだ眸めを上げた。

　その真しん摯しな眸ひとみを真っ向から見つめ返し、真砂は肯いて見せた。

「約束、するから」

　流れてきた涙を、指先で拭ふく。

「……うん……うん」

　由ゆ姫きはやっと、表情を緩ゆるませた。

　真ま砂さごはまだ由姫の様子を気にしながらも、本棚から榊さかきの抜いていた一冊を取り出し、棚の奥に手を入れた。

　留とめ具ぐを回すだけの簡単な鍵かぎを開けると、本棚を横へスライドさせる。

　壁に埋め込まれた、ジェラルミンの扉とびらが姿をあらわした。

　鍵穴がついている。榊は鍵を使ったが──今、その鍵は、書しよ斎さいの机かどこかに隠かくされていた。探せば見つかるだろうが、余よ計けいな時間を費ついやすまでもない。

　真砂は、革の手袋を外はずした。鷹たかにも似た金色の爪つめを持つ指と、甲に埋め込まれた円えん盤ばん状じようの爪が蛍光灯に光る。

　真砂は、その爪の先を意識して柔らかくした。

「由姫。悪い、もっててくれ」

　まだ背後にしがみついたままの由姫に、片手分の手袋を渡す。

　次いで真砂は、シリコンのように柔やわらかくなった爪を、鍵穴に押し当てた。甲にあった円盤状の爪が少し減り、指先の側へと流れるように移っていく。その分だけ伸びた爪は、真砂の意志のとおりに穴の中を通り、その鍵の形を忠実になぞった。

　形が定まったところで、真砂は爪にわずかな力をこめた。たちまちにルールーブの爪は硬かたくなり、鍵と同様の役割を果たす。

　鍵をあけると、真砂は爪の形を再び元に戻した。

　背後から覗のぞき込んでいた由姫は、不安を一時忘れて、感心したように吐と息いきを漏もらした。

「真砂って、そんなこともできたんだ？」

「あぁ。前に、パナンゾロン系の異い能のう者しやがやってるの見て、ぼくの爪でもできそうだったから練習してみたんだ。磁じ気きロックはさすがに壊こわすしかないけど、普通の鍵ならこれでいける」

　話しながら隠し部屋に入った真砂は、壁際に照明のスイッチを探した。

　明かりがつくと、目の前に龍りゆう舌ぜつ魚うおのホルマリン漬づけがあった。

　奇き態たいの魚から視線を逸そらし、真砂は奥の机へと歩み寄る。

　抽ひき斗だしの鍵をルールーブの爪で開け、奥へと押しこむ。続いて机の下に潜もぐり込み、榊がしたのと同じ手順を踏んで、羊よう皮ひ紙しに包まれた聖せい典てんを取り出した。

　その間、由姫は暑苦しいほどに、真砂にしがみついて離れようとしなかった。机の下に潜り込む時だけはどうにか離れたが、真砂が出てくるなり、その腕に自らの腕を絡からめてきた。

　そのあまりの怯おびえ様ように、真砂は彼女の傷の意外な深さを見たような気がした。

「この本が──そんなに怖こわいのか？」

「う、うん……」

　由ゆ姫きの視線はアラクナ聖せい典てんに注がれていたが、どこか焦点がさまよい、虚うつろでもあった。

「怖こわかったら、先に居間に戻っていていいよ。ぼくも本棚を戻してすぐ行くから」

　真ま砂さごの言葉に、しかし由姫は肯うなずかず、逆に強く腕に抱きついた。

「……本も怖いけど……今は、真砂と離れるのが怖くて……ごめん、鬱うつ陶とうしいと思うけど、もう少しだけ、こうしていていい？」

　すがるような眸ひとみで、そう言った。

　肯いた真砂は、しかし違い和わ感かんを感じてもいた。明るい眸に似ず、気弱なところがあることは昔から知っていたが、榊さかきがさらわれてからの由姫は、明らかに様子が違っていた。

　榊と霧きり塚づかの身への不安、真砂を失った子供の頃ころの傷、アラクナ聖典に関かかわる恐きよう怖ふ──それら複数の要素が、彼女の心に多大な負ふ荷かをかけている。

　真砂は由姫の心を案じ、彼女の弱さを不安に思った。心に刻きざまれた深い傷は、生なま半なかなことでは治らない。

「由姫」

　真砂は囁ささやいた。

「榊先生も霧塚さんもちゃんと帰ってくるし、来年の桜さくらは、みんなで見られる。約束だから」

　意識して、真砂は約束という言葉を使った。その言葉は、真砂達の間では特に重く扱われている。甲こう院いん派によって造られた真砂達にとって、絆きずなと呼べるものは、同じ境遇の仲間達との〝約束〟だけだった。

　傍かたわらの由姫は、不安げな眼まな差ざしのまま、小さく肯いた。

　彼女の心は、触れた肌はだから伝わって来なかった。
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　東とう都とまごころファイナンスの、リラクゼーション・ルーム──

　近代的なビルに似合わぬ、その畳たたみ敷じきの大部屋に、霧きり塚づか雅みやびは呆ぼう然ぜんと座っていた。

　入り口付近には、二人組の知らない男が立ち塞ふさがっている。

　すぐ隣となりには、銀髪の少年、根ね黒ぐろ桂けいがいた。

「桂くん」

　呼ばれても、桂は応こたえない。冷たい無表情の顔には、笑みを浮かべそうな気配さえなかった。

「桂くんてば」

　霧塚は、めげずに呼びかける。

　桂は霧塚に横顔を向けたまま、視線すら投げずに、

「うるさい。静かにしろ」

　ぽつりと言った。

　霧塚雅は、しゅんとなって口を噤つぐんだ。

　膝ひざの上にそろえた彼女の両手には、手て錠じようがかけられていた。手錠からつながったロープの先を、桂が握っている。

　霧塚には、現状が今一つ、摑つかめていなかった。

　つい昨夜のこと。

　残業を終わらせて、北きた戸どに一杯付き合えと誘さそわれた。そこまでは憶おぼえていたが、それ以降の記憶が断片的だった。

　目の前の少年、根黒桂が死体を貪むさぼっていた姿は、おぼろげに憶えている。

　その時は卒そつ倒とうしてしまった霧塚だが、今でも少年を、特に怖こわいとは思っていなかった。

　霧塚自身、気弱ではあったが、甲こう院いん派の実験室出身でもあり、また華かヶが瀬せ清きよ元もとの秘書として、これまでいくつかの惨さん状じようを眼めにしてきてもいた。血やスプラッタが苦にが手てなことには変わりないが、それは生理的な問題で、根黒桂との付合いとは別に考えられる。

　華ヶ瀬の秘書をやっていた頃ころから、あまりコミュニケーションはなかったが、それでも彼とは、それなりに上手うまくやってきたと思っていた。根黒は無口で無ぶ愛あい想そうだったが、上じよう司しに忠実なだけで、本質的には悪い人間ではないとも思っている。

　それが今、何故なぜか、こういう状態にある。

　監かん禁きんの理由を尋たずねても、根黒桂は一いつ切さい、応えてくれなかった。扉ドアの側にいる男達も同様で、その口は堅かたい。ただ、〝おとなしくしていれば、二日三日のうちに解放する〟という話だった。

　特に危き害がいは加えられていないが、昨夜、気絶した後に監禁されはじめて、そろそろ丸一日が経たちつつある。

　食事やトイレは許されているものの、風ふ呂ろにも入りたいし、着替えもしたい。精神的には、そろそろ参りそうだった。

「……ふぅっ……」

　霧きり塚づかは、疲れた溜ため息いきを吐ついた。

「ね、桂けいくん」

「────」

「……のど、かわいちゃった」

　座りこんだまま、桂は黙って、ペットボトルのミネラルウォーターを湯飲みに注いだ。

　霧塚はおずおずと、両手でその湯飲みを持つ。手て錠じようをかけられているために、その動作はややぎこちない。

　熱くも冷たくもない水に唇を浸ひたし、霧塚は舐なめるように飲んだ。

　何故なぜ、自分がここに捕まっているのか──彼女には、まるで見当がついていない。

　今朝方、気絶から目覚めてすぐ、隣となりには桂、入り口には知らない男達がいた。顔を知る根ね黒ぐろ桂がいたことに安あん堵どはしたものの、監かん禁きんと手錠のわけを尋たずねても、桂は適当に聞き流すばかりで、まともな説明はされていない。

　夜だけに、部屋の中は暗かった。光源といえば、天てん窓まどを通して廊ろう下かから入ってくる明かりだけで、途中に眠っていた関係もあり、時刻もよくわからない。街まちの静けさからして、少なくとも真夜中であることは間違いなかった。

　リノリウムの廊下に、ふと足音が立った。かつかつとした甲かん高だかい革靴の音は、霧塚の捕らえられた大部屋の前で止まった。

　戸が開き、天てん井じようの蛍光灯がつく。

　いつのまにか、根黒が素早く動き、霧塚の前へと回っていた。

　霧塚はその小さな背を見越して、戸の傍そばに立つ細い人影に視線をやった。

　体が固まった。

　腰ほどまでの長い髪を垂らした女だった。白い包帯で目め隠かくしをしていたが、彼女には視覚よりも便利な感覚器官があることを、霧塚はよく知っていた。

「……ヴィヨンさん」

　畏い怖ふの念をもって、霧塚は彼女の名を呼んだ。山やま之の内うち派の内部で、彼女の存在を知らぬ者はいない。

　山之内派の主力ともいえる、パナンゾロン系の異い能のう者しやだが、同時に彼女は、甲こう院いん派の実験を自ら志願して受けた者でもあり、他ほかの異能者にない技を持っている。その技に加えての非情な性格が上層部に重ちよう宝ほうがられ、数々の血ち生なま臭ぐさい手て柄がらを立てていた。

　暗いストライプのスーツに身を包んだ女は、抑よく揚ようのない声で呟つぶやいた。

「根黒。移動します。霧塚を下へ連れてきなさい」

　与えられた指示に肯うなずいた桂けいは、霧きり塚づかの体を米こめ俵だわら扱いに、小さな肩で抱え上げた。細い体型だが、膂りよ力りよくは人間離れしている。

「きゃ！　ちょ、ちょっと、桂くん！　私、歩けるってば。抵てい抗こうもしないし……」

　桂は少しも動じない。

「抵抗しないのなら、文句を言うな」

「……う。け、桂くん、なんか今日、機嫌悪い……？」

「いつもと変わらない」

　冷たい声に言い返されて、霧塚はおとなしく荷物と化した。一方の桂は、厳しい表情を崩さない。

　夜の社屋を抜け、担かつがれたままビルの玄関口へと降りる。

　真夜中の路ろ傍ぼうに、数台の車が停とまっていた。

　脇わきを通りぬけざまに霧塚は、その一台の中から、自分を見つめる視線に感づいた。根ね黒ぐろ桂に担がれて逆さまになった視界に、一人の見慣れた顔が映っている。

「──榊さかき先生！」

　つい、声が高くなった。腰に回された桂の手に力が籠こもった。

「桂くん、ちょっと下ろし……！」

「霧塚。おとなしくしろ」

　その低い声には、聞かざるを得ない含みがあった。

「桂くん……」

　霧塚は泣きそうな顔で口を噤つぐむ。

　車の一台、後方に停まっていた白いセダンの後部席へ、霧塚は放り込まれた。

　奥の席には、中年男が先に座っていた。レティスマの異い能のうを受け継ぐ男、北きた戸どである。

「やぁ。災さい難なんだったらしいな」

　北戸は、やや疲れの見える間ま延のびした口調で言った。

　霧塚を真ん中に挟はさんで、根黒も後部席に入る。

　運転手は、背広姿の知らない男だった。

「根黒もお疲れさん。不眠不休だったろう？　今のうちに寝ておけ」

　北戸に言われるまでもなく、根黒は座席に背を預けるや、すぐにその眼めを閉じていた。まばたきもしない少年の寝顔は、人よりも彫ちよう像ぞうに近い印象を見る者に抱かせる。

「北戸さん、これって……」

　霧塚は、ようやくまともに話せる顔と出会えたことに安あん堵どしていた。しかし、前の車に乗っていた榊糾ただすについては、強い不安も抱いている。

　前の車には、あのヴィヨンも乗っていた。間違っても楽観できる状況とは思えない。

「教えてください、北戸さん。何があったんですか？　私と、榊先生に──」

　霧きり塚づかは顔を寄せ、早口に問いかけた。北きた戸どは寄られた分だけ窓側に身を引く。

「あぁ……まぁ、榊さかき先生も確保できたから、そろそろいいか。昨日きのうの夜から今朝にかけて、な──ちょっと、本部の方でごたついてたらしい。俺おれもまだ詳くわしいことはわからないんだが──昨夜、根ね黒ぐろが会社にいたのは、お前さんを確保しにきていたんだ」

　北戸はポマードで固めた頭に指を突っ込みながらいった。説明をする彼の口調にも、困こん惑わくの色が濃こい。

「そのすぐ後で、俺のところにも呼び出しがかかってな。今、軽かる井い沢ざわまで行って、ちょうど戻ってきたところだよ」

「だから、どうしてですか？　なんで私と先生がこんな風に……」

「仙せん崎ざきさんの指示だ」

　北戸は声をひそめた。

　空あいている夜の道を、四台の車はつかず離れずの距離を保ちながら走っていく。

「事情はわからんが、仙崎さんの所に、山やま之の内うち派の誰だれかが放った暗あん殺さつ者しやが入り込んだらしい。仙崎さんはそいつを捕まえたんだが、殺してはいなくてな。命を助けてやる代わりに、お前さんとこの榊先生が、十年前に盗ぬすんだある本を返せ、と、こういう話の流れになった」

「は、はぁ……？」

　頓とん狂きような声で返しつつ、霧塚は呆あきれ返った。それでは巻まき添ぞえどころか、榊や自分にはまるで無関係の話である。盗んだという話にしても、十年も前のことを今まで黙っていたことからして、適当なこじつけにしか思えない。

「それで、本部の方でも困り果てちまってな。仙崎さんが、唐とう突とつに行って身み柄がらを確保しないと、肝かん心じんの本を隠かくされて、とぼけられる恐れがあるってんで……軽井沢まで榊先生の身を預かりに行ったんだ。で、榊先生がおとなしく捕まるように、それから、お前さんがどっかからこの情報を仕入れて、榊先生に連絡しないように、昨日の夜から今夜まで──災難だったなぁ……」

　北戸は、心しん底そこから同情するように言った。北戸自身、上じよう司しには逆さからえない身の上である。霧塚にしても、北戸に命令違反を強しいてまで助けてもらえるほど親しくはない。

　霧塚は、大きく溜ため息いきを吐ついた。北戸を相手に四の五のと言っても仕方がない。こうした無む理りの理を通してしまう強ごう引いんさが、仙崎達を強行派と呼ぶ所以ゆえんでもある。

「じゃあ……とりあえず、その本さえ渡せば、私や先生は解放してもらえるんですね？」

　霧塚の問いに、北戸は肯うなずいた。

「あぁ、たぶんな。それに、今回は山之内派から南なん郷ごうや他の連中も出で張ばっている。榊先生とお前さんに危き害がいが及ばないように、ってんで、こんな大おお袈げ裟さな人数になっちまってるんだよ」

　肩をすくめ、北戸は霧塚の向こう側に眠る桂けいを見た。

「それから……そいつはな。お前さんを確保する予定で会社に来ていて、その前に腹を満たしてたらしい。そしたら偶ぐう然ぜん、お前さんがそこに来て、勝かつ手てに気絶しちまった。

　本当なら、そこで任務は終わってたはずなんだ」

　北きた戸どは、ただでさえ低い声をよりひそめた。手で囲かこいをつくって、霧きり塚づかの耳元に言葉を吹き込む。

「……でもな。見張りの連中が、お前さんに変な真似まねをするんじゃないかとでも心配したんだろうさ。そのまま勝かつ手てに、お前さんの見張り役についちまった。上から帰き還かんの命令が出ていたらしいんだが、そっちを無視して……後で減げん俸ぽうだぜ、きっと」

「……え……？」

　霧塚は、傍かたわらで眠りこける銀髪の少年を振り返った。

　寝息もたてずに、固まったように眠っている。

　考えてみれば、霧塚は昨夜から今まで、彼が眠っているところを一度も見ていなかった。

　霧塚は北戸を顧かえりみた。中年男は、にやにやと意い味み深しんに笑っている。

　信じられない思いで、霧塚は自分を指差した。

「そ。お前さんのせいだ」

　霧塚はもう一度、銀髪の少年に視線を移した。

　いつもの冷たい表情に比べて、寝顔はいやにあどけない。

　つい、その白い頰ほおに触さわりそうになって、霧塚は慌あわてて手を引っ込めた。勘かんのいい根ね黒ぐろ桂けいは、触ふれたりすればすぐに起きてしまう。

「こいつの命令違反なんざ、滅めつ多たなこっちゃない。お前さんも災さい難なんだったろうが、こいつには、少しは感謝してやれ」

「は、はい──」

　霧塚は驚いていた。桂にとって、自分が多少でも意味のある存在だとは思っていなかった。仲間としては認められていたことに気付いて、一瞬、事態を忘れて微笑を浮かべる。

「あの、それで……」

「うん？」

「仙せん崎ざきさんが欲しがっている本って、なんなんですか？　榊さかき先生のところにあるものですよね？」

「あぁ。アラクナ──聖せい典てんだったかな、法ほう典てんだったかな。とにかくアラクナがどうとかって……」

　瞬間──霧塚の顔色が、ものの見事に蒼そう白はくに転じた。

「……どうした、霧塚？」

「い、いえ……そんな本──先生のところにはないと思いますけれど……？」

「へぇ？」

　北戸は懐ふところから、小さなびい玉を取り出した。透とう明めいなその玉は、レティスマの異い能のう者しやの喉のどに生成される玉で、その人物の吐はき出した玉同士に限り、通信が可能となる品だった。吐き出してから一週間ほどしかもたないという欠点もあるが、電波を使わないために、いざという時の盗とう聴ちようなどにも使われている。

　北きた戸どは、そのびい玉を手の中で弄もてあそびながら呟つぶやいた。

「ついさっき、南なん郷ごうから連絡があったんだ。そのアラクナなんとかって本をおさえたから、榊さかき先生達に手を出させるなって……」

　蒼そう白はくの霧きり塚づかは、小こ刻きざみに震えはじめた。

「そんな……聖せい典てんが……」

「……なんだ？　おい、霧塚。お前さん、何か知って……？」

　問いかけて、北戸はすぐに口を噤つぐんだ。

「おい──」

　運転席に、低く声をかける。

「俺おれは今、何も聞いていないし、お前も何も聞かなかった。それでいいな？」

「え？　なんすか？」

　運転席の男は、それこそ何も聞いていなかったような顔で反問した。狭せまい車内で、聞いていないはずがない。その反応は、北戸の言葉への肯こう定ていを意味している。

「……す、すみません」

　北戸と運転手の胸中を察して、霧塚は呟いた。同時に、彼らに深く感謝する。もし、自分が何かの情報を握っていることが知られれば、その情報を欲しがる何者かに狙ねらわれることにもなりかねない。

「──やっぱお前さん、この仕事、向いてねぇよ」

　北戸が溜ため息いき交じりに言った。

「私も──私も、そう思います」

　霧塚は青ざめた顔のまま呟いて、いつまでも──いつまでも、その身を震わせていた。
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　人の世に生きる上で、欠かかせないことがいくつかある。

　その中身は人によって違い、また年を経るごとに変わっていくものでもあって、ついでに言えば、欠かせないことなど特にないということもある。

　しかしそれでも、乾いぬい真ま砂さごには、今の居場所で生きていくために、自分なりに得た〝欠かせないこと〟がいくつかあった。

　まずは金。

　一人で全すべての衣食住をまかなうことが難しい以上、多くの社会ではこれがまず必要になる。

　それに力。

　体力、精神力。異い能のうの力ではなくてもいい。ともかくも、弱いだけの人間が生きていけるほど、世界は甘くない。

　それから、あらゆる可能性。

　先の見えない日々だからこそ、先につながる可能性が貴き重ちようになる。何も希望のない世界に生きることは、人の身には切せつない。

　そしてもっとも大事なことは、自分が〝自分〟でいられること。

　たとえ誰だれに否定されても、胸を張って生きていけるだけの自我をもつこと──それは誰にでも可能で、なおかつ人としての根源にも関かかわることだった。

　そして──もう一つ。

〝支え〟

　それはなんでもいい。ただ、自分が信じるもので、できれば自分自身と同等かそれ以上、大事に思えるものであれば、言うことはない。

　それは何かに行き詰まった時、全すべてに優先して考えることのできる、一つの突破口になる。その大事なもののためになら、他ほかのことは二次的なものとして割り切ることができる──そんな存在があればいい。

　たとえばそれは、親にとっての子供、子供にとっての親。恋人や友人、兄弟姉妹……

　さもなくば、その人がもつ主義主張や、生きる目的など、形のないものでもいい。

　真ま砂さごは幼い時期に、その支えを見つけていた。正確にいえば、仲間達──同じ研究所で育った、つくられた異能者の仲間達から貰もらった。

　仲間を裏切らない──

　もし誰かが危なくなったら、その時、助けられる誰かが助ける──

　その約束が、真砂の〝支え〟だった。

　いざとなれば、助けてくれる仲間がいる──実際にその力をあてにすることはなかったが、その約束は、幼い頃ころの真砂の生きる勇気になった。

　また同時に、仲間の誰かが危なくなったときのために、彼らを助けられる自分でいたいと思った。そう意識して生きてきた結果が、今の真砂を生んでいる。

　十年間、ほとんど会うこともなかったが、真砂の中には、彼らとの約束があった。

　そして今──

　真砂はその約束に従って、碑ひ文もん谷や由ゆ姫きと同じ車中にいた。

　後部座席、由姫は真砂の肩を枕まくらに眠っていた。真砂も少しうとうととしていたところに、運転席の南なん郷ごう司つかさから、小さな声がかかった。

「真砂──起きてるか？」

「えぇ。南郷さんの運転が危なっかしくて、寝てられません」

　噓うその憎にくまれ口をたたいた真砂に、南郷はバックミラー越しの失笑を送った。

「隣となりの娘は寝ているな？」

「こいつは南なん郷ごうさんの事じ故こ歴れきを知りませんからね」

「おいおい、国内なら安全運転を心がけてるさ。道もちゃんと舗装されている。だいいち人の車だ、壊こわさんよ」

　三人の乗る車は、駐車場に残っていた榊さかき糾ただすのものだった。イグニッションキーはついていなかったために、例によって真ま砂さごの爪つめが代役を果たしている。

「そうですね。南郷さんがジープを引っくり返したタクラマカンよりは、遥はるかに安心して乗ってられます」

「──お前もしつこいな」

　南郷はしかし、笑いながら言った。

　真砂にしてみれば、当時のことは笑い事ではなかった。砂さ漠ばくでジープを倒してしまった後に、同行していた異い能のう者しやによって車を立て直すことはできたが、転倒の際に、タンクを潰つぶし水を失ってしまったのだ。所属している〝キャラバン〟ではない、本物の〝隊商キヤラバン〟に偶ぐう然ぜん出会えなければ、今、こうして生きてはいられなかったかもしれない。

「しつこくもなりますよ。なんせ死にかけたんですから」

「死にかけた、か──」

　南郷は苦にがい顔をした。

「だが真砂、憶おぼえているか？　お前は、もっと危険な死線を搔かい潜くぐっているんだぞ」

　真砂は首を傾かしげた。

「ゲリラに撃たれた時ですか。それとも、南米の密みつ林りんで食中毒起こした時とか。アフリカで伝染病にかかった時も相当──」

「とぼけるなよ」

　南郷は溜ため息いきを吐ついた。

「俺おれなんざ、未いまだにあれを夢に見る。いっそ夢だったんじゃないかと思うこともあるくらいでな」

　南郷の言が何を指すかは、真砂にも最初からわかっていた。

　ハンター〝ヴィヨン〟──

　彼女と交えた一戦。

　それが真砂の最大の死線だったと、南郷はいつも言っていた。

　しかし真砂自身は、さほどそのことを自覚していない。

　真砂が甲こう院いん派から解放され、南郷に引き取られて、三年目のこと──今から数えれば七年前で、まだ十にもならない頃ころのことだった。

　ことの発ほつ端たんは、ヴィヨンが始し末まつした神しん群ぐんに絡からんでのことだった。

　狩られた神群については、名も知られていない。神群の名を詠よむ星ほし詠よみのエスハが、その名を告つげる前に──発見とほぼ同時に、その神しん群ぐんは始し末まつされていた。

　その神群は、東南アジアの小さな村落に奉まつられていた神だった。

　地元の人間達は神しん官かんを中心に結束し戦ったが、山やま之の内うち派はヴィヨンをはじめ、多くの戦闘に長たけた異い能のう者しやを投入し、ただでさえ数の少ない村人達をたちまちに蹂じゆう躙りんした。

　そして、無む抵てい抗こうの神群そのものを焼しよう却きやく処分した後。

　ヴィヨンは、捕らえた〝村人達〟の処刑をはじめようとした。同行していた南なん郷ごうや穏おん健けん派の者達は止めたが、人数の少なさが崇たたり、説せつ得とくでは彼女を翻ほん意いさせることはできなかった。

　ヴィヨンの蛮ばん行こうを最終的に止めたのは、乾いぬい真ま砂さごだった。

　抵抗を続けようとする神官連中に混じって、女子供を中心とした無抵抗の村人達もそこにいた。彼らに手をかけようとしたヴィヨンに、真砂は背後から襲いかかり、その両りよう眼めを潰つぶした。

　以来、ヴィヨンの目元は、包帯に覆おおわれている。

　南郷は、当時のことを思い出すように眼を細めた。

「……すさまじかったよ。あのときは正直、背筋が震えた。俺おれはなんてガキを連れてるんだろう、ってな」

「でも、あの勝ちは偶ぐう然ぜんです」

　真砂は言った。

「あの頃ころのヴィヨンは、まだパナンゾロン特有の視覚に目覚めていませんでしたし、ぼくを子供だと侮あなどっていました。要は先手必勝の不意打ちですから、みんなが言うほどのことは、していないつもりです」

「──それは違うぞ、真砂」

　南郷は前方を見み据すえながら、首を軽く横に振った。

「ヴィヨンはお前に気付いていた。背後からのお前の攻めも読んでいた。その証しよう拠こに、奴やつの髪はお前の背にも傷を負わせたろう」

　真砂は、今は傷の完治している自らの背に意識をやった。

　そこにつけられたのは、決して深い傷ではなかった。だがもし、真砂の指が彼女の眼を抉えぐるのと、髪の攻撃が逆の順で行われていれば、負けていたのは自分だったろうと真砂は感じている。

　南郷は話し続けた。

「……だが、お前は奴より速く、そして無む駄だのない動きで攻め勝った。ヴィヨンは油ゆ断だんしていたんじゃない。実戦慣れした奴の反応を、お前が上回ったんだ。たかだか十歳にもならないガキが、な」

　真砂はいぶかしく思った。南郷がこうまで真砂を称たたえたことは今までにない。

「……褒ほめられても、ぼくにはそうは思えません」

　真砂は肩に由ゆ姫きの重みを感じながら、窓の外に視線を投げた。

　ヴィヨンは──真砂に負けた後に、失明した眼に代わって、別の感覚器官を得ていた。その感覚器のために、今のヴィヨンは、当時よりも手て強ごわい相手になっている。

　おそらく──今やるとしたら、厳しい。

　真夜中の道に、他の車は少なかった。時折に擦すれ違う対向車のほとんどは、深夜営業のタクシーかトラックばかりである。

　彼らは真夜中が働く時間だった。真ま砂さごも事情は違えど、今日は徹てつ夜やの仕事といっていい。

　月給十万、生活費は雇やとい主ぬし持ちながら、残業手当も出ない仕事だが、今の真砂にとっては給料以上の価値がある仕事だった。

「なぁ、真砂」

　南なん郷ごうは声を改めた。

「お前、どうだ？　この件が片付いたら、そろそろ、こっちに戻らないか。一度はヴィヨンに勝てたほどの奴やつが、一個人の警けい護ご役やくというのも……」

　南郷の誘さそいに、真砂は微笑を浮かべた。

「ぜったいに嫌です」

　表情とは裏うら腹はらの、とりつく島しまもない口調で言う。

　南郷は退ひかない。

「今のその仕事、給料はいくらだ？」

「……関係ないでしょう、そんなこと」

「こっちは月に四十万出す。福利厚生もそれなりに整っているぞ」

「命がけはごめんです」

「華かヶが瀬せのところよりは遥はるかにましなはずだ。榊さかき先生のところは、楽はできるんだろうが、お前ほどの奴がこだわってやる仕事じゃない。閑かん職しよくもいいところだ」

　南郷は溜ため息いきを吐ついた。言いながらも、説せつ得とくはもう半分以上諦あきらめている。南郷司つかさは、真砂の頑がん固こさをよく知る立場でもあった。

「ぼくは当分、こっちの仕事を辞やめません」

　引いん導どうを渡すように、真砂は呟つぶやいた。

「──その娘か？　動機は」

　その問いに、真砂は否ひ定ていも肯こう定ていもしなかった。

　ただ、黙って南郷を見返す。

「……まぁいい。好きにしろ」

　呟いて、南郷はただの運転手に戻った。

　しばらくが経たってから、真砂は不意に口を開いた。

「──よく、わからないんです」

　車を走らせる南郷は、耳だけをそばだてる。

　そろそろ、人ひと質じちの榊、霧きり塚づからと本を交換する予定の場所──紅あか街まち中華街が近づきつつあった。そこは山やま之の内うち派ではなく祭さい夏か老ろう派の拠きよ点てんだが、それだけに強行派も穏おん健けん派も、内部ではいざこざを起こしにくい事情がある。街まちの顔かお役やく達には、善意の第三者としての調ちよう停てい役やくを依頼してあった。

「はじめは──いえ、ほんとに今朝までは、同じ研究所出身の仲間だから、困ってるんなら、次の仕事が見つかるまでは手伝おうって──それくらいに考えていました。

　でも今は、なんだかこいつの近くにいてやらないといけないような、そんな気がしています。気付かないうちに、こいつとの大事な約束も破っていたみたいで」

　真ま砂さごは低く呟つぶやいて、肩を枕まくらに眠る由ゆ姫きの頭をそっと撫なでた。

「青春だな、おい」

　からかうような口調で言い、南なん郷ごうが笑った。真砂は照てれも笑いもせず、ただ沈んだ声で応こたえる。

「……たぶん、そんなに健全なものじゃありません」

「……すまん」

　失言に気付いて、南郷は咳せき払ばらいでごまかした。

　真砂や由姫達、実験室の子供達は、抱えている事情が特殊に過ぎた。通常の異い能のう者しやには、同じ神しん群ぐんから影響を受けた、多くは同郷や血けつ縁えん関係にある仲間がいる。彼らは一つの閥ばつを形成していることもあり、時には派閥のしがらみを超えての付き合いがあることも多い。

　しかし真砂達のように、実験によって生み出された異能者達は、彼らの間とも一線をひかれている。通常の異能者より強い力をもつケースでは、同じ系統の異能者達からさえも異い端たん視しされがちだった。

　彼ら──実験室の子供達の多くは、本質的に孤こ独どくだった。基本的には、同じ研究所の出身者同士も隔かく絶ぜつしている。

　しかし、真砂やフローラ達に限っては、その絆きずなが妙に強い──そのことは、傍はたから見ているだけの南郷も察していた。

「──そろそろ着くぞ。起こしてやれ」

　南郷は、信号待ちに道路標識を見上げて言った。

「そういえばお前、紅あか街まちははじめてか」

「レブルバハトが出た時に、待たい機きとして外側までは行きました。中には、まだ──」

　紅街中華街の地下下水道に隠かくれていたレブルバハトを、華かヶが瀬せ清きよ元もとが狩り出したのは、二ヶ月近く前のことだった。真砂も直接は絡からんでいないが、一社員として包囲網には加わっていた。

「そうか。わかっていると思うが、中ではいざこざを起こすなよ。いろいろとややこしい場所だ」

「わかってますよ。噂うわさは聞いてますから」

　ややこしい所だからこそ、待まち伏ぶせも暗あん殺さつも難しい。取り引きには、お互いの安全が保証される。人ひと質じちと本を交換する場所としては、理想的なセッティングでもあった。

　真ま砂さごは、傍かたわらに置いた奇妙な本に触ふれた。

　羊よう皮ひ紙しに包まれたその本の中には、何かがいる。あるいは、その本はどこか別の世界とつながっているのかもしれない。

　本当に渡してしまっていいのか、まだ気にはなっていた。だがそれでも、榊さかきや霧きり塚づかを見捨てるような真似まねはできない。それでなくとも、仙せん崎ざきが本気でその本を狙ねらっているのなら、いずれは強行手段で盗とられることが眼めに見えている。

　それならば──何も被害の出ないうちに、渡してしまった方がいい。榊がカーマインへの売ばい却きやくを勧すすめたことからも知れるとおり、手元になくて困るものでもない。

　──ルールーブの爪つめが、震えるように疼うずいていた。

　その原因は、傍らの本にあると見て間違いない。

　できることならその爪で、本を壊こわしてしまいたいと、真砂は本気で考えていた。
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　広い庭の片かた隅すみ、松の木の陰かげに、少年は座り込んでいた。

　そこは庭の奥深く、人のあまり来ない場所だった。

　少年はそこで、さきほど見つけた宝物を片手に、一匹の死んだ蟬せみをいじくっていた。

　松の根元に顔をつきあわせ、刃を虫に押し当てる。

　まず胴どう体たいと頭を切り離してみた。

　おもしろいように簡単に、刃は虫の体を切り裂いた。潰つぶしたわけでもなければ、自然に崩したわけでもない。刃物で物を斬きるはじめての感触に、少年は心が踊おどるのを感じた。かつて感じたことのない高こう揚よう感かんだった。

　少年は無心に蟬の体を切り刻きざんだ。

　その小さな体が細こま切ぎれになって、遂ついに斬れそうなところがなくなりはじめたとき──

　少年の背後に、二つの人影が立った。刀に夢中の少年は、そのことに気付かない。

「坊ぼう。そこでなにしとんねん？」

　気安くかけられた声は、温和な響きをもっていた。しかし少年は、びくりとして背後を振り返る。

　紬つむぎ姿すがたの、小太りの初老──

　少年は、その男を知っていた。この屋敷で一番偉えらい人間で、仙崎竜りゆう太た郎ろうという名前だった。遠くから見たことがあるだけで、直接に話すのははじめてである。

　一いつ緒しよにいるのは、彼の部下らしい。細身で髪の長い娘だった。

　少年は咄とつ嗟さに立ち上がり、背に刀を隠かくした。綺き麗れいな刀だった。大人おとなに見つかったら、取り上げられると思った。

「ん？　なんやそれ？」

　仙せん崎ざきは、しっかりと見み咎とがめていた。少年の小さな体で、長い刀を隠かくせるはずもない。

　問われて、少年は戸と惑まどった。問われて答えないわけにはいかないが、しかし少年は刀というものを知らなかったし、刀から生えていたと思おぼしき、あの触さわれない手についてもよくわかっていなかった。

　手は、地面から生えていた。

　──前に聞いたことがある。

　地面から生えてくるものは、新しん芽めというのだ。

「しん、め……？」

　迷いながら、少年は答えた。

「しんめ？　なんやそら。刀やろ、それは」

　仙崎は肩を揺らして笑った。

「で、そのしんめ、どないしはったんや？」

「──もらった」

　少年は小声に答えた。

　あの触れない手が、自分にくれたのだ。少年はそう信じていた。

「もらったぁ？　誰だれにや。見してみぃ」

　少年は首を横に振った。

「ははっ……物置からでも盗とってきたんやろ？　ええでええで。欲しいもんはな、力ずくで獲とるもんや。怒らんから……ん？　なんや、拵こしらえがないんやな。刃だけやないか。よくそないなもん、持ってきたなぁ……あぁ、手も傷だらけやぞ」

　仙崎は明るい声で呟つぶやきながら、少年に歩み寄ってきた。

　松の木を背にした少年は、動けない。

　相手は、逆さからってはいけない人間だった。しかしそれでも、少年は刀を獲られたくなかった。

　仙崎は屈かがみこみ、少年が握ったままの刀をしげしげと眺めた。

「……ふぅむ。ええ刀や。こんなもんが物置にあったんやなぁ。銘めいは入っとらんが、なかなか──」

　少年は、刀を抱きしめた。刃が腕に食い込み、一ひと条すじの傷をつけた。

　間近で見ていた仙崎は、眼めをしばたたかせた。

「なんや、坊ぼう。その刀、そないに気にいっとるんかい？」

　こくり……

　少年は、おどおどと肯うなずいた。

　仙崎は笑った。

「おもろい。ほんならやるわ。今日は気分がえぇさかい」

　機嫌よく言い、

「そんかし、わしのために働けや。どや、できるか」

　少年の頭を撫なでながら、そう言った。

　少年は、こくこくと何度も肯うなずいた。その綺き麗れいな刀と一いつ緒しよにいられるのなら、なんでもする気になっていた。

　仙せん崎ざきは笑った。

「よっしゃ。坊ぼう、名は？」

「…………くじかた。とうじ」

「ふむ？　知らん名やな」

　仙崎が、背後の女──ヴィヨンを顧かえりみた。

　女は直立の態ていで語り出す。

「つい先日に死んだ、下位の構成員の養子です。一年前までは実験動物として、甲こう院いんの研究所にいたそうです」

「なんや、実験室のガキか？」

「はい。ですが、山やま之の内うちの襲撃で資料が焼けたために、どの神しん群ぐんの被ひ験けん者しやだったかはわかりません。身体能力はやや同年代の子供より優すぐれていますが、それでも常じよう人じんのレベルです」

　女はすらすらと冷たい声で答えた。少年を見る眸ひとみの色に感情はなく、使えない道具を見るような眼めつきだった。

「あぁ。そいで次の親が決まるまで、預かっとるんか」

　仙崎は合が点てんしたように肯いた。

「異い能のうのない失敗作かぁ──まぁええやろ。ヴィヨン、このガキ、座ざ王おうんとこに持ってけ。養子にさせるんや」

「はい」

　即座に応こたえて、女は一言も逆さからわない。仙崎は眼を細めて笑った。

「気に入ったで、こいつ。眼つきがえぇわ。ガキのくせに眼ん中からっぽでなぁ。昔のお前みたいやな」

　仙崎は、からからと笑う。

「座王に言うとけ。人並みのガキに育てることあらへん。人ひと斬ぎりの技でも仕込んで、手て駒ごまに育てるとええわ。化ばけるかもしれんで」

「心得ました」

　長髪の女、ヴィヨンは丁てい重ちように頭こうべを垂れた。

　少年は大事な刀を抱え──ぼうっとした眼まな差ざしで、二人の大人おとなを見上げていた。

　刀は、少年の物になった。
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　榊さかき糾ただすは、紅あか街まち中華街の一角、高級料理店の、広すぎる一室に捕らえられていた。

　日ひ頃ごろは宴えん席せきとしても使われる、紅あかい絨じゆう毯たんの敷き詰められた部屋の内周には、物もの々ものしいほど多くの人々が並んでいた。ざっと見渡して三十人──彼らは、山やま之の内うち派の強行派と穏おん健けん派、さらにはこの中華街に住む祭さい夏か老ろう派の仲ちゆう介かい役やくという、三つの派は閥ばつの人々だった。

　お互いの注意は、実は中央のテーブルに座す榊より、それぞれ相手の派閥の者達に向けられている。

　祭夏老と穏健派は、比較的に結びつきが深い。そしてどちらにも、強行派とは事を構えたくないという事情がある。

　穏健派と強行派は、仲が悪いとはいえ、一応は同じ山之内派の人間でもある。内部で異動することもあり、仲が悪い者はとことん悪いが、そうでない者も複数いる。

　敵味方と中立が入り乱れたその場の空気には、一種独特のものがあった。

　テーブルの榊糾は、その状況に苦笑を漏もらしていた。

「この状況って──夢ゆめ路じさんなりの、〝天下三分の計〟ってやつなのかしら？　お互いに牽けん制せいしあって、面と向かってはなかなか争えない……絶妙のバランスよね」

　独ひとり言ごとじみたその声に、正面にいた仙せん崎ざき竜りゆう太た郎ろうは笑顔で肯うなずいた。

「おもろいな、それ。まぁわしは、あの爺じじいがそこまで考えとるとは思わへんけどな」

「そうかしら？　諸しよ葛かつ孔こう明めいとまではいかないけれど、あの人は策さく士しよ。なめてると足元すくわれるから」

「ははっ……今回は、わしらがすくった感じや」

　仙崎の笑顔は崩れなかった。

「──だから聖せい典てんなんて、私は持ってないって言ってるでしょ？」

　榊はうんざりしたように言った。

　仙崎は肯く。

「嬢じようちゃんが、素直に渡さへんのはわかっとった。隠かくし場所もわからんしな。せやから、〝嬢ちゃん以外のもん〟に、その隠し場所から持ってきてもらお思てなぁ」

「はぁ？」

　榊はごまかして、相手の頭を疑うような声をわざと出した。心しん拍ぱく数すうは上がっている。

　仙崎は首を横に振った。

「どこに隠しとるのかはしれんが……お前さんのことや。万一のために、同居しとるガキには聖典のことを話してあるんやろ？　自分が死んだら、代わりに本を処理しろとか言うとるんやろうが、そうはいかん。わしは、お前さんを殺したりはせぇへんで。殺やるんなら、お前さんのまわりや」

　仙せん崎ざきの絡からみつくような視線を受けて、榊さかきの額にうっすらと汗が浮いた。

「裏切者が、簡単に死ねる思うなや。死ぬよりもつらいっちうことが、この世にはやまほどあるんや。一つ一つ、教えたろか？」

　仙崎の笑顔が、凄すごみを帯びていた。

「仙崎さん、その尋じん問もんはいけません。完全に脅きよう迫はくです」

　テーブルの脇わきから、穏おん健けん派の一人が口を挟はさんだ。両りよう眼めを閉じたスーツ姿の青年で、榊の隣となりにぴたりとついている。

　青年の指摘に、仙崎は軽く肩をすくめ、ぺこりと頭を下げた。

「すまんすまん。なに、ちょいとこの嬢じようちゃんをからかいたくなっただけやねん。堪かん忍にんしたってや」

　悪びれずにそう言った。

　仙崎の脇には、包帯で目元を隠かくした女、ヴィヨンが立っていた。こちらは直立不動の態ていで、呼吸を疑うほど微動だにしない。

「──仙崎。私にはなにしても構わないけれど……他の連中に手を出したら、ただじゃすまないわよ」

　榊の眼めが据すわっていた。

　仙崎は、さらに深く肩をすくめる。

「おぉ、怖こわ。嬢ちゃん、美人はそんな眼ぇしたらあかんて。

　そういやぁ……あんたんとこのあの嬢ちゃんと真ま砂さごってガキ、綺き麗れいーな眼ぇしとったなぁ？」

「……あの子らは無関係よ。何も知らないわ」

「ははっ……榊女史、わかっとらんねぇ。ああいう眼ぇしとる奴やつらはな。たかが本の一冊なんぞより、あんさんの命の方がずっとずっと大事やねん。さっき、要求は伝えといたさかい、届けにくるのも時間の問題やで」

「無む駄だよ、そんな本、最初からないんだから」

　誘ゆう導どう尋問と山ヤマを張って、榊は強気に言った。しかし心の底では、どうしようもない誤算を自覚してもいる。

　榊糾ただすの前提は、〝仙崎は、アラクナ聖せい典てんが破壊されたと信じている〟点にあった。

　だから、たとえ裏切りの仕返しに自分が殺されることはあっても、まさか自分の身み柄がらと引き換えに、聖典を要求してくるなどとは考えもしなかった。

　どこかから情報を得たとも考えられない以上──十年前、甲こう院いんが壊かい滅めつした時から、そのことに気付いていた可能性がもっとも高い。そして理由は知れないが、山やま之の内うち派内での土台が整い、榊の気が緩ゆるみはじめていた今になって、取り返す時期と決断した──榊糾は、仙崎の行動をそう読んだ。

　また、一方で──

　聖せい典てんは確かに危険なもので、仙せん崎ざきの手に渡したくないのも本ほん音ねだったが、今の彼にそれを使う術があるとも思っていなかった。アラクナ聖典は、アラクナの異い能のう者しやにしか使えない。

　由ゆ姫きならば使えるにしても、彼女が仙崎の意志を汲くむことは──

　榊さかき糾ただすの顔が、そこで蒼そう白はくに転じた。

　今の自分は、彼の人ひと質じちになっている。おそらくは、霧きり塚づか雅みやびも同様に──

「──最悪、あんた」

　榊糾は、震える声で、辛かろうじてそう言った。

　人質・誘ゆう拐かい・拉ら致ち・監かん禁きんは、強行派の十八番おはこだった。誘拐する側、される側、どちらも警察に通報できない事情を抱えているせいもあり、人質策は有効に作用することが多い。

　ことに仙崎は、そのあたりのやり方を熟じゆく知ちしている。

「最悪なぁ。よぉ言われるんや、それ。こないにえぇ男つかまえて、ひどいなぁ」

　くっくっと、仙崎は笑った。

「──実はさっきな。もう連絡はいってん。あんさんとこのガキ二人が、聖典持ってこっちに向かっとる」

　榊はうなだれた。そんなことだろうとは覚かく悟ごしていた。真ま砂さごも由ゆ姫きも、榊や霧塚を見捨てるだけの価値を、あの聖典に見出していないことは確実だった。

　この場合、価値は〝危険性〟と同義でもある。

　また──もし、霧塚や由姫を人質に取られたら、榊もあの本を渡さずにいられる自信はなかった。誰だれも責せめることはできない。

　責めるとすれば、あの本をカーマインにはやく譲ゆずらなかった自身の失策を責めるしかないが、もしそうしていてなお、仙崎が聖典を榊の元に求めた場合──さらにひどい事態になっていた可能性もある。

　結局は、権力者の仙崎に対し、一研究者の榊糾は、非ひ力りきに過ぎたという一事に尽きた。

「身み内うち思いのえぇ子供らやないか。なぁ、誠せい二じ君？」

　仙崎はわざと、榊の脇わきに立つ穏おん健けん派の青年に微笑を向けた。

　両りよう眼めを閉じた青年、真ま名な井い誠二は、日ひ頃ごろは温厚な顔を珍しく怒りに歪ゆがませていた。

　その顔色を眺めて、仙崎は満足げに肯うなずいた。

「わしは喧けん嘩か馬ば鹿かどもとはちごうてな。こ、こ」

　自らのこめかみを、指先でとんとんと叩たたいて見せた。

「ここの使い方次し第だいや。何事もなぁ。わしもこの頭がなけりゃ、甲こう院いんの壊かい滅めつからここまで、生き残れんかったやろ思うわ。あとは、運やな」

　にやにやと笑って、仙崎は太鼓腹を叩いた。

「──あの本を、由ゆ姫きに使わせるつもり？」

　榊さかきは、顔を伏せたまま問いかけた。

「うん？　あぁ、アラクナの異い能のう者しややったか、あの小こ娘むすめも」

　仙せん崎ざきはとぼけた顔で応じた。

「……無む駄だよ。由姫にあの本は扱えない。彼女は心の底から、アラクナを恐れ、拒きよ絶ぜつしているわ。たとえ私達の身を人ひと質じちにとったとしても、あの子には絶対、聖せい典てんは制せい御ぎよできない。いくら理で説いても、心は動かないもの。心で拒絶する者に、あの聖典は扱えないわ。どんなに脅おどしても不可能よ」

「あぁ、そら誤ご解かいや。いやほんまに」

　仙崎は、軽い身振りで掌てのひらを打ち振った。

「別にアラクナの異能者なんざ興味ないねん。わしゃただな、あの籤くじ方かたっちうガキがうちに刀ひっさげて来たもんやから、とりあえず調子くれとる夢ゆめ路じの爺じいさんに、嫌いや味みの一つでも言うとこ思てな。

　それと甲こう院いんはんがおらんようなってから、もう十年経たつやろ？　犯罪者いうても、一度は主しゆ従じゆうの関係だった仲や。わしも年食うたし、さすがに懐なつかしうなってきてなぁ。この機会に、なんか遺い品ひんでももろて、余よ生せいの慰なぐさみにしよ思たんや。夢路の爺への嫌味と、あんさんへの恨うらみ言ごとと、そいからわしの懐かい古こ趣味と……この件は、それだけのことや。あんさん方、敏びん感かんに反応しすぎやで。おぼこ娘やあるまいに」

　仙崎はゆったりとした口調で、嚙かんで含めるように言った。その言葉は、いかにも真しん情じようが籠こもっているように聞こえた。

「……まぁ今いま更さら、アラクナの力なんぞ持ってもなぁ？　甲院はんの二にの舞まいは、わしゃご免めんや。せっかくに生き残れたんやしな。おかげさんで、好きな土いじりもでけとるし」

　榊は黙っていた。

　好こう々こう爺や然ぜんとした彼の態度、その全すべてを信用することはできなかった。しかしアラクナ聖典が由姫に使えないことは、仙崎もわかっていておかしくない。

　人の身にもたらされる神しん群ぐんの異能は、信仰の是非をまったく問わない。ただ存在するだけで人に影響を与え続ける彼らは、神群を快こころよく思わない者にでも、無差別にその力を与えてしまうことさえある。

　しかし神群の中には、より強い異能や神群本体の助力を受け入れるか否いなかを、当人──巫女みこや神しん官かん達に、選択させる例が希まれにあった。

　例えば、今年の夏に見つかった一例──青せい雲うんの息吹いぶき、ハタニアスの巫女たるべき少女の場合もそうだった。彼女は異能の力に目覚めつつも、ハタニアスを精神面で拒絶した。その結果、神群の巫女にはならなかった経緯いきさつがある。

　榊の知る甲院の過去の記録によれば、アラクナの場合は輪をかけて、その条件が厳しい。

　彼かの神しん群ぐんが巫女みこに与える異い能のうは、〝言葉を伴わない、接触による意志の伝達〟だった。

　それは、人や獣けものに対してばかり使われる異能ではない。

　キャラバン内の多くが知らないことだが──その異能は本来、人が〝神群〟に対して、その心を正確に伝達できるという極めて優すぐれた能力だった。

　それは異能の元となる神群、長ながくのたうつ女め神がみ・アラクナとの、精神的な触ふれ合あいをも意味する。

　その真心に、アラクナへの恐きよう怖ふや嫌けん悪おが少しでもあった場合には、聖せい典てんの向こう側にいる〝アラクナの眷けん属ぞく〟達との交信は不可能だった。

　過去の巫女達の中にもそうした例はあり、彼女達は自ら命を絶って、次の巫女へと任を引き継いでいったという。実際には、本当に〝自ら〟だったのか、あるいは〝無む理り矢や理り〟だったのかは、史料の行間を読むしかない。

　ともあれ、由ゆ姫きはアラクナに対して、トラウマにも近い恐怖を持っている。アラクナの異能者が由姫しかいない今、彼女に聖典を扱える資質があることは間違いないが、実際に使えるかどうかとなれば話は別だった。榊さかき自身、真ま砂さごにそのことを問われたときは、曖あい昧まいに濁にごしている。

　使用に際しては、由姫の神群に対する拒きよ絶ぜつ反応をなくさなければならないが、それは本人にも難しいこと──おそらくは、不可能なことだった。それが可能なら、過去の巫女達は殺されていない。

「──由姫を殺して、次の巫女を探すことはできないわよ。もう甲こう院いんの村は存在しない。アラクナは巫女を指定しようがないわ。あれはもう、出で番ばんを永遠に失った過去の神群よ」

　榊は、自身と仙せん崎ざき、その双方に言い聞かせるつもりで言った。

　仙崎は笑って肯うなずいた。

「しつっこいなぁ、嬢じようちゃんも。わかっとるわかっとる。わしかて、そうそう力を振るうことばかり考えとるわけやない。たまにゃあ、思い出に浸ひたってしんみりしたい夜もあるんや」

　仙崎は寂さびしげに言った。全すべてが演技とすれば、たいした役者ではある。

　ノックもなしに、大広間の扉とびらが開いた。

　南なん郷ごう司つかさを先頭に置いて入ってきたのは、榊のよく知る娘と、つい一週間ほど前に知り合った少年の二人だった。その背後には、中年男と首輪の娘──翁おきな居い夢ゆめ路じと詩し乃のも付いてきている。

　仙崎が鷹おう揚ように肯いた。

　真砂達の後からついてきた夢路は、ひたすらに苦にが々にがしく顔をしかめていた。

「夢路のおっさん、そう怖こわい顔するもんやないで。元はといえば、あんたがあんな暗あん殺さつ者しや、わしんとこに送るから悪いんやで？」

　仙崎は嗤わらった。

　夢路は何も言わない。何を言っても、言い訳にすらならない。ここにいる多くの人間は、夢路がそういった真似まねを絶対にしないことを知っていた。この件は、仙せん崎ざきが事実を捻ねじ曲げて解釈した結果にすぎない。

　しかしそれでも、その意に添そわざるを得ないだけの力が、彼の下には集まっていた。

　たかが本一冊──

　それでこの件がすむのなら、安い出しゆつ資しといっていい。どのみち高齢の仙崎は、あと何十年も生きはしない。年寄りの我わが儘ままと思えば、仕方もなかった。

　入ってきた真ま砂さごは、仙崎の下に聖せい典てんを持っていった。

「……本は、これです」

　榊さかきが一人、首を横に振った。仕方のないこととはいえ、聖典が仙崎の下に渡ることには、やはり不安が強い。

　仙崎は羊よう皮ひ紙しの包装を解き、聖典の表紙を確かめた。金属製の冷たい感触を指で確かめ、眼めを細める。

「確かにこいつや。手て間まやったなぁ？　霧きり塚づかと籤くじ方かたは、隣となりの部屋におる。今、呼ばせるさかい」

　仙崎は甲かん高だかく手を叩たたいた。

　すぐに、隣室と広間を隔へだてたドアが開き、霧塚ともう一人、放心したような眼まな差ざしの青年が部屋に移ってきた。真砂は初しよ見けんだが、この騒ぎの発端となった、籤方刀とう至じである。

　二人は、テーブルから遠い壁際に立たされた。

　霧塚雅みやびの無事な様子に、由ゆ姫きが安あん堵どの息を吐はいた。

「ともあれ、取引きは成立やな。や、めでたい。どや、このまま宴えん会かいと洒落しやれこまんか？　手打ち式や」

　仙崎は機嫌よく言った。

「ぼくは未成年ですから。それに榊先生達もお疲れのはずです。これで失礼します」

　真砂は睨にらみに近い眼差しを男に向け、本をテーブルに置いた。

「そうかい。残念やなぁ」

　仙崎は呟つぶやき──

「……おい、碑ひ文もん谷や、ご苦労やったな。もうええで」

　にたにたと笑いながら、由姫に声をかけた。

　由姫は、そこで固まった。真砂も耳を疑う。

　彼女が、仙崎に労われる理由──その事実が指す現実に、真砂は咄とつ嗟さに気付かなかった。

「由姫──」

　由姫は無言で、そこに固まっていた。

「知らんかったやろ？　そいつな、元もと々もと、わしのとこから榊はんとこに預けたスパイやねん。ガキの時分からなぁ」

　真砂には、信じられなかった。

　一言も否定しない由ゆ姫きを、呆ぼう然ぜんと顧かえりみる。

　由姫は──真ま砂さごと視線を合わせなかった。

　彼女の抱えていた不安──

　幼い頃ころの傷、真砂が破った約束、自らの異い能のうと、聖せい典てんの関係──

　それらに加えて、もう一つ。

　碑ひ文もん谷や由姫には、抱えているものがあった。

「由姫──」

「……ごめん……」

　かぼそい声で、由姫は呟つぶやいた。

　真砂は、書しよ斎さいでの由姫の怯おびえように、やっと得とく心しんがいった。思えば由姫の様子がおかしくなったのは、仙せん崎ざきの来訪からだった。

　仙崎と、由姫の関かかわり──

　それをもし、真砂や榊さかきに知られたときのこと──

　彼女の怯えの本当の原因は、そこにあったと見て間違いない。

「榊はんとこはもうええわ。戻ってき」

　仙崎に呼ばれても、由姫は動けなかった。

　真砂には──

　彼女の心中が、痛いほどわかった。

　同時に、真砂は由姫でなく、自分に対しての怒りを憶おぼえた。

　おそらく──由姫が一番、助けを必要としていたときに、自分はその傍そばにいられなかったのだ。それはつまり、あの時の──研究所を出た夜の約束を、守れなかったということでもある。

　──今度は、違う。

　真砂はそう意識して、仙崎から由姫を庇かばうように、その前に立った。

　スパイという単語が、重苦しく頭の中に響いていた。

　確かに、最初はそうだったのかもしれない。しかし由姫の本心がそうでないことを、真砂は疑いもせず確信している。

　彼女も自分も──このキャラバンという組織の中では、歯車であり、ただの道具だった。

　そして由姫は、その歯車としての役目を否いや応おうなく、背負わされてきたらしい。十にも満たない子供が生きていくには、それしかなかったとも言える。

　真砂は強く──強く、歯を食いしばった。

　榊糾ただすが立ち上がり、由姫の傍へと歩み寄った。

　無言で立ち尽くす由姫を、榊も無言で抱きしめる。

　仙崎は、くっくっと笑った。

「やっぱガキやなぁ、碑文谷。見事に飼かいならされたもんや」

　榊さかきは由ゆ姫きを抱きしめながら、その耳元に囁ささやいた。

「だいじょぶ……あんたは、悪くないから。仕方なかったんだよね」

　榊の言葉に、由姫は子供のように首を振った。

「違うの、先生──確かに私はスパイだったけど……何も、何も報告なんかしてない。聖せい典てんのことも、ずっと黙ってた……」

　榊は眉まゆをひそめた。その表情は由姫への非難ではなく、仙せん崎ざきに向けられた懐かい疑ぎだった。榊糾ただすは、由姫の言を決して疑いはしない。

「仙崎──あなた、どこから聖典のことを……」

　仙崎は笑って、その問いには答えない。

「なんとなく察しはついとったが──そこのガキは、もうとっくにわしらを裏切っとったわけや。甲こう院いんを裏切った嬢じようちゃんに育てられて、今度はわしらを裏切る──相あい性しようが悪いんやろね、おおかた」

　仙崎は、底光りしがちな眼めを細めた。

「せやけどな。このままやと、他の連中に示しめしがつかへん。悪いんやけど、その女はここに置いてってもらおか」

　真ま砂さごが身構えた。腰を低く矯ため、仙崎を見み据すえる。

　榊もまた、由姫を庇かばって仙崎に背を向けた。

　その周囲を、わらわらと異い能のう者しや達が囲みはじめた。

　南なん郷ごう司つかさを筆ひつ頭とうに、解放されたばかりの霧きり塚づか、津つ雲くも老人、そして南郷の部下達──

　彼らは榊達を守るようにして、緩ゆるい陣じんを為なした。

「仙崎さん──あんた、欲張りすぎだ。おとなしく本を持って退ひけ」

　南郷が低く、押し殺した声で言った。

　仙崎の周囲にも、彼の部下達がじりじりと集まりはじめた。ヴィヨンをはじめとする、パナンゾロン系の異能者を中心としていたが、その中には根ね黒ぐろ桂けいも混じっていた。戦力としては、やや仙崎の側に分ぶがある。

　また一方で、強行派でも仙崎には与くみしない者もいた。北きた戸どなどの、いわゆるサラリーマンとしての東とう都とまごころファイナンスの社員達は、どちらに味方するわけでもなく、事の成り行きを見守っている。

　彼らは仙崎の部下でもなければ、南郷の部下でもない。ただ山やま之の内うち派の本部の命令で、この取引きを成功させるために来ているだけだった。身み内うち同士の対立に巻き込まれて、わざわざケガをする気もない者達である。

　唐とう突とつにはじまった睨にらみ合いに、中立の立場で警けい護ごをしていた祭さい夏か老ろう派の異能者達は、事情を判断しかねて立ち尽くしていた。

　その場の空気が、凍こおりついた。
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　翁おきな居い夢ゆめ路じと詩し乃のは、壁際に立っていた。少し離れた位置で、籤くじ方かたもぼうっと様子を見守っている。

　心情的には、夢路は榊さかき糾ただすや南なん郷ごうの側に立っていた。乱戦となれば出る覚かく悟ごだったが、仮かりに今、夢路や詩乃が動くと、仙せん崎ざき達を余よ計けいに刺激して、戦いの引き金になる危険がある。

　それがために、まだ動けない。

「──夢路様」

　詩乃が小声に、主あるじの名を呟つぶやいた。

「詩乃、お前は下がっていろ。連中、ここでやらかすかもしれん」

　この紅あか街まちでまさか──とは思いつつも、夢路は内心でその可能性を捨てきれていなかった。強行派はプライドや面子メンツを重視し、また裏切者には手厳しい。碑ひ文もん谷や由ゆ姫きという少女の立場が、仙崎の言うとおりで、また南郷達がそれを引き渡さないとなれば、激突は有り得ない話ではなかった。

　仙崎が退ひくか、退かないか。

　──退く、と、夢路は見当をつけていた。この場での戦力的には仙崎が有利だが、中華街の異い能のう者しや達はまず間違いなく、穏おん健けん派の南郷に味方する。そうなれば、仙崎達は生きてこの街から出ることすら危あやうい。

　詩乃が、そっと夢路の袖そでを引いた。

「あの、アラクナ聖せい典てんという書物が──何か反応を示しています」

「……あん？」

　詩乃の声は、微妙に硬かたくなっていた。

　嵌はめた首輪の奥──その喉のどについた目玉は、神しん群ぐんに関かかわる物を見み極きわめる。彼女もまた、甲こう院いん派によって創つくり出された異能者の一人であり、真ま砂さご達とは別の研究所の出身だった。

　樹じゆ上じようの語かたり部べ・ケンツィア──詩乃の喉に埋め込まれた神群の組織は、そう呼ばれていた。

　そのケンツィアの力で、詩乃は神群の気配を見る。

「──夢路様。あの書物から出る気配と……」

　詩乃は小さな動きで、籤方を指差した。

「あの〝真しん女め〟の気配に、非常に近しいものを感じます。まるで──つながっているような……それにこれは、甲院の──」

　刹せつ那な──壁際にいた籤方が、跳はねるように動いた。

　両派の間をすり抜け、聖典をめがけて駆けていく。その先には仙崎竜りゆう太た郎ろうがいたが、彼は驚いて立ちすくむばかりで、逃げもせず、迎え撃つ姿勢も見せなかった。

　籤くじ方かたは、聖せい典てんに手の届く所まであっさりと近づいた。

　手が伸びた。

　籤方の手ではない。

　真しん女めの──いつのまにか鞘さやから振り抜かれた白はく刃じんの切っ先から、白く細い女の腕が、半はん透とう明めいに伸びていた。

　居並ぶ一同の視線は固まっていた。

　その手がアラクナ聖典の表紙に触れるや、本は生き物のようにばくんと口を開けた。壊こわれた鍵かぎが弾はじけ飛び、その中に覗のぞく暗くら闇やみの奥から、白い点がいくつも浮かび上がり──

　そして、消えて行った。

　籤方が悲鳴を上げた。甲かん高だかい女の悲鳴だった。

「──呼べない⁉　何故なぜだ⁉」

　その悲痛な声こわ音ねを聞くや、夢ゆめ路じの背には戦せん慄りつが走った。

「……こ……」

「撤てつ退たいや！　退たい路ろ確保せぇ！」

　珍しく表情を歪ゆがませ、仙せん崎ざきが喚わめいた。

　周囲にいた異い能のう者しやたちは、今見たものの正しよう体たいがわからぬままに、勢いで乱戦へと雪崩なだれ込んだ。張り詰めていた糸が突然に切れたために、闘争の理由と目的が明示されないまま、酔よっ払ぱらいの喧けん嘩かのような勢いで戦いがはじまった。

　夢路は呆ぼう然ぜんと、その戦いのはじまりを見つめていた。瞬まばたきもしない眼めは、しかし闘いではなく別のものを見ている。

　乱闘の中心にいて肩を震わす青年と、彼の持つ得え体たいの知れない刀──

「……こ、甲こう院いんて……薫かおるか……？」

　その呆ぼう然ぜんたる声からは、生せい気きが失われていた。
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　よく知らぬ顔の青年が突っ込んでくるなり、真ま砂さごは反射的に、由ゆ姫きと榊さかきを庇かばって後ろへ押した。

　瞬間、その青年の手にした白刃から、白い手が伸びたのを、真砂は確かに見ていた。

　手が聖典に触れるや、その表紙が中から弾けるように開き──

　何も、起きなかった。

　ただ、青年が女の声で叫ぶのを聞いた。

「──呼べない⁉　何故だ⁉」

　あの本の中にいた〝何か〟──それを、呼び出そうとしていたに違いない。真砂はそれに感づいていたが、アラクナ聖せい典てんのことをまるで知らない周囲の者達は、ただ逃げようとする仙せん崎ざき達の進路を、前もって塞ふさぐのに躍やつ起きだった。

「パナンゾロン、前線に立てや！　他ほかの連中はその陰かげから奴やつらを狙ねらえ！　向こうの人数が集まる前に、ここ出るで！」

　乱戦の中、仙崎の号令が飛ぶ前から、彼の部下達は行動を開始していた。

　数人の男達の肌はだから、黒い泡あわ状じように鉄の装そう甲こうがにじみ出る。

　鋼こう鉄てつの籠かご守もり・パナンゾロン──全身を薄い鉄の鎧よろいに覆おおわれたその異い能のう者しや達は、蜥蜴とかげのようなゴキブリのような、生理的にはやや嫌けん悪お感かんを伴いがちな姿をしていた。

　真っ赤な複ふく眼がんが、頭の位置に光っている。

　薬物などで精神力を高めていないために、いずれもその装甲は大して厚くもなかったが、それでも刃も銃弾も打撃も効きにくいその体は、狭せまい場所での肉にく弾だん戦せんにおいては圧倒的な戦力となる。

　仙崎に対抗するように、真ま砂さごの背後で南なん郷ごうが叫んだ。

「非戦闘員を避ひ難なんさせろ！　真砂、時間稼かせぎとフォロー頼む！」

「はじめから、そのつもりです」

　真砂は両手の指を胸の前で組み合わせ、肩をほぐした。その背後では、由ゆ姫きと榊さかき、霧きり塚づからが、逃げるに逃げれず立ち尽くしている。下手へたに動けば標的にされそうな緊迫感があった。

　真砂は悠ゆう々ゆうと手袋を外はずす。

　その態度を隙すきと見たパナンゾロンの異能者が二人、先手を取るべく、両手をそろえて鉄の鞭むちを放った。

　敬けい神しんや華かヶが瀬せのような、上位の異能者とは比べ物にならないほど、弱く拙つたない攻撃だった。しかしそれでも、常じよう人じんの肉体を切り裂くには充分な威い力りよくがある。

　真砂はしかし、迫った四本の鞭を、あっさりと片手でなぎ払った。

　稲いな穂ほのような軽さで、鉄の鞭は半なかばから、金色の指に切断されて地に落ちる。

　真砂の前に立ったパナンゾロンの異能者達は、眼めに見えて足をすくませた。

　気勢を失ったその懐ふところにめがけて、真砂は一足に飛び込んだ。

　数人が退ひいた。

「怯ひるむな！　鉄の装甲だ、たかが爪つめには、そう簡単には破られん！」

　一人が捨すて鉢ばち気味に叫ぶ。

「……鉄？」

　飛び込みざまに、真砂は嗤わらった。

「よけんか！　無む茶ちや……」

　仙崎の指示は一いつ拍ぱく、遅おそかった。

　千せん界かいの鍛冶かじ師し・ルールーブ──

　その金色の爪つめと指が、鉄によろわれた男の首筋を摑つかんだ。

　強固なはずの鉄の装そう甲こうが、たちまちに凹へこみ、間をおかずに砕ける。

　摑まれた異い能のう者しやは、喉のどが潰つぶれる寸前で手指を離されはしたものの、首の急所をいじられ、そのままそこへ昏こん倒とうした。抜群の破壊力と比ひ類るいのない器き用ようさを併あわせ持もつ指──それが、ルールーブの異能だった。

「──たかが鉄で、身を護まもれると思ったのか？」

　真ま砂さごは低く言い放った。

　パナンゾロン系の異能者達は、軒並み総そう毛け立った。

　真砂の手指が持つのは、純粋な力ばかりではない。物質の分子結合そのものを緩ゆるめてしまうかのような、理り不ふ尽じんにも近い威い力りよくがあった。

「……たかが、ガキ独ひとりに、情けない」

　仙せん崎ざきは苦笑交じりに言ったが、その額には冷や汗が浮いている。

　真砂の脇わきには、南なん郷ごうの部下達が居並びつつあった。

　背後に控えた南郷司つかさは、砂すなに埋うもれた心しん臓ぞう・バゼンの異能を受け継いでいる。その力は砂を固めて刃や打撃武器に変えるという地味なものだが、南郷の場合には、これを弾たまに変えて相手を撃ち抜く技を得え手てにしていた。腰に提さげた携けい帯たいの砂袋からひと摑み──それだけで、数発の弾丸になる。

　鉄ではなくゴム状の組織を操あやつるパナンゾロンの変種、真ま名な井い誠せい二じもいる。戦闘力はさほどでもないが、柔軟性のあるゴム状の鞭むちは侮あなどれない。鉄よりも融通が利くだけに、相手の顔を覆おおいでもすれば、容易たやすく窒ちつ息そくに追い込むことが可能だった。

　真砂よりは遥はるかに弱いが、ルールーブの異能を受け継ぐ者も中にはいた。いずれも爪を構え、仙崎達の出方を慎しん重ちように窺うかがっている。

　彼らは穏おん健けん派とは呼ばれながらも、それは暴力を知らぬ素人しろうとであることを意味しない。真砂や南郷をはじめ、多くは強行派と互ご角かくに渡り合うだけの戦せん歴れきを持っている。真砂自身、数日前までは、強行派の巣そう窟くつたる東とう都とまごころファイナンスの社員でもあった。

　逃げるために、その道をつくろうと暴れ出したパナンゾロンの異能者数人は、すっかり真砂一人に吞のまれていた。短い乱戦もなりをひそめ、また睨にらみ合いの状態に戻る。

「アラクナ！　私はここにいる！　何故なぜ、私の呼び声に応こたえぬ⁉」

　女の甲かん高だかい声で、刀をもった青年がまた喚わめいた。

　否いな──

　喚いているのは、青年ではなかった。その手に握られた刀──その刀が、青年を操り、本に向けて叫ばせている。

「なして、こないな……まだ動く時期とちゃいまっせ」

　仙崎が困こん惑わくげに、青年へ問いかけていた。

「……詩し乃のに感づかれた。今の膠こう着ちやくの隙すきに、聖せい典てんを使ってと思ったが……何故なぜだ。呼べない」

　甲こう院いんは籤くじ方かたの顔を悔くやしげに歪ゆがませ、唇を嚙かみしめていた。

　壁際から、夢ゆめ路じが声を張り上げた。

「南なん郷ごう！　あれは籤方じゃない！　どういう理由わけかは知れんが、奴やつの体に甲院薫かおるが宿っている！　絶対に逃がすな！」

　真ま砂さごは眼めを見開いた。その場の者達が、一いち様ように息を吞のむ気配が伝わってきた。

　──甲院薫。

　その名を知らぬ者は、その場に一人もいなかった。

　十年前に死亡したはずの、甲院派の首しゆ魁かい。

　彼女は長ながくのたうつ女め神がみ・アラクナの巫女みこであり、危険な異い能のう者しやを数多く生み出す実験を行った首しゆ謀ぼう者しやでもあった。

　目の前の青年がその〝甲院〟と言われても、多くの人間は咄とつ嗟さにそのことを認識できなかった。しかし勘かんの鋭するどい幾人かは、夢路のその言葉を多少は疑いつつも、可能性として否定はしない。

　人の体を乗っ取るという行為は、キャラバンの中では他にも例のあることだった。キャラバンに古くから関かかわる〝星ほし詠よみのエスハ〟などは、まるで趣味のように、人の体をよく乗っ取ってもいる。それでなくとも、常じよう軌きを逸いつした話に彼らは慣れていた。

　仙せん崎ざきは夢路達を睨にらみ、舌を鳴らした。

　見破られるのが早すぎた──顔色は、その思いを隠かくそうともしていない。

　仙崎の私し兵へい達には、動揺が見えなかった。それはつまり、全すべてを承しよう知ちで仙崎に従っていることの証あかしでもあり、また夢路の指摘を暗に肯こう定ていしていることにもなる。

「ちっ……ここはいったん、退ひきまひょ。場所と態勢が悪すぎますわ」

　仙崎が、青年──甲院の、袖そでを引いた。

　本来なら、由ゆ姫きの件を彼らへの〝貸し〟にしておいて退き、籤方──甲院薫はそのまま、聖典と引き換えに夢路達へ返す予定だった。

　そしてまた後日に、甲院は夢路達から逃げて合流しなおし、その後に籤方の所在を問われれば、由姫の件を引き合いに出して相手を退かせる──これが、仙崎の立てていた計画だった。

　ひどく回りくどい策ではあったが、これならば〝甲院の復活〟を余よ人じんに知られることなく、聖典を手元に置きながら、態勢を整える時間が稼かせげるはずだった。

　詩乃の一言が、その全てをぶち壊した。

「これやから、実験室のガキどもぁ……」

　仙崎が小声に独ひとりごちた。

　真砂はその言葉を聞き咎とがめた。

「その実験室のガキを創つくったのは、あんた達だろ？」

　乾いぬい真ま砂さごの──その金色に輝く十本の爪つめが、爪つま楊よう枝じほどの長さで伸びていた。手の甲に埋め込まれたルールーブの爪が、相対的に減っていたが、それでもまだ伸ばせる余よ裕ゆうもある。

　さして凄すごむわけでもないが、仙せん崎ざきの部下達は遠巻きにするばかりで、誰だれも手を出せない。

　出入り口の付近は、すでに祭さい夏か老ろう派によって塞ふさがれていた。強行突破するには、一戦交えるしかない状況に陥おちいりつつある。

「仙崎、薫かおる。おとなしく捕まれ。他の連中もだ」

　夢ゆめ路じが声を投げた。

「ここは、紅あか街まち中華街だ。お前らの味方は遠いぜ？」

「──せやなぁ」

　仙崎が頭を搔かいた。

「わし一人やったら、毒どく霧ぎりで切り抜けたってもええんやが……」

　仙崎の体から──異い臭しゆうが、立ちはじめていた。

「……一つ、麻ま酔すい程度ので試してみよか」

　仙崎が、誰にも聞こえぬような小声でぽそりと呟つぶやいた。目の前にいる甲こう院いんにだけは、それを聞かせたかったらしい。だが、近くにいた真砂の耳にも、それは聞こえていた。

　双そう頭とうの女め神がみの右みぎ・クティカ──

　その異い能のうは、体中の汗かん腺せんから毒の霧を吹き出させる。当人には免めん疫えきがあるために無害だが、密室でそんな技を使われては、周りはひとたまりもない。

　瞬間、動けたのは、真砂だけだった。躊躇ためらう間も置かず、状況を理性で判断するよりも早く、簡単な対策を実行に移す。

　真砂は目の前にあった椅い子すをひっ摑つかみ、金色の爪をその背に嚙かみつかせた。そのまま、仙崎の策にまだ気付かない周囲を余所よそに、窓に向けて椅子を片手で投げつける。

　まるで自ら飛んだように、椅子は軽々と吹っ飛び、外に面した大きな窓ガラスを粉々に打ち割った。深しん更こうの街まちにガラス片が落ちていくが、時間が時間だけに下には通行人もいない。

　仙崎の舌打ちをその耳で確かに聞きながら、真砂は声を張った。

「換かん気き扇せんと空調設備を動かしてください！　急いで！」

　仙崎の異能を察した中華街の人間達が、慌あわてて部屋を出ていった。馬ば鹿かげた対策に聞こえて、その効果は馬鹿にできない。室内なればこその対応でもある。

　時によっては致ち死し性せいの猛毒を吹くとも言われる仙崎だが、味方の多いこの場では麻ま痺ひガスがせいぜいのはずだった。何より、ここには彼の主あるじ──甲院薫がいる。

　馬鹿の一つ憶おぼえのように、人ひと質じちを取る策を重ねてきた仙崎だが、今は身み内うちの存在のために、その異能を発揮できずにいた。

「しゃあないか……ヴィヨン！　殺やったれ！」

　仙崎の声を待っていたように、スーツ姿の女が最前線に立つ真砂の前に出た。

「ガキはヴィヨンに殺やらせる。他の連中は南なん郷ごうどもをやれ。この際、全員を殺しちまって構わん」

　仙せん崎ざきは指示と同時に、毒どくの混ざった唾液を、その口中から針はり状じように飛ばした。その近くに寄りはじめていた南郷の部下が、毒を顔に受けるや卒そつ倒とうする。

　男はくぐもった悲鳴と共に顔面をかきむしり、床ゆか面めんをのたうち回った。

　それを皮切りに、再び乱戦がはじまった。

　今度はどちらにも迷いがない。仙崎の私し兵へい達は主あるじを逃がすために、容よう赦しやなしに南郷達へと襲いかかった。

　真ま砂さごは由ゆ姫きと榊さかきの身を探した。壁際に逃げた彼女達の周りには、南郷本人と、さらには誠せい二じや霧きり塚づかに加えて──賢けん人じんの飼かい犬いぬ・イシェーニの異い能のう者しや、根ね黒ぐろ桂けいがいた。並なみ外はずれた身体能力を持つ銀髪の少年は、素早い動きで相手を翻ほん弄ろうしつつ、手足から繰り出される槌つちのような一撃を敵に見舞っていく。

　真砂はふと、いぶかしく思った。

　根黒桂は、つい先程まで、仙崎の側にいたはずだった。今はしかし、南郷と向き合わずに並んでいる。

　──碑ひ文もん谷や由姫は、榊の研究を監かん視しする目的で、仙崎が送り込んだスパイだった。

　ならば、根黒桂は……

　真砂は乱戦の最中に苦笑を浮かべた。

　その頰ほおを、鋭するどく伸びた一本の髪の毛が裂いた。間かん一いつ髪ぱつに身を反そらせた真砂は、我が身に迫った危険と向き直る。

　目元に包帯を巻いた白い女──神しん群ぐん狩がりを生業なりわいとする者達の中で狩人かりうどの異い名みようを取るその女は、戦いの時も無表情だった。

　甲こう院いん派の目的は、〝神群の力を人の身に利用する〟ことだった。神群狩りという役目は、神群を狩りだし、倒すことが目的だが──その任務の中には、研究のために〝捕らえる〟ことが要求される場合もある。

　ヴィヨンはその意味でも、〝ハンター〟だったことを、真砂は知っていた。

　壊かい滅めつしたはずの甲院は、仙崎を核として、山やま之の内うち派の内部でひっそりと息づいていたに違いない。

　そして、今──

　そのことが露ろ見けんした。この乱戦は、そういう意味を持っている。

　ヴィヨンは、他のパナンゾロンの異能者のように、鉄の装そう甲こうをまとってはいなかった。

　パナンゾロンの異能は強力な反面、体力と精神力の消耗が著しい。まともに装甲をつくって鞭むちを振るい続ければ、ほんの数分から数十分で限界が来る。

　彼女は、その身から生まれる鉄を最小の度合いに収めることで、長期戦をも可能にしていた。また同時に、鉄をも砕く真ま砂さごの爪つめに対しては、装そう甲こう自体があまり意味を持たない。

　ヴィヨンの髪が、蛇へびに似た動きをもって伸びた。自らの長髪に鉄をコーティングし、さらにそこから条すじを延ばすのが彼女の基本戦術だった。

　的確に急所を狙ねらってくるその切っ先を、真砂は懸けん命めいに十本の爪で跳はね除のける。

　その時、背後から小さな弾丸が飛び、真砂の脇わきをかすめた。ヴィヨンは事も無げに、その弾丸を伸ばした髪で受け流す。

　放たれたのは、南なん郷ごうの砂さ弾だんだった。真砂の援護にと思ったものらしいが、ヴィヨンにはまったく意いに介かいされてもいない。

　真砂は転ころげて髪の乱撃から逃げ、やや間ま合あいを稼かせいだ。

「あんたと一対一は……きついなぁ」

　真砂は冷や汗を浮かべて言った。

　ヴィヨンは反応を示さない。

　その伸びた髪が、真砂の反対側にいた南郷の部下を貫いた。鉄をまとって太さを増した、たった数本の髪が、その胸板を突き通す。

　男はがくりと膝ひざをつき、そのまま倒れて動かなくなった。

　ヴィヨンの見えない眼めは、しかし常に全すべての方向を把は握あくしていた。

　純粋な視覚を失った彼女には、同時に死角もない。パナンゾロンの影響により、今の彼女は眼とは別の感覚器を得ている。

　瞬間、真砂の背後から、別の敵が放った鞭むちが伸びてきた。背後を取ったつもりらしいその攻撃を、真砂は軽々と、ルールーブの爪で摑つかみ取った。

　鉄の鞭を握り潰つぶしはせず、ただ握る。ヴィヨンの髪は、数が多すぎて切り払うのがやっとだが、雑魚ざこの鞭ならば対たい処しよができた。その勢いもヴィヨンの攻撃よりは鈍にぶい。

「──ちょうどいい、手伝ってもらう」

　真砂は鞭を思いきり引っ張った。パナンゾロンの異い能のう者しやは、それだけで鉄の体を引きずられた。

　慌あわてる間もなく、彼の体は振り回されて、ヴィヨンのいる方向へとつんのめる。

　真砂はその体を盾たて代わりにして、一息に間合いを詰めた。

　ヴィヨンの髪がばさりと広がり、それぞれが細い束となって、鎌かま首くびをもたげた蛇へびと化した。

　流れてきた男の体を回り込み、その背後に隠かくれた真砂を狙う。

　髪を爪で切り払っても、次々に新しい髪が迫り、また切れた髪も鉄を足して伸びてくる。切りがないその攻撃を避け続ける真砂は、自身が蜘蛛くもの巣に捕まったような錯さつ覚かくを覚えた。

　自在に蠢うごめく髪は、至近戦でその効果を如何いかんなく発揮していた。

　不意を打たねば勝てない──

　真砂は歯は嚙がみして、パナンゾロンの異能者の背から飛びだし、また距離を保とうとした。

　その足に、ヴィヨンの髪が絡からみついた。

　背筋にどっと冷や汗が湧わいた。

　真ま砂さごに振り回されていたパナンゾロンの男も向き直った。紅あかい複ふく眼がんに、いくつも真砂の顔が映り込む。

　真砂は体を曲げ、足を摑つかむヴィヨンの髪を指先で引き千ち切ぎった。その隙すきに、男は手の先を槍やり状じように尖とがらせ、真砂の胸を狙ねらって突く。

　真砂は、片方の手の甲でその突きを受け止めた。ルールーブに移植された爪つめ──そこに触れるや、鉄の槍はぐにゃりとスポンジのように潰つぶれて、形を変えた。

　手には少しも刺ささらず、爪の表面で、槍は融けていた。

〝千せん界かいの鍛冶かじ師し〟──エスハによって名づけられた、あるいは彼が知っていたそのルールーブの異い称しようは、決して伊達だてではなかった。真砂の指と爪は、金属に限らず、それこそあらゆるものの形を変えることができる。

　それは、人体であっても例外ではない。

　真砂は目の前にいたパナンゾロンの男の、鋼鉄に覆おおわれた手を取り、関節とは逆の方向に捻ねじ曲げた。骨は折れず、ゴムに似た柔やわらかさをもって曲がった。

　曲がった状態で固定すると、真砂は手を放した。形を無む理り矢や理りに変えたことで、男の腕の神経は圧迫され、激しい痛みがあるはずだった。

　案あんの定じよう、男は曲がった腕を抱え、その場にうずくまったきり動かなくなる。

　間かん髪はつを入れずに、ヴィヨンの髪がまた襲いかかってきた。爪で払うのにも限界がある。いくつかの髪は、真砂の腕をかすめてその肌はだを切り裂いた。

　致ち命めい傷しようは避け続けるものの、腕や顔に細かい血の筋が浮きはじめた。

　真砂の異い能のうは、手の届く範囲──つまりは接近戦専用だった。ヴィヨンの髪を伸ばす技は、遥はるかに間ま合あいが広く、髪の本数だけ手数がある。くわえてその動きが素早く、幾重にも網あみのように張り巡らされて隙すきがない。

　懐ふところに飛び込むことができなければ、真砂に勝ち目は薄かった。

　長い時間を戦っているようで、しかしヴィヨンと対たい峙じしてから、まだ一分と経たってはいない。それでも真砂の全身は、もう緊張の汗に濡ぬれ尽くしている。

「真砂！　上！」

　甲かん高だかい声に耳を叩たたかれ、真砂は瞬間的に転ころがった。数瞬前までいた場所に、真上から針はりのような髪が突き立っていた。

　それはヴィヨンの髪だった。

　彼女は天てん井じようまで数本の髪を伸ばし、そこに沿って、死角となる真上からの攻撃をしたらしい。

　危き難なんを知らせる声を投げた由ゆ姫きが、体勢を崩した真砂に駆け寄ろうとした。

「来るな！　邪じや魔ま……」

　ヴィヨンの髪が渦うずを巻いて目の前に殺さつ到とうしていた。

　それは、人をなます切りにする刃の嵐あらしでもあった。巻き込まれれば、抜けることも敵かなわず、死だけが待っている。

　歯を食いしばった真ま砂さごの背の上を、誰だれかが飛び越えた。

　別の敵かと、真砂は眼めを上げる。

　そこにあったのは、作さ務む衣えの男の背だった。

　肩で息をしながら、中年男が声を張る。

「とっとと起きて逃げろ！」

　翁おきな居い夢ゆめ路じだった。威い勢せいのいい声ではあったが、武器などはその手にない。

　そして目の前には、女の髪が迫っている。

　真砂が跳ね起きるのと、刃の嵐が夢路を包み込むのが同時だった。

　真砂は、そこで眼を疑った。

　翁居夢路のその体を、ヴィヨンの髪は勢いを保ったまま、切り裂いていた。

　直線が走って、衣服が裂け、傷口ができる。しかし、その傷は血を吹く前に塞ふさがった。まるで実体のない体を刃がすり抜けているようだったが、夢路の体は、斬きられる反動のために跳ねている。

「真砂！　退ひけ！」

　南なん郷ごうが張った声に反応して、真砂は飛び退のいた。それを確認して、夢路も髪の嵐から転ころげ出る。

　作務衣は細こま切ぎれに切り裂かれ、夢路の肌はだが露ろ出しゆつしていた。しかし、そこについていたはずの傷口は跡あと形かたもない。

　その背に浮かぶ奇妙な顔を、真砂ははじめて見た。

　縦横に桝ます目めを描くようにして、数十の閉じた眼が並んでいた。その下にある細い唇からは上下と左右、それぞれに牙きばがはみ出ている。

　顔の輪りん郭かくは完全な円形で、背の一面を覆おおっていた。

　それらは、ただ顔の形をしているというだけで、本物の顔ではなかった。唇からはみ出た牙にしても、それは夢路の肌に、彫ちよう刻こくのようにそれを象かたどる線が彫ほられているだけのことである。

　しかし──真砂は、その顔が翁居夢路とは別個の生命体であるような印象を受けた。

〝翁居夢路には、神しん群ぐんの力が一いつ切さい通用しない〟──

　そんな噂うわさを、耳にしたことがあった。

　今見たものが、まさしくそれだったらしい。

「無事か⁉」

　真砂の危き難なんを身を呈ていして救った夢路は、苦痛に顔を歪ゆがめながら、ヴィヨンからの距離を稼かせいだ。痛覚はあるらしい。

「た……助かりました」

　真ま砂さごは、吞のまれつつも礼を言った。

　夢ゆめ路じは小さく肯うなずき、

「誠せい二じ！　お前ならどうだ？」

　駆け寄った首輪の少女に体を支えられながら、声を張った。

　両りよう眼めを瞑つぶった背広姿の青年が、走り寄ってテーブルの陰かげに隠かくれながら答える。

「鞭むちそのものが、届く前にあの髪で切り裂かれます。厄やつ介かいですよ、あれは……飛び道具も迎げい撃げきされますし、懐ふところには飛び込めませんし……」

「くそっ……メリアか山やま之の内うちなら一撃だろうに……」

　夢路は胸を押さえて呟つぶやいた。

「痛みますか？」

　傍かたわらの少女、詩し乃のが気き遣づかわしげに問う。ブラウスにロングスカートと、戦場に似合わぬ格かつ好こうではあったが、無表情な顔立ちはなお争そう乱らんから程遠い。顔の表情がないことではヴィヨンにも通じたが、いかんせん、彼女の場合は心の中身には情がある。

「大丈夫だ。だが、ヴィヨンの奴やつ、手て加か減げん抜きでここぞとばかりに切り刻きざみやがった」

「鬱うつ憤ぷんが溜たまってたんですよ。心当たりないんですか？」

　誠二が軽口で返す。

　ヴィヨンはゆったりと歩きながら、逃げた真砂の方へと歩きはじめていた。

　走らないのには理由がある。相手に態勢を立て直す時間を与えてしまうデメリットはあるが、カウンター気味に懐に入られる心配がない。優ゆう位いに立ってなお油ゆ断だんしないことも、彼女がここまで生きてこられた理由である。

　真砂は爪つめをまた伸ばした。限界はあるが、少しでも伸ばしておけば、それだけ相手に届きやすくなる。

　それでもせいぜい、爪の長さは指の等倍ほど──それ以上に伸ばせないこともないが、無む理りに長さを増せば、切れ味と強度に問題が出始める。

　戦闘に不向きな詩乃を巻き込まぬよう、真砂は距離を保ちながら脇わきへと動いた。

「──真砂」

　ヴィヨンが細い声で呟つぶやいた。滅めつ多たなことでは、戦闘中に喋しやべらない女のはずだった。

「爪の具合は、いいらしいですね」

　紅あかい唇が動き、無表情の顔にわずかな──ごくごくわずかな、笑みが浮いた。

「──さすがは、私の傑けつ作さく……」

　激げつ昂こうして、真砂は跳ねた。

　あの頃の彼女は、いつも白衣を着ていた。

　一足に間ま合あいを詰める。

　あの頃、彼女は真ま砂さごの知る子供達を幾人も殺した。

　迫る髪の攻撃を片手の爪つめで払いのけ、その腹部にめがけてもう一方の手を伸ばす。

　あの頃──

　甲こう院いんの研究者の一人だった彼女は、真砂を造り上げた。

　いってみれば、真砂の異い能のうは、彼女によって与えられた。彼女が狩り出した神しん群ぐん、千せん界かいの鍛冶かじ師し・ルールーブの組織を、真砂はその身に植えつけられた。

　そのために、真砂は今、ここにいる。

　怨うらんではいない。いないがしかし、許せる相手でもない。

　その真砂の動きには、非の打ち所がなかった。初動は速く、加速も鈍にぶらず、そしてなにより気迫も籠こもっていた。

　ただ一点──相手が、悪かった。

「──残念」

　ヴィヨンが囁ささやくように言った。

　真砂の爪は──

　ヴィヨンの体まで、あと数センチのところに止まっていた。

　体は宙に浮いていた。

　包帯で覆おおわれたヴィヨンの見えない眼めが、まるで嗤わらっているように真砂は感じた。

　手足と体に彼女の髪が巻きつき、真砂を完全に捕ほ縛ばくしている。

「……ぐっ……」

　まだ体を切られてはいない。しかし彼女がその気になれば、一瞬で真砂の体は複数に切断されるはずだった。

「残念です。あなたを壊こわさなければならないことは──」

　そうは言いながらも、ヴィヨンには躊躇ためらう様子はなかった。ただ、獲え物ものの最後の表情を見えない眼に焼きつけるように、一瞬だけ間を置く。

「さような……」

　ヴィヨンが呟つぶやきかけた永遠の別れの言葉は、不自然なところで止まった。

　真砂は、頰ほおに水すい滴てきを感じた。

　捕まったままの顔を巡らすと、広い部屋の端に、榊さかき糾ただすと由ゆ姫き、そして霧きり塚づかに、中年太りの男が一人いた。東とう都とまごころファイナンスの社員で、確か北きた戸どという名の男だった。任務で組むことが少なかった真砂とは、特に親しい仲でもない。

　その顔かお触ぶれよりも、真砂は彼らのしていることに、まず違い和わ感かんを覚えた。

　北戸と榊の二人が一番下になり、その上に霧塚が立って、さらには由姫が肩車されている。ふらふらと安定しない組体操は、広間のやたらと高い天てん井じよう近くにまで届いていた。

　何をしているのか──考えるよりも早く、もう答えは出ていた。

　頰ほおに当たる水すい滴てきが激しさを増していた。

　室内において、豪ごう雨うのような土ど砂しや降ぶりの雨をもたらすもの──

　スプリンクラーだった。

　一番上に担かつがれた由ゆ姫きは、その手にライターとテーブルクロスを捧ささげ持っていた。どうやら布を燃やして、火災報知器を動かしたらしい。

　真ま砂さごを捕らえたヴィヨンは、どういう理由からか、眼めに見えて戸と惑まどっていた。

　表情は動かないが、困こん惑わくしたように体が揺れている。

　真砂はその一瞬の隙すきに、爪つめで髪を切り裂き、ヴィヨンの捕ほ縛ばくからどうにか逃れ得た。すんでのところでヴィヨンに気付かれ、手足にやや深めの切り傷を負ったが、致ち命めい傷しようには程遠い。

　そのまま飛び退のいた真砂は、スプリンクラーの雨の中、ヴィヨンの様子をつぶさに見た。

　彼女は、しきりに首を巡らしていた。その足元が覚おぼ束つかなくなり、障害物もない平たい足元へ、遂ついに尻しり餅もちをつく。

「──いったい、何が……」

　真砂は呆ぼう然ぜんとして、唐とう突とつに動かなくなったヴィヨンを見た。

「──なるほど、榊さかきの奴やつか、こいつぁ上手うまい」

　夢ゆめ路じが手を叩たたいた。

　振り返った真砂は、誠せい二じも同様に、その場へ座り込んでいるのを見つけた。

　顔を歪ゆがめ、絨じゆう毯たんへうつぶせに背を丸めている。吐はきそうな気配もあった。

「聞いたことないか？　こいつは雨あめ酔よいだ、パナンゾロン系の」

　夢路がその体を抱え起こし、部屋の外へと引きずりはじめた。

　真砂は、ようやくに合が点てんした。

　パナンゾロン系の異い能のう者しやの中には、眼による視覚を持たない者が時折いた。彼らは三百六十度、全すべての方向の様子を一度に把は握あくできる特殊な感覚器を持っていたが、雨のように細こまかい物が周囲に満ちると、それがノイズとなって感覚器を麻ま痺ひさせる。

　結果、三さん半はん規き管かんが麻痺するように〝酔〟ってしまい、感覚を失ってその行動が不可能になるという弱点があった。

　真砂は、部屋の隅すみで肩かた車ぐるまされた由姫を見やった。

　由姫は安あん堵どの笑顔を真砂に送っていた。その笑顔に向けて、真砂は感謝を込めて軽く手を振った。

　霧きり塚づかはさておき、由姫も北きた戸ども、戦闘に向く力の持ち主ではなかった。榊に至っては異能者ですらない。

　その戦えないはずの者達によって、真砂は危機を救われていた。

　真砂は妙に嬉うれしかった。戦っているのは決して自分ばかりでない──そのことを、強く実感できた。

　部屋に降る雨に全身を濡ぬらしながら、真ま砂さごは倒れて震えるヴィヨンに視線を投げた。

　動けず、周りの様子が何も見えず、満足に立つことも覚おぼ束つかない。

　先程まで、凶きよう器きの髪を振り回していた彼女とは別人だった。

　同情の念は湧わかないものの……独ひとり動けないその姿は、真砂の眼めに、ひどく哀あわれに見えた。
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　突然に作動したスプリンクラーにも、もう一方の争いは終わらなかった。

　南なん郷ごうを中心とした異い能のう者しや達と、仙せん崎ざきを中心とした異能者達──

　彼らの争いは、微妙な膠こう着ちやく状態にあった。

　両者が部屋のテーブルを立て、それをバリケードにしていた。

　南郷の撃つ砂さ弾だんと、仙崎の放つ毒どく液えきの針はり──それがちょうど銃器に似た役割を果たし、どちらもテーブルの盾たてから出るに出れない状況だった。

　パナンゾロン系の異能者は、特攻はしたものの、序盤の真砂の攻めや、その後の根ね黒ぐろ桂けいの打撃で昏こん倒とうしたらしく、南郷側の陣じん地ち近くに倒れていた。

　ヴィヨンが動けなくなり、パナンゾロンの異能者が沈黙したことで、趨すう勢せいは決しつつあった。

　仙崎達に残っているのは、仙崎本人と、パナンゾロンではない異能者が数人──そして、籤くじ方かたを乗っ取った甲こう院いんだけである。

「スプリンクラー……くそっ、こりゃ盲もう点てんやった」

　テーブルの陰かげに隠かくれたまま、仙崎は唸うなった。

「……ジリ貧ひんですわ。どないしまひょ？」

　仙崎は、傍かたわらの甲院に問う。

　甲院はアラクナ聖せい典てんを両手に抱え、沈ちん思ししていた。

　状況は悪い。時間が経たてば、中華街の異能者達も集つどいはじめる。仙崎達も援軍が期待できないことはないが、ヴィヨンが動きを封じられた今、時間を稼かせぐのも難しい。

　唯ゆい一いつ、有利な点は、降ってくる水によって、仙崎自身の水分が補給できる点だった。

　毒液を体内で生成するのにも、水分は必ひつ須すだった。特に広範囲で霧きりを発生させる場合には、大量の水を補給しながらでなければ、本人が先に干ひからびてしまう。

　仙崎は思し案あんをめぐらせた末に、甲院の耳元に囁ささやいた。

「薫かおる様、ここはわしが押さえますわ。真しん女めの切れ味やったら……この床ゆかを下に抜いて、逃げられますさかい」

　妖よう刀とう・真女の切れ味は、常じよう軌きを逸いつしている。床に深く刺して切り裂けば、下の階に抜けられるはずだった。その先は、よほどの異能者が出てこない限り、逃げるだけならばどうとでもなる。

　仙せん崎ざきの提案に、しかし甲こう院いんは反応を示さなかった。

　仙崎は構わず、言葉を続ける。

「せやから、先に行っといてください。薫かおる様が行かれたら、わしはこの水をつこうて、奴やつらに一ひと泡あわ吹かせてから追いますよって」

「足止めか……だが、問題はその後だ」

　甲院が低く呟つぶやいた。

「この聖せい典てんが使えねば……我々はいずれ、あの時のように追い詰められる。あの時も……榊さかきに盗ぬすまれたこの聖典さえあれば……しかし何故なぜ、何故、使えない？」

　甲院の声は呆ぼう然ぜんとしていた。

「お恐おそれながら、薫様──おそらくは、今の薫様が、甲院の巫女みこではないと〝中の者達〟に判断されたのかと……聖典が使えぬのは誤算でしたが、それでも我らには、まだ同志がいてます」

　仙崎は、懸けん命めいに甲院薫を説せつ得とくした。彼が他人のことでこうも必死になるのは、主あるじである甲院薫に対した時だけだった。

「これからですわ、薫様。わしらは、亡ほろびませぬ。非ひ力りきな人間に固こ執しつしとる軟なん弱じやくな山やま之の内うちどもとは違います。甲院の血けつ脈みやくは、永えい劫ごうに引き継がれ、いずれは……」

　仙崎は、テーブルからわずかに顔を出し、口からの毒どく液えきを針はりの如ごとくに吐はき出しては、またすぐに頭を引っ込めた。弾丸より遅おそい、つまりは水鉄砲のようなものである。相手の体に当たらなければ、もはや牽けん制せいにしかならない。

「甲院の──血脈……」

　籤くじ方かたの身を持った彼女──甲院薫は、ぽつりと呟いた。

「左さ様ようです。薫様さえご無事なら、我が派は、いかようにも……」

「それだ、仙崎。やはり貴き公こうは、頼りになる」

　甲院が嗤わらった。含み笑いは、自らを嘲あざけるようでもあった。

「……どの娘、だったかな？」

「は……？」

「血だよ、仙崎」

　甲院は小声に呟いた。

「それが、条件の一つだったということさ。何故気付かなかったかな──神しん群ぐんの影響は、本来、人の血に溜たまり、人の血を経てつながっていくものだ。刀などに宿ったせいで、すっかり忘れていた」

　また、くすくすと笑い出す。

　やがて意を察した仙崎は、ゆっくりと首を周囲に巡らし──その娘を、視界に捉とらえた。
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　スプリンクラーの水に全身を濡ぬらして、由ゆ姫きは真ま砂さごを出迎えた。

「よかったぁ……無事で」

　安あん堵どの息とともに呟つぶやくや、駆け寄った。

　少しよろけた真砂を、脇わきから支える。

「……大丈夫？　ふらついてるよ」

「──いや、ちょっと疲れただけだ」

　真砂は軽い声で言った。脚ががくがくと震えていた。ヴィヨンとの対たい峙じは、体力的にも精神的にも、相当な消耗を真砂に強しいていた。

　全身に傷ができていた。いつつけられたものか、真砂も憶おぼえてはいない。

　水に濡れて、肌はだに張りついた由姫のシャツに、真砂の傷口から血が緩ゆるく染しみていった。

　服に染みた血の跡は、乾くと生なま半なかなことでは落ちなくなる。真砂はそれを気にして、脇で支える由姫の耳元に呟いた。

「あんまりくっつくと、血が……」

「いいの。服なんか気にしている場合じゃないんだから」

　由姫は答えて、ぎゅっと身を寄せた。

　真砂の全身には、薄い切り傷がいくつもあった。ヴィヨンの髪によつてつけられたそれらの傷からは、やや出血が目立つ。天てん井じようから降る水で朱あかが広がり、破やぶけた衣服を大おお袈げ裟さに染めつつあった。

「とりあえず……」

　榊さかきが二人の肩を叩たたいた。

「部屋、出るなら早く出ましょ。ここはまだ物ぶつ騒そうっぽいから」

　榊糾ただすは、スプリンクラーに煙る部屋の奥を親指で示した。

　壁際から離れた部屋の奥では、まだ仙せん崎ざきと南なん郷ごう達が、互いのテーブルを盾たてにして、睨にらみ合いに近い攻防を続けていた。

　飛び出すと、それぞれの飛び道具が怖こわい。

　かといって、物もの陰かげに留とどまったままでは何もできない──

　そんな膠こう着ちやく状態に陥おちいりつつあるのが見てとれたが、そうなれば、有利なのは南郷達の側だった。彼らには、紅あか街まち中華街の祭さい夏か老ろう派によるバックアップもある。対して仙崎の側は、援軍も期待しにくい以上、包囲されれば不利になるしかない。

　真砂はそれでも、南郷を手伝いに行くべきか迷った。

　由姫を放そうとして、その体ががくりと揺れる。

「あ！　真ま砂さご！」

　慌あわてて、由ゆ姫きがまた真砂を抱き支えた。

「……悪い」

　真砂は呆ぼう然ぜんと言った。

　自身が思っていたよりも、体内の血が流れ出ていたらしい。戦いがすんで落ち着いてみると、やや眩暈めまいがした。戦えないこともないが……無む理りをしなければならない状況でもない。

　霧きり塚づかが心配げに寄ってきた。

「と、とにかく、傷の手当てしないと……うわぁ……一つ一つは浅いみたいだけど、傷の数が多いよ。担たん架か、要る？」

「大おお袈げ裟さです。ちゃんと歩けますから」

　言っておいて、真砂の足元は覚おぼ束つかなかった。肉体的なことばかりでなく、ヴィヨンとの戦いを経た精神的な疲労が濃こい。

　異い能のうを駆使すれば、多くの場合は精神、肉体、その両面にそれなりの疲労が蓄積する。

　千せん界かいの鍛冶かじ師し・ルールーブの爪つめは、パナンゾロンなどに比べればその疲労も少なく、一般に〝燃費がいい〟とも言われていたが、それでもヴィヨンほどの異能者を相手にして全力で動けば、反動が来るのは避けられなかった。

　気を抜いた途と端たんに、真砂はぐったりと脱力感を憶おぼえた。

　南なん郷ごう達の側に行けないこともなかったが、飛び道具をもたない真砂では、どのみちあまり役にも立てない。あとは仙せん崎ざき達の投とう降こうか確保を待つばかりとなれば、先に傷の手当てをすませた方がいいと考えた。

「真砂、ほんとにだいじょうぶ？」

　由姫の心配げな眼まな差ざしに眼めを覗のぞき込まれ、真砂は苦笑交じりに肯うなずいた。

「あぁ。大丈夫だから、そんな心配そうな顔しないでいいよ。そんな顔されると、なんか重傷と錯さつ覚かくしそうになる」

　真砂の軽口に、様子を見ていた北きた戸どが舌打ちで返した。

「おい、乾いぬい。お前が思っているほど、それは軽傷じゃないぞ。ヴィヨンの髪は、傷口を切るだけでなく〝削けずる〟んだ。ほっとけば化か膿のうするし、その数は……洒落しやれにならん。交こう差さしている傷と、最後につけられた傷は浅くないようだし……」

　北戸の言葉に息を吞のんだのは、真砂ではなく由姫だった。

「は、はやく……ね、真砂。お願いだから」

　無む理り矢や理りに肩を貸すようにして、由姫は真砂を広間から連れだそうとした。真砂も強しいて逆らわない。

「──北戸さん、おどかしすぎです。あの子、気が小さいのに……」

　霧塚が、そっと同僚の中年に耳打ちした。

　北きた戸どはしかし、真面目まじめな顔で呟つぶやき返す。

「──おどしじゃねぇ。なんであいつ、立っていられるんだ？」

「……え？」

「ヴィヨンの髪は、相手を切るだけじゃなく、細く貫くこともある。見たところ、何本かの髪が貫通している部分もあるようだし……すぐに病院連れてけ。下手へたすりゃ今からでも死にかねないぞ、あのガキ」

　霧きり塚づかの顔色が蒼そう白はくになった。スプリンクラーの音が邪じや魔まをして、北戸の言葉は由ゆ姫きの耳にまでは届いていない。

「そ、そんな……だって……」

「あのヴィヨンと正面からやりあって、生き残れただけでも大したもんだ。戦闘の相あい性しようだってよくなかっただろうに……」

　北戸は、感心と畏い怖ふが半分ずつに籠こもった溜ため息いきを吐ついた。

　霧塚は話を最後まで聞かず、真ま砂さごと由姫に駆け寄った。

「ゆ、由姫ちゃん、急ごう」

　北戸の話を聞いていなかった由姫は、その慌あわてた態度を奇き異いに見た。

「雅みやび姉ねえ？　どうしたの、急に？」

「別に、なんでも……とにかくほら、早い方がいいし。榊さかき先生、先に行って、車の用意を……」

　察して肯うなずいた榊糾ただすは、足早に部屋を出た。

　後を追うようにして、真砂達も廊ろう下かへと出る。

　そこでは、祭さい夏か老ろう派の戦闘に向かない者達が、不安げに室内の様子を気にしていた。

　援軍はまだ集まらないらしいが、戦闘自体はもう終しゆう息そくに向かっていた。

　一足先に誠せい二じを担かついで行った夢ゆめ路じの姿は、もう何ど処こにも見えない。北戸は広間に残り、手にした通信球を使って、本部への連絡をつけはじめていた。

　廊下を歩きはじめてすぐに、真砂は足を止めた。

「……そうだ、聖せい典てん……」

　思い出して、真砂は振り返ろうとした。勢いで乱戦にもつれ込んだが、アラクナ聖典はまだ、仙せん崎ざき達の手元にあるはずだった。どうやら使えなかったらしいが、渡したままにしておく義理もない。

「真砂、もういいから……それは南なん郷ごうさんに、後でお願いしておくから」

　駄だ々だをこねる子供を諭さとすように、由姫が言った。

「……じゃ、ついでに労ろう災さいの申しん請せいも頼んどいてくれ」

　真砂は、軽く咳せき込みながら言った。口の中に、ふと血の味がした。

「……うん」

　由姫が肯く顔を横目に見ながら、真砂は大きく息を吐はいた。二人に気付かれぬように、一いつ緒しよに血を吐はき捨てる。

（……ちょっとばかし……ヤバいのかな、これ……）

　なんとなく、自覚はした。

　体が、思うように動かなくなりはじめていた。由ゆ姫きと霧きり塚づかに支えられていなければ、それこそまともに歩けたかどうかも怪あやしい。

　その症状は、出血量のせいばかりではなさそうだった。体の中にも傷があるような違い和わ感かんが、じょじょに強くなってくる。

　不意に、壁を挟はさんだ広間の側で怒ど鳴なり声が上がった。

　それと同時に、真ま砂さご達のすぐ脇わきに閃せん光こうが走り、壁の一部が倒れ込んだ。

「危ないっ！」

　霧塚が咄とつ嗟さに、両手で由姫と真砂を突き飛ばす。

　壁の一部が綺き麗れいな四角形に斬きり抜かれ、人が通れるほどの範囲の穴が開いた。

　舞い上がった埃ほこりと塵ちりの下──

　霧塚は、その倒れた壁と床ゆかの間に挟はさまれていた。

　ぴくりとも動かない。

「雅みやび姉ねえ！」

　突き飛ばされて倒れた由姫は、そのままの姿勢で悲鳴をあげた。

　鉄筋コンクリートの骨組みに嵌はめ込まれたパネル状の壁は、それほど分厚くはなかった。だが霧塚は、倒れた拍ひよう子しに頭を打ったか、起き上がる気配もない。

　真砂は顔を上げて、そこに予想どおりのものを見た。

　妖よう刀とう・真しん女めを携たずさえた籤くじ方かた──甲こう院いん薫かおるが、開いた口から出てきた。部屋の中から、ついでのように白い靄もやが漂ただよいでている。スプリンクラーの水を使用して、仙せん崎ざきが吹き出したガスらしいが、甲院が平気な顔をしているところを見ると、ただの眼めくらましらしい。

　壁を斬り倒して廊ろう下かに出た甲院は、由姫に視線を据すえ、口の端に笑みをのぼせた。その脇には、アラクナ聖せい典てんが抱えられている。

　真砂は全身の力を漲みなぎらせて、ゆっくりと立ち上がった。

　由姫が眸ひとみを見開く。

「ちょ……真砂っ！」

　真砂は、由姫の制せい止しする声を無視した。

「……敬けい神しんさんを斬ったんだって？　あんた」

　掠かすれた喉のどから紡つむがれた声には、どうしても覇は気きが欠かけていた。

　今の状態で勝てる相手とも思えない。一撃必殺の刀は、厄やつ介かいな相手だった。

「貴き公こうに用はない。私の用は、そちらの娘……」

　それは青年の顔に似ぬ、甲かん高だかい女の声だった。

「こいつに用があるんなら、ぼくを通してもらう」

　呟つぶやいて、真ま砂さごはルールーブの爪つめを伸ばした。どうにも力が入らず、そこには硬かたさが生まれない。

「残念ながら、問答をする余よ裕ゆうはない」

　甲こう院いんは静かな声で言い、由ゆ姫きを指差した。

「そこの娘、私と共に来い。君が私と来るのなら、他ほかの者は見逃してやる」

　由姫は硬こう直ちよくした。

　真砂は構えを取る。

「……今の状況を見てからもの言え。どっちが包囲されていると思って……げっ……」

　その声は、途中で切れた。

　黒い血の塊かたまりが、口から落ちる。

　由姫が悲鳴をあげた。真砂はそれでも、身を低く落としつつ倒れない。

「──体内を、ヴィヨンの髪に荒らされたようだな？」

　甲院はくすくすと嗤わらった。

「その男──そのままでは、放っておいても死ぬ」

　甲院は由姫に向かって、そう呟いた。

　真砂はまた血を吐はいた。ハンターのヴィヨン──その女の技の恐ろしさを、今は身をもって感じていた。致ち命めい傷しようを避け続けていたつもりで、しかし実際には〝即死〟を避けていただけのことだったらしい。一度かかった蜘蛛くもの糸は、まだほどけていなかった。

　荒い息を吐つきはじめた真砂を見上げて、由姫は震えていた。

「由姫といったな、そこの娘」

　甲院の声が、優やさしく変質した。

「私の言う事を聞けば、そこの男を助けてやれるが？」

　その言葉に、由姫は過か敏びんに反応した。まばたきも忘れて、甲院を見み据すえる。

「君がこの聖せい典てんをもって、アラクナの加か護ごを願えばいい。その男の傷程度ならば、アラクナは簡単に治してくれるだろう」

　真砂は血を吐いた。吐きながら、由姫を背で庇かばうように手を伸ばす。霧きり塚づかに押されて倒れた衝しよう撃げきで、体内の傷口が広がりはじめていた。

　それでも真砂は、倒れない。

「由姫、こいつの言う事は聞くな。ぼくは大丈夫だから……すぐに南なん郷ごうさん達が……」

　甲院が肩を揺らした。

「すぐには来れぬだろう。仙せん崎ざきが中で持ちこたえている。その間に、この男は死ぬぞ。なんなら、この刀で引いん導どうを渡してやってもいいわけだが……」

「だ、だめっ！」

　叫んで、由ゆ姫きが立ち上がった。

　甲こう院いんは微笑を送る。

「どうすればいいの？　なんでもするから」

　前に歩みかけた由姫を、真ま砂さごは片手で制した。

「由姫、お前は先に逃げろ。ここはぼくが……」

　気を張って、声を絞しぼりだした。

　由姫は従わない。

　甲院が由姫に、そっと手を差し伸べた。

「簡単なことだ。この刀を、君がもつ。そうすれば、私の思いが君に伝わり、聖せい典てんを通じてアラクナの召しよう還かんが可能になる。あとは、アラクナに願えばいい。その男の怪け我がを治すように、と……」

「──それだけ……？」

　由姫の言葉に、甲院は肯うなずいた。

「ただし──私の心が、アラクナの血を受け継ぐ君の体を、少し借りることになる。でなければ、アラクナは召還できない。

　君は彼らを拒きよ絶ぜつしてしまうのだろう？　私ならば、彼らを拒絶しない。だから、彼らは力を貸してくれる──」

「……契けい約やく、ね。私の体を貸せば、真砂を助けてくれるっていう……」

　由姫が呟つぶやいた。

　甲院は、満足げに肯いた。

「……由姫、よせ」

　止める真砂は、しかし立ったまま、もう動けなくなっていた。目の前が霞かすみ、すぐ近い甲院の姿さえ歪ゆがみつつある。

「……真砂」

　由姫の手が、真砂の肩に触れた。

　真砂はそれだけで、その場に膝ひざをついた。

　その身を抱きしめて、由姫が耳元に呟く。

「……お花見──楽しみにしてるから」

「……由姫……」

「ちゃんと、助けてね」

　由姫は微笑を浮かべて、真砂を壁にもたれさせた。

　最後に軽く、もう一度抱きしめてから、手を差し伸べる甲院に向かって歩きはじめる。

　真砂は血を吐はき、朦もう朧ろうとする意識の中、それでも手を伸ばして由姫の腕を摑つかんだ。

「そいつが……約束なんて、守るわけが……」

　由ゆ姫きは、わずかに振り返り──

「真ま砂さごこそ、今度は忘れないでね、約束のこと──」

　微笑わらった。

　視界が暗転し、真砂はそこで、意識を失った。

　最後まで、摑つかんだ手は離さなかった。








（続）　









電子書籍版　あとがき




　二十代の頃は眠りが浅かったのか、割と頻繁に夢を見ていました。将来の夢とかではなくて寝ている間に見る悪夢とかのほうです。

　夢の中に自分が出てくることはほとんどありません。たまにはありますが、大概、視点人物は別の誰かだったりカメラアイです。

　登場人物についても、友人や知り合いが出てくることは希で、結構な頻度で自著のキャラという――

　なんとなく察しのついた方もいそうですが、その夢の内容というのは「眠る前に書いていた部分」やその続きでして、要するに夢の中で次の展開を模索していた次第です。

　で、「そんな夢のお告げに従ってめでたく脱稿！」ということになっていたら話は簡単なのですが、実際の所はまったく逆で――所詮は夢というべきか、使い物にならない展開ばかりで、基本的には「このルートはダメだ！」と再確認する作業になっていました。

　とはいえ夢の中でダメな可能性を一つでも二つでも潰しておければ、起きてからその方向性を迷うことなく捨てられるので、その意味では便利だったような気がしないでもありません。

　これを果たして夢といっていいのか、それとも夢うつつで考えていただけなのか、そのあたりはちょっと微妙なのですが、ある時にはカボチャの人が仮面○イダーと一緒にダブル○イダーキックをかましていたりもしたので、その使えなさ加減はお察しください。もはや展開がどうこうでなく著作権的にアウトでした。




　そんな具合に頻繁に夢を見ていた影響もあってか、作中でも登場人物が夢を見る場面をそこそこ多くいれているつもりです。

　そもそも通しで登場している人物の名前が「翁居夢路」というネーミングでして、夢を見る場面が多いのはシリーズを通しての特徴といえるかもしれません。

　この電子書籍版のパラサイトムーン配信に合わせて刊行がはじまった『ストレンジムーン』の方でも、胡蝶の夢を下敷きにした設定があったりと、その傾向は踏襲しています。




　ところで漢字ができたばかりの古代、「夢」という字は「暗くてよく見えない」という意味合いの字だったそうです。その字が寝ている間に見る夢を指すようになったのは、少し後からのことだとか。

　夢路という人物名を設定した時、この元からの意味合いまでは込めていなかったのですが――この名前を「暗くてよく見えない道」として捉えると、その道を照らす月の存在が妙に意味ありげに思えてきます。

　これに関してはもちろん単なる偶然なので、迂闊といえば迂闊なのですが、気づけたことは作者としてなんとなく嬉しい部分でした。




　この四巻では翁居夢路の出番こそあまりないのですが、真砂をはじめとする実験室の子供達にしても、また他の登場人物達にしても、先の見えない暗い道を手探りで進んでいるような印象があります。

　人生自体が得てしてそんなもの、と言ってしまえばそれまでなのですが、月明かりを頼りにする散歩は風情があって、怖いながらも少し楽しいです。




　それではまた、次巻にてお会いできることを祈りつつ――





２０１３年　春　渡瀬草一郎




〔このあとがきは電子書籍の配信にあたり書き下ろしました〕
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。写真は母校の近くでお見かけして、その勇姿に一目惚れしてしまった愛しの方です。撮影許可はいただいてませんが、言語が通じなかったため、仕方なく無許可で撮らせていただきました。ちなみに視線の先には花見客の弁当箱が。……あ。
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はぎやまさかげ

昭和五十二年生まれ。水瓶座のＢ型。主な栄養源は月餅。忙しさの合間をぬって関東方面へ引越し先を探索中。









電撃文庫






パラサイトムーンⅣ




甲こう院いん夜や話わ
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